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準備 


安全上のご注意 


•安全にお使いいただくために、必ずお守りください。 

•ご使用の前にこの「安全上のご注意」をよくお読みのうえ、正しくお使いください。 


この取扱説明書および製品への表示は、製品を安全に 
正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や 
財産への損害を未然に防止するために、いろいろな絵 
表示をしています。その表示と意味は次のようになつ 
ています。 

内容をよく理解してから本文をお読みください。 


A 警告 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が 
死亡または重傷を負う可能性が想定される内容を示し 
ています。 


^注意 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が 
損害を負う可能性が想定される内容および物的損害の 
みの発生が想定される内容を示しています。 


絵表示の例 


A A 記号は注意(警告を含む）しなければなら 
ない内容であることを示しています。 

図の中に具体的な注意内容(左図の場合は感 
電注意)が描かれています。 



® 記号は禁止(やってはいけないこと)を示 
しています。 

図の中や近くに具体的な禁止内容(左図の場 
合は分解禁止)が描かれています。 


€ 


• 記号は行動を強制したり指示する内容を 
示しています。 

図の中に具体的な指示内容(左図の場合は電 
源プラグをコンセントから抜け)が描かれて 


います。 
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A 警告 


異常時の処置 




• 万一煙が出ている、変なにおいや音がする 
などの異常状態のまま使用すると火災•感 
電の原因となります。すぐに機器本体の電 
源スイッチを切り、必ず電源ブラグをコン 
セントから抜いてください。煙が出なくな 
るのを確認して販売店に修理をご依頼く 
ださい。お客様による修理は危険ですから 
絶対おやめください。 


€ 


万一内部に水や異物等が入った場合は、ま 
ず機器本体の電源スイッチを切り、電源プ 
ラグをコンセントから抜いて販売店にご 
連絡ください。そのまま使用すると火災- 
感電の原因となります。 


€ 


• 万一本機を落としたり、カバーを破損した 
場合は、機器本体の電源スイッチを切り、 
電源プラグをコンセントから抜いて販売 
店にご連絡ください。そのまま使用すると 
火災•感電の原因となります。 


設置 




• 電源プラグの刃および刃の付近にほこり 
や金属物が付着している場合は、電源ブラ 
グを抜いてから乾いた布で取り除いてく 
ださい。そのまま使用すると火災•感電の 
原因となります。 


0 


電源コ_ドの上に重いものをのせたり、 
コードが本機の下敷きにならないように 
してください。また、電源]—ドが引っ張 
られないようにしてください。コードが傷 
ついて、火災•感電の原因となります。コー 
ドの上を敷物などで覆うことにより、それ 
に気付かず、重い物をのせてしまうことが 
あります。 


0 


• 放熱をよくするため他の機器、壁等から間 
隔をとり、またラックに入れる時はすき間 
をあけてください。また、次のような使い 
方で通風孔をふさがないでください。内部 
に熱がこもり、火災の原因となることがあ 
ります。 

—あおむけや横倒し、逆さまにする。 

—押し入れなど、風通しの悪い狭いところ 
に押し込む。 

-►じゆうたんやふとんの上に置く。 
テーブルクロスなどをかける。 


Q 


• 着脱式の電源コード(インレツトタイプ） 
が付属している場合のご注意： 

付属の電源コードはこの機器のみで使用 
することを目的とした専用部品です。他の 
電気製品ではご使用になれません。他の電 
気製品で使用した場合、発熱により火災 • 
感電の原因となることがあります。また電 
源コードは本製品に付属のもの以外は使 
用しないでください。他の電源コードを使 
用した場合、この機器の本来の性能が出な 
し、ことや、電流容量不足による発熱から火 
災•感電の原因となることがあります。 
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使用環境 



この機器に水が入ったり、ぬらさないよう 
にご注意ください。火災•感電の原因とな 
ります。雨天、降雪中、海岸、水辺での使用 
は特にご注意ください。 



風呂場•ジャワー室等では使用しないでく 
ださい。火災•感電の原因となります。 


0 


• 本機の通風孔などから、内部に金属類や燃 
えやすいものなどを差し込んだり、落とし 
込んだりしないでください。火災•感電の 
原因となります。特にお子様のいるご家庭 
ではご注意ください。 



本機のカノ (一を外したり、改造したりしない 
でください。内部には電圧の高い部分があ 
り、火災 • 感電の原因となります。内部の点 
検•整備•修理は販売店にご依頼ください0 


Q 


表示された電源電圧（交流100ボルト 
50 Hz /60 Hz ) 以外の電圧で使用しない 
でください。火災•感電の原因となります。 


Q 


この機器を使用できるのは日本国内のみで 
す。船舶などの直流 (D C ) 電源には接続し 
ないでください。火災の原因となります。 


使用方法 


0 


電源コードを傷つけたり、加工したり、無理 
に曲げたり、ねじったり、引っ張ったり、加熱 
したりしないでくださ U コードが破損して 
火災•感電の原因となります。コードが傷ん 
だら(芯線の露出、断線など)、販売店に交換 
をご依頼ください。 


Q 


雷が鳴り出したらアンテナ線や電源プラグ 
には触れないでください。感電の原因となり 
ます。 



本機の上に花びん、植木鉢、コップ、化粧 
品、薬品や水などの入った容器または小さ 
な金属物を置かないでください。こぼれた 
り、中に入った場合、火災•感電の原因とな 
ります。 



ぬれた手で(電源)ブラグを抜き差ししな 
いでください。感電の原因となることがあ 
ります。 


Q 


製品に付属の電源コンセントには、そのパネ 
) レおよび取扱説明書に表示された容量を超 
える消費電力を持つ電気機器を接続しない 
でくださし、。火災の原因となります。 
電熱器具、ヘアードライヤー、電磁調理器な 
どは接続しないでください。また表示してあ 
る電力以内であつても)、電源を入れた時に大 
電流の流れる機器などは接続しないでくだ 
さい0 


A 注意 


設置 



電源プラグはコンセントに根元まで確実 
に差し込んでください。差し込みが不完全 
ですと発熱したり、ほこりが付着して火災 
の原因となることがあります。また、電源 
プラグの刃に触れると感電することがあ 
ります。 


A 


キヤスター付きの場合にはキヤスター止 
めをしてください。動いたり、倒れたりし 
てけがの原因となることがあります。 


A 


テレビ、オーディオ機器、スピーカー等に 
機器を接続する場合は、それぞれの機器の 
取扱説明書をよく読み、電源を切り、説明 
に従って接続してください。また、接続は 
指定のコードを使用してください。 


Q 


電源プラグは、根元まで差し込んでもゆる 
みがあるコンセントに接続しないでくだ 
さい。発熱して火災の原因となることがあ 
ります。販売店や電気工事店にコンセント 
の交換を依頼してください。 


0 


ぐらついた台の上や傾いたところなど不 
安定な場所に置かないでください。落ちた 
り、倒れたりしてけがの原因となることが 
あります。 


Q 


本機を調理台や加湿器のそばなど油煙、湿 
気あるいはほこりの多い場所に置かない 
でください。火災•感電の原因となること 
があります。 


A 


電源を入れる前には音量を最小にしてく 
ださい。突然大きな音が出て聴力障害など 
の原因となることがあります。 


0 


本機の上に重いものや外枠からはみ出る 
ような大きなものを置かないでください。 
バランスがくずれて倒れたり、落下してけ 
がの原因となることがあります。 


Q 


本機の上にテレビを置かないでください。 
放熱や通風が妨げられて、火災や故障の原 
因となることがあります。(取扱説明書でテ 
レビの設置を認めている機器は除きます。） 
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異常時の処置 


0 


電源プラグを抜く時は、電源コードを引つ 
張らないでください。コードが傷つき火 
災•感電の原因となることがあります。必 
ずブラグを持つて抜いてください。 


0 


電源 コー ドを熱器具に近づけないでくだ 
さい。 コー ドの被ふくが溶けて、火災•感電 
の原因となることがあります。 


€ 


移動させる場合は、電源スイッチを切り必 
ず電源プラグをコンセントから抜き、外部 
の接続コードを外してから、行ってくださ 
い。コードが傷つき火災•感電の原因とな 
ることがあります。 


△ 


お子様がカセツトテープ、ディスク挿入口 
に、手を入れないようにご注意ください。 
けがの原因になることがあります。 


A 


へッドホンをご使用になる時は、音量を上 
げすぎないようにご注意ください。耳を刺 
激するような大きな音量で長時間続けて 
聞くと、聴力に悪し)影響を与えることがあ 
ります。 


€ 


旅行などで長期間、ご使用にならない時は 
安全のため必ず電源プラグをコンセント 
から抜いてください。 


電池 


Q 


• 本機の上にテレビやオーディオ機器を載 
せたまま移動しないでください。倒れた 
り、落下してけがの原因となることがあり 
ます。重い場合は、持ち運びは2人以上で 
行ってください。 


0 


* 指定以外の電池は使用しないでください0 
また、新しい電池と古い電池を混ぜて使用 
しないでください。電池の破裂、液もれに 
より、火災 • けがや周囲を汚損する原因と 
なることがあります。 


A 


• アンテナエ事には技術と経験が必要です 
ので、販売店にご相談ください。 

—送配電線から離れた場所に設置してくだ 
さい。アンテナが倒れた場合、感電の原因 
となることがあります。 

—巳 S , C S 放送受信用アンテナは強風の影 
響を受けやすいので、堅固に取りつけてく 
ださい。 


0 


• 窓を閉め切った自動車の中や直射日光が 
当たる場所など異常に温度が高くなる場 
所に放置しないでください。火災の原因と 
なることがあります。 


A 


電池を機器内に挿入する場合、極性表示(プ 
ラス (+) マイナス (_) の向き)に注意し、表 
示どおりに入れてください。間違えると電 
池の破裂、液もれにより、火災 • けがや周囲 
を汚損する原因となることがあります。 



• 長時間使用しない時は、電池を取り出して 
おいてください。電池から液がもれて火災、 
けが、周囲を汚損する原因となることがあ 
ります。もし液がもれた場合は、電池ケース 
についた液をよく拭き取ってから新しい電 
池を入れてください。また万一、もれた液が 
身体についた時は、水でよく洗い流してく 
ださい。 


使用方法 


0 


ディスクを使用する機器の場合、ひび割 
れ、変形、または接着剤などで補修した 
ディスクは使用しないでください。ディス 
クは機器内で高速回転しますので、飛び 
散ってけがの原因となることがあります。 


Q 


• レーザーを使用している機器では、レー 
ザー光源をのぞきこまないでください。 
レーザー光が目に当たると視力障害を起 
こすことがあります。 


0 


長時間音が歪んだ状態で使わないでくだ 
さい。スピーカーが発熱し、火災の原因と 
なることがあります。 


本機に乗ったり、ぶら下がったりしないで 
ください。特にお子様はご注意ください。 
倒れたり、壊れたりしてけがの原因になる 
ことがあります。 


0 


電池は加熱したり分解したり、火や水の中 
にいれないでください。電池の破裂、液もれ 
により、火災、けがの原因となることがあり 
ます。 


保守•点検 


A 


5年に一度くらいは内部の掃除を販売店な 
どにご相談くださし)。内部にほこりがた 
まつたまま、長い間掃除をしないと火災や 
故障の原因となることがあります。特に湿 
気の多くなる梅雨期の前に行うとより効果 
的です。なお掃除費用については販売店な 
どにご相談ください。 


€ 


お手入れの際は安全のために電源プラグを 
コンセントから抜いて行ってください。 
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準備 


付属品を確認する 



設置について 


A * 放熱のため本機の上に物を置いたり、布 

_ やシートなどを被せた状態でのご使用は 

警告絶対におやめください。異常発熱により 
故障の原因となる場合があります。 

• ラックなどに設置する場合は、上部に 
20 cm 以上空間をあけてください。 


リモコンに電池を入れる 




• 新しい乾電池と一度使用した乾電池を混ぜて使用しないでください。 

• 乾電池のプラスとマイナスの向きを電池ケースの表示どおりに正しく入れてください。 

• 乾電池には同じ形状でも電圧の異なるものがあります。種類の違う乾電池を混ぜて使用しないでください。 

• 長い間 （1 力月以上）リモコンを使用しないときは、電池の液漏れを防ぐため、乾電池を取り出してください。 

液漏れを起こしたときは、ケース内についた液をよく拭き取ってから新しい乾電池を入れてください。 

• 不要となった鼋池を廃棄する場合は、各地方自治体の指示(条例)に従って処理してください。 


• リモコンの操作範囲が極端に狭くなってきたら、電池を交換してください。 

• 電池を交換する際は、なるべく5分以内に行ってください。それ以上では、リモコンの設定が解除される可能性があります。再度リモ 
コンの設定を行う場合は、「他機器を操作するためのリモコン設定をする」をご覧ください (82 ページ)。 
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(Channel Level ) . 71 

スピーカーまでの 距離を調整する 

(Speaker Distance ). 72 

サラウンド V (ックスピーカー間の距離を設定する 

(THX Audio Setting ). 73 

Auto MCACC 時の THX スピーカー設定 

(THX Speaker Setup ).74 

リアパネル端子に入力した音声/ 

映像信号を設定する 〜 Input Assign 〜 . 75 

デジタル入力端子を設定する 

(Digital Input ). 75 

コンポーネント / D 4 ビデオ入力端子を設定する 

( Component / D 4 Input ). 76 

HDMI 入力端子を設定する （HDMI Input ) . 77 

その他の設定をする 〜 Other Setup 〜 . 78 

ダイナミックレンジコント□—ルを設定する 

(DRC Setup ) . 78 

デュア j レモノラレ音声を設定する 

(Dual Mono Setup ). 79 

LFE アッテネーターを設定する 

(LFE ATT Setup ). 80 

ビデオコンノターを設定する 

(Video Conv . Setup ) . 81 


他機器を操作するためのリモコン設定をする . 82 

他機器のリモコン信号を本機のリモコンに 

呼び出す（プリセットコード設定） . 82 

リモコンで他機器を操作する . 83 

リモコンのプリセットコード設定を解除する . 84 

マルチコント□—ルボタンの入力切換を解除する 
(ダイレクトファンクション） . 84 


スピーカー の応用接続 . 85 

フロントスピーカーを高品位接続する 

〜バイアンプ接続〜 . 85 

別の部屋でのステレオ再生用スピーカーを接続する 

〜 Speaker 巳接続〜 . 85 

他のノ くイオニア製品をつないで集中 

コント□—ルする . 86 

パイオニアのプラズマテレビと連動操作する . 87 

プラズマテレビとの接続 . 87 

プラズマテレビとの連動モードを設定する 

( SR + Setup ). 88 

連動モードを実行する . 89 

リモコンの他機器連動機能を使いこなす . 90 

連動操作を設定する . 91 

連動操作を実行する . 91 


スピーカー の配置について . 

デジタル音声フォーマツトについて . 

デジタル音声の記録方式について . 

デジタル音声の再生方式について . 

ドリレビー . 

DTS . 

MPEG -2 AAC . 

Windows Media Audio 9 Professional 

THX . 

伝送方式について . 

HDMI . 

接続コードについて . 

リスニングモードの詳細と出カチャンネル数 

(D-m . 

ADVANCED SURROUND モードの 

種類と効果 . 

工場出荷時の設定一覧 . 

本機のすべての設定を工場出荷時に戻す.... 

i±m . 


故障かな？と思ったら . 

音について . 

サブウーファーの接続/再生について 

映像について . 

操作について . 

インジケーター/表示について . 

MCACC (音場補正）について . 

HDMI 接続/再生について . 

USB 再生について . 

エラーメッセージについて . 

保証とアフターサービス . 

サービスステーシヨンリスト . 

さ< いん . 
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高音質 • 多機能な本機 VSA -1 01 7 AV の主な特長をまとめました。「本書の掲載ページ」に進むと、それぞれの機能や 
操作を楽しんでいただけます。 

本書の掲載ページ 

Advanced MCACC を搭載 

聴感のみでは正確な調整が難しいマルチチャンネル 
の音場設定を自動化しました。音場を正確に測定 
し、チャンネル間の空間情報の歪みを補正します。 '― K 

本機の Advanced MCACC では部屋の残響特性を考 
慮した補正も可能にしました。 

原音追求のため、実際の製作現場で行われる高精度 
な調整技術を研究し、家庭用に改良したものです。 

PHASE CONTROL 機能 

ソースからスピーカーまでの信号伝送経路によって 
生じていた低域の位相とタイミングのズレを補正 
し、原音に忠実な力強いサウンドを実現します。 

j サウンドレトリバー機能 

^ MP 3 などの圧縮音声が圧縮処理される際に削除され 
てしまった部分を DSP 処理によって補い、音の密度 
感、抑揚感を向上させて再生します。 

フロントサラウンド•アドバンス機能 

^フロントスピーカーとサブウーファーのみで自然な 
サラウンド再生を行います 


〇 


「位相を合わせて音の打ち消し合いを 
防ぐ （PHASE CONTROL )」 


O 


P.46 

「圧縮音声を聴き取りやすくする 
(サウンドレトリバー)」 


〇 


「リスニングモードでいろいろな音 
を楽しむ」 


P.12 

「リスニング環境を測定して最適な設 
定をする 〜 Auto MCACC 〜」 

P.63 

「部屋の残響特性を考慮した周波数特 
性の補正 (Advanced EQ Setup )」 


5] THX SELECT 2 の認証を取得 

^ 厳しい規格基準をクリアして 「THX SELECT 2」 規格 p _ 93 

の認証を受けています。 THX 認定映画館と同等の再 I _〆 「デジタル音声フォーマットについて」 
生環境をホームシアターで実現するためのさまざま 
な機能が搭載されています。 


s 多彩な接続端子 

^ - iPod の音楽や映像を楽しめる、 iPod 専用端子 
• 映像と音声をデジタル伝送できる HDMI 端子 
• USB メモリーに記録されている音楽データを再生 
できる USB 端子 


〇 


P.47 

「 iPod をつないで再生する」 

P.32 

「H D M I 対応機器を再生する」 

P.50 

「 US 巳メモリーの再生」 


7その他の主な特長 

^ •あらゆるデジタル音声フォーマツトに対応 
• パイオニアビデオコンバーターを搭載 
• 新デザイン多機能 LCD リモコンを付属 
• 省エネルギー設計(待機時 0.5 W ) 


P.93 

〇 「デジタル音声フオーマツトについて」 

P-26 

「映像機器の接続について」 
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ますは使つてみましよう 


本章「ホームシアター入門」をご覧いただくだけで、簡単にマルチチャンネル再生を楽しむことができます。 

接続する . 「テレビ/ DVD プレーヤーとの接続」「スピーカーとの接続」 

kkShh 4 設定する . 「リスニング環境を測定して最適な設定をする 〜 Auto MCACC 〜」 

再生する .「 dvd のサラウンド再生」 

V -- 

マルチチヤンネルサラウンド再生とは 


ドルビーデジタルは DVD の標準音声フォーマットであるため、単に「5.1 ch サラウンド」と記載されている場合は、 Q 

「ドルビーデジタル (5. 1 ch )」 であることを示します。 


3本以上のスピーカーで多チャンネル再生することを指します。音場の立体感や移動感が増し、迫力ある臨場感が期待でき 
ます。 

① ドルビーデジタルまたは DTS サラウンドなどのマルチ ch ソフトを再生する場合 

マルチ ch ソフト （5.1 ch 収録が一般的）には各チャンネルに独立した音声が収録されているため、忠実な 5.1 ch 再生 
でも十分な立体感が得られますが、色々なモードとの組み合わせにより、最大 7.1 ch での臨場感あふれる再生も可能 
です。この再生をするにはデジタル接続が必要です。 

② CD またはドルビーサラウンドなどの2 ch (ステレオ）ソフトを再生する場合 

ソフトが2 ch 収録の場合でも、ドルビープ□ロジック llx や Neo :6 技術などを施すことで、最大 7.1 ch での再生が可能 
です。ソフトの内容やお好みにマッチしたモードを見つけることも、ホームシアターの醍醐味です。 

( i 分の頭上を飛行機が飛んでい1 
くよラな音の移動や立体感を楽 
l しめよ9 O J 


爆発音などの低音を出力します。 


nO センター 
スピーカー ( C 1 


(低音専用なので、0_1チヤ、 
^ンネルと呼ばれています 。 ) 




フロント 

• V */スピーカー右 ( R ) 

ノド 「 

サブウーファー ( SW ) 


フロント 
スピーカー左 ( L ) 


セリフは主にセンタースピーカーから 
再生されます 


サラウンド 
スピーカー 左 ( SL ) 


常にすベてのスピーカーから音が出ているとは 
限りません。 



サラウンドバック \ 
スピーカー 左 ( SBL ) 



N サラウンド 
今ピーカー 右 ( SR ) 


J サラウンドパック 
スピーカー 右 ( SBR ) 


DVD ソフトの音声記録方式(フォーマット)を知るには？- 

多くの DVD ソフトでは、パッケージ(裏面)に以下のように表示されています。1枚のディスクに 
2〜3種類の音声が収録されていることが多く、聴く音声を選ぶことができます。 


③ )） 1.英語 （5.1 ch サラウンド） 

2. 日本語（ドルビーサラウンド） 

3. 英語 （DTS 5.1 ch サラウンド） 


□□ [ dolby ] 

DIGITAL 
I む DOLBY SURROUND ] 


収録音声数 


記録方式 


音声記録方式(フォーマツト） 


ホームシアター入門 















ますは使つてみましよう 

§威赚| - 接続する_ 

機器の接続を行う場合には、必ず電源を切り、電源コードをコンセントから抜いてください。 


テレビ / DVD プレーヤーとの接続 


ドルビーデジタル脱輕や DTS _ といったマルチチャンネル音声の再生にはデジタル接続が必要です。 

接続の前に、別売りのビデオコード2本、同軸ケーブル(または光ファイバーケーブル ）1 本をご用意ください。 

同軸ケーブルにはビデオコードが代用できます。 

光ファイノ（ーケーブノレで接続した場合は設定の変更が必要となります。詳しくはデジタノレ入力端子の設定 (Digital 
Input ) (—75 ページ)をご覧ください。 



■同軸ケーブル/光ファイバーケーブル 

• 急な角度に折り曲げないでください。保管 
するときは、直径が15 cm 以上になるよう 
にしてください。 

• 接続の際は端子の向きを合わせてしっかり 
奥まで差し込んでください。誤った向きで 
むりやり挿入すると、端子が変形し、ケー 
ブルを抜いてもシャッターが閉まらなくな 
ることがあります。 


光フアイバーケーブル 



同軸ケーブル 
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ますは使つてみましよう 


ス^^ごとの接続 

7本のスピーカーとサブウーファーをつないだ例です。「ステップ2設定する」を行うことで、サラウンドバックやセ 
ンタースピーカーがない場合でもお持ちのスピーカーに応じたサラウンドサウンドが楽しめます。 

接続には、市販のスピーカーコードとオーディオコードをご使用ください。 

すべての接続が終了した 



センター (c) サラウンドパック 

右 (SBR)/ 左 (SBL) 


ホ 

I 

ム 

シ 

ア 

夕 

I 

入 

門 


サラウンドバックスピーカーを1本のみ接続するときは L ( Single ) 
端子側に接続してください。 





インピーダンスが6 n 〜16 Q のスピーカーをご使用ください。 

6 n 以上8 Q 未満のスピーカーをご使用になるときは「スピーカーインピーダンスの切り換え」（― 
25ページ)を行ってください。 

スピーカーと本機の +/— を合わせて正しく接続してください。 

スピーカーコードを接続するときは、芯線をしっかりねじり、スピーカー端子からはみ出してい 
ないことを確認してください。芯線がリアノくネルに接触したり、 +/- が接触すると保護回路が 
働いて電源がスタンバイ状態になることがあります。 
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ますは使つてみましよう 


設定する 


リスニング環境を測定して最適な設定をする 〜 Auto MCACC 〜 


本機のオートセツトアツプでは従来のマニュアル調整では難し 
かったさまざまな設定を、自動で高精度に測定、設定することが 
できます。スピーカーから出力されるテスト!-ーンを付属のセツ 
トアップ用マイクで測定し、解析します。測定項目と全体の流れ 
は右記のとおりです。 


右記①〜⑧の測定/解析にかかる時間 

0合計2〜6分程度 


A 

注意 


測定中は大きな音でテスト I -ーンが出力され 
ます。近隣住宅や小さなお子様などへのご配慮 
をお願いします。 


f •サラウンドバックチヤンネルの設定 

善 

初期測定(測定環境のチェック） 

① 暗騒音（部屋の騒音）の測定 

② マイク感度の診断 

③ 各 ch のスピーカー有り無し判定 


[ スピーカーの有り無し判定結果のユーザー確認(または修正 )I 


システム全体の解析測定 

④ スピーカー システム 

(各 ch の低域再生能力を判定） 

⑤ スピーカーからの距離 

(最適なディレィ値を解析） 

⑧スピーカーの出カレベル 

(各 ch の出カバランスを補正) 

⑦ 残響特性の測定 

⑧ 視聴環境の周波数特性 

(出力音声の音色を統一） 


システム全体の解析結果のチェック 


7 ；オートセットアップで自動測定を開始する 


• 測定を途中で中断したときは、それまでの測定内容は確定されません。 

• システムセットアップ中に静止画面を3分間放置すると画面にスクリーンセーパー機能が働きますが、いずれかのボタンを押すこと 
で再び同じ画面を表示します。 

• 測定中は静かにしてください。 

• スピーカーとリスニングポジション(マイク)の間に障害物があると、正確に測定できないことがあります。 

• 測定中はリスニングポジションから離れて、各スピーカーの外側からリモコンで操作を行ってください。 


r 0 STANDBY/ON 



本機とテレビの電源を入れる。 

本体の ( DSTANDBY / ON ボタンを押します。 


f . サブウーファーを接続しているときは、測定のためサブウー 
ファーの電源を入れてボリュームレベルを適度に上げておいて 
ください。 

• テレビにメニュー画面が表示されるようテレビ側の入力切換を 
合わせてください。 


セットアップ用マイクを接続する 

マイクの接続は次ページをご覧ください。 

マイクを差し込むと Auto MCACC 画面が表示されま 
す。 
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ますは使つてみましよう 


本機の MCACC SETUP MIC 端子に付属の〕 
セツ トアップ用マイクを差し込みます . 


センター 
スピーカー (C) 


パワード 
サブウーファ 
(SW) 


フロント 
スピーカー 右 (R) 


3 




U スニングポジション 
(耳の位置)に三脚や台などを 
使って水平に設置します。 


マイク部 

セツトアップ用マイク 


フロント 
スピーカー 左 (L) 


サラウンド 
スピーカー 左 (SL) 


サラウンド 
スピーカー 右 (SR) 


サラウンドパック 
スピーカー 右 (SBR) 


付属のセットアップ用マイクを TV モニ 
ターの近くに置いてォ_トセツトアツ 
プを行わないでください。 


サラウンドパック 
スピーカー 左 (SBL) 


へダイアログ E / _ .PHASE .■_I 


(+10)10 ( 〇 )” を定 f 

で i — 


トップメニ广 • メニュ- 



アレ匕》本嫌忭^ 

® C+D 


裔置 

b 

入力切攘•ンネル 

亡由 

裔屋 


-介 ■!) •決定 

3-5 


サラウンドパックシステムの設定をする。 

通常は [Normal ( SB )] を選んで決定ボタンを押します。 
詳しくは「スピーカーの使用用途を選択する」 (—60 ベ- 
ジ) をご覧く ださい。 


4 


| 2. Auto MCACC 


Surr Back System 


Enter : Next ±3: Cancel 


補正の種類を選択する 

通常は [ TYPE 1] を選択します。 

詳しくは「アコースティックキャリブレーション EQ (周 
波数特性の補正)の選択」 （—4 2ページ）をご覧くださ 
し、 


決定ポタンを押す。 

才一トセットアップの自動測定に進みます。 
手順6 (次ページ)へお進みください。 


4 


I 2. Auto MCACC 


EQTYPE -<Eil 

- ALL CH ADJUST 


Enter : Start 


A 

注意 


オートセットアップのテスト I -ーンは大音量です。 
ボリュームを下げることもできますが、正しく設定さ 
れない場合があります。小さなお子様が近くにいる場 
合などはご注意ください。 


5 


I 2.Auto MCACC 


* Set microphone. 

* Turn on Subwoofer. 


メッセージの意味 

• 付属の才一トセットアップ用マイクを接続し 
て、リスニングポジションに配置してください。 
• サブウーファーを接続している場合は電源を 
入れてボリュームレべルを適度に上げておい 
てください。 


ホ—ムシアタ—入門 
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ますは使つてみましよう 






エラーが 表示されたら 

判定結果で [ERROR!] が表示された場合は、スピー 
カーの接続を間違えている可能性があります。 
[Retry] しても結果が同じような場合は一度電源を 
切り、スピーカーの接続を確認してください。また、 
途中で測定エラーによる警告が表示されている場 
合がありますので、そのときは画面の指示にした 
がってください。指示の詳しい内容については「シ 
ステムセットアップでの MCACC (音場補正)時に 
表示されるメッセージの意味」108ページ)を 
ご覧ください。 


スピーカー有り無しの確認画面で、 SUB W. を 
「N0」から 「YES」 に直して決定すると、サブウー 
ファーのレベルを確認するためにサブウーファー 
のみ再測定を行います。 


6 自動測定が開始されます。 

まずは初期測定(測定環境チェック）です。 

Ambient Noise :暗騒音(部屋の騒音)の測定 
Microphone :マイクの感度を診断 
Speaker YES/NO :各スピーカーの有り無し判定 
「Ambient Noise 」 および 「 Microphone 」 のチェックでエ 
ラーが表示されたときは、測定環境およびマイクの接続を 
もう一度確認し、 [ Retry ] を選んでもう一度測定することを 
お勧めします。 


スピーカー有り無しの確認画面になります。 

確認画面で何も操作がないときは10秒後に自動で手順 
8へ進み、才一トセツトアップが再開されます。 
スピーカー有り無し判定につし)ては以下の表をご覧くだ 
さい。 

( Check !) 画面の見かた 


有無 

スピーカー^\ 

接続している 

接続していない 

規定外の接続 

Front 

フロント左右 

YES 

ERR 

ERR 

Center 

センター 

YES 

N0 

--- 

Surround 
サラウンド左右 

YES 

N0 

ERR 

SB 

サラウンドパック 

YX1(1 つ接続） 
YX2(2 っ接続） 

--- 

ERR 

SUB W. 

サブウーファー 

YES 

N0 

--- 


スピーカーの測定結果が間違つてし)たときは 4/ t ポタン 
でスピーカーを選んで—/-►ポタンで設定を変更しま 
す。 

エラー （ ERR ) が表示されたときは、マイクや スピー 
力一接続に問題があるかもしれません。 

「 RETRY 」 を選んで再測定しても同じエラーが表示され 
るときは、電源を切ってからスピ_力_の接続を確認し 
て < ださい。 


8 補正用測定が開始されます。 

Speaker Setting :各スピーカーの低域再生能力判定 
Speaker Distance :各スピーカーまでの距離を解析 

Channel Level :各 ch の出カバランスを補正 

Reverb :残響特性の測定 

Acoustic Cal EQ Pro . :出力音声の音色を統一 

これらの自動設定には接続しているスピーカーの数に 
よって2〜6分程度かかりますので、手順9の画面にな 
るまでしばらくお待ちください。 


「MCACC Data Check 」 の画面が表示されたら 
自動測定は終了です。 


「2)測定/設定結果を確認する」にお進みください。 

才一トセツトアップが終わりましたら、必ずセツトアツ 
プ用マイクを本機から抜いてください。 
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2) 測定/設定結果を確認する 


まずは使つてみましよう 


1.スピーカーシステム 


2a.Speaker Setting 
Front 

Center [ SMALL] 1 

Surr [ SMALL ] 罾固口罾 
SB [ SMALL x2 ] 

SUB W. YES El ® E 

囡固 

±j:Return 


13 〜 14 ページの手順 1 〜 9 を行ってから以下にお進み 
ください。 

晷 t ボタンで項目を選んで決定し、測定された内 
容を確認する。 

確認後は戻るボタンを押して項目一覧に戻ります。 


2.スピーカーまでの距離 


• 同じスピーカーを接続していても、部屋の環境や設置の影響によ 
りスピーカーの大小判定が一致しないことがあります。設定を変 
更したい場合はシステムセットアップの「スピーカー接続と低音 
再生能力を設定する」 （—68 ページ)を行ってください。 

• サブウーファーまでの距離は、サブウーファー本体が持つ回路の 
電気的遅延も含めて測定するため、距離がやや遠めに設定される 
ことがありますが、遅延補正として最適な解析結果ですので、距離 
を修正する必要はありません。また、他のスピーカーも音響特性を 
測定して距離設定をしているため、実測したスピーカーまでの距 
離とは異なることがあります。 



3.スピーカーの出カレベル 


2c.Channel Level 
L 

C [ O.OdB] I 1 

R [ O.OdB ] 9 SqS 

SR [ O.OdB] 

SBR [ O.OdB] ® ® 

SBL [ O.OdB] 

SL [ O.OdB] 0 S 
SW [ O.OdB] - 

土 ： Return 


設定ポタンを押してオートセツトアップ (Auto 
MCACC ) を終了する。 

通常動作に戻ります。 



4.視聴環境の周波数特性 













ますは使つてみましよう 


再生する 


つないだ DVD プレーヤーにディスクをセツトして、サラウンド再生をします。 


DVD のサラウンド再生 


本体の電源コードをつないで、電源を入れる。 

〇 STANDBY / ON ポタンを押して電源を ON にします。 

_(サブウーファーは、「ステップ2」の Auto MCACC を行ったときと同じ音量にしておきます。）_ 

と テレビの電源を入れ、テレビの入力切換を本機の出力映像が表示されるように設定する。 

たとえば、本機の MONITOR OUT 端子と接続しているテレビの入力が「ビデオ1」の場合は、テレビ 
の入力を「ビデオ1」に切り換えます。 


DVD プレーヤーの鼋源を ON にする。 

4 リモコンの DVD ポタンを押して、本機の表示を 「 DVD / LD 」 にする。 

SIGNAL SELECT 表示が DIGITAL ( AUTO ) になっていることを確認してください。 

表示が ANALOG になつてし'!たら SIGNAL SELECT ボタンで DIGITAL ( AUTO ) に切り換えます。 


AUTO SURROUND モードにする。 

LISTENING MODE ポタンを J 甲して AUTO SURROUND を選択します。 

6 DVD を再生する。 

再生する前に DVD プレーヤー、 DVD ソフトの確認をしてください。 

① DVD プレーヤーのデジタル出力 

ドルビーデジタル、 DTS 、 および96 kHz PCM の音声信号が出力されるように設定してください。 
※本機は MPEG 音声に対応していません。 PCM 音声が出力されるように設定してください。 

② DVD ソフトの音声の確認 

DVD ソフトのメニュー画面や DV □プレーヤーの音声切換操作で音声 (5.1 ch サラウンドまたは 
ドルビーサラウンドなど)を選んでください。 

CD などの場合はステレオ （2 ch ) 再生になります。 


適当な音量になるまで MASTER VOLUME を回して音量を調整する。 


ドルビーデジタル 5.1Ch 信号を 
7.1ch で再生したとぎの表示例 



と 

MULTI JOG 
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各部の名称とはたらき 
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各部の名称とはたらき 


⑬ SBch PROCESSING 

サラウンドノ（ックチャンネルまたはノ（ーチャノレサラ 
ウンドバック処理の ON / AUTO / OFF を切り換えま 
す。（— 4 3ページ） 

⑭ SOUND RETRIEVER 

MP 3 などの2 ch 圧縮音声を再生する際、音の密度 
感、抑揚感を向上させます。 （—46 ページ） 

⑮ MASTER VOLUME 

音量を調節します。 

⑯ ENTER ポタン 

システムセットアップやリスニングモードの選択操 
作を決定します。 

⑰ PH 0 NES 5 耑子 

ヘッドホン端子です。 （—36 ページ） 

⑲ SYSTEM SETUP ポタン 

本機のシステムセットアップを表示します。 

(—59 ぺージ） 

⑲ RETURN ポタン 

システムセットアップで1つ前の画面に戻ります。 

⑳ TONE ポタン 

低音/高音を調整します。 （—46 ページ） 

㉑ DIALOG ENHANCEMENT ボタン 

ダイアログエン八ンスメントモードを切り換えます。 
(—45 ペー■ジ） 

㉒ MIDNIGHT / LOUDNESS ボタン 

小音量時に音を聴きやすくします。 （—45 ページ） 

㉓ SPEAKERS ポタン 

スピーカーシステムを切り換えます。 （—56 ページ） 

㉔ VIDEO/GAME INPUT 端子 

ビデオカメラやゲーム機などのため、前面に備えた 
入力端子です。 （—28 ページ） 

㉕ USB 入力端子 

USB メモリーを接続します。 （—50 ページ） 

㉖ MCACC SETUP MIC 5 耑子 

音場設定の自動測定のときに、付属のセットアップ 
マイクを差し込みます。 （—1 2ページ） 
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各部の名称とはたらき 


フロントパネルディスプレイ 


① 


② 


③ 


④ 


⑤⑥ 


⑦⑧ 


⑨ 


⑩ 


HAUTOh 


DIGITAL 

ANALOG 


mmm 


rsL ii s irsRi 


rSBLIISB IlSBRl 
fLFEl 


□□DIGITAL 

DTS WMA9 Pro 

AAC 


i PHASE CONTROL ! 

:DIALOG E ATT OVER 
S ： RTRV] ： S L OUNDi ：^；SB 




—邱土汁 


，〇〇〇〇〇 □□□□□ ODDOD ODOOD □□□□□ □□□□□ □□□□□ ODODD □□□□□ □□□□□ ODODO □□□□□ □□□□□ 00000 

□□ PRO LOGIC U X NeO: 6 n □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ 〇〇〇〇〇 □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ 

. :□□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ 

□□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ ODDOD □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ 

□□□□□ ODDDD □□□□□ □□□□□ □□□□□ ODDOD □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ 

!□□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ 

: □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ 


THX ADV.SURROUND 

i 恐線 


⑪⑫ ⑬⑭⑮ 


⑯ 


① SIGNAL インジケーター 

現在選択されている機器の音声入力信号の種類が 
点灯します。 

② プ□グラムフォーマットインジケーター 

ドルビーデジタルや DTS などの信号入力時に、そ 
の信号が持っているチャンネルを表示します。 

L :フロント左 
R :フロント右 
C :センター 
SL : サラウンド左 
S : サラウンド(モノラル） 

SR : サラウンド右 

SBL : サラウンドバック左 

SB ： サラウンドバック（モノラル） 

SBR :サラウンドバック右 

LFE :超低音の効果音 (Low Frequency Effect ) 〇 

③ デジタルフォーマットインジケーター 

それぞれのデジタル信号入力時に点灯します。 

④ S . RTRV インジケーター 

サウンドレトリバー機能が0 N のときに点灯しま 
す。 （—45 ページ） 

⑤ SOUND インジケーター 

ミッドナイト/ラウドネスモードまたは I -ーンコン 
卜□ール機能のいずれかが選ばれているときに点 
灯します。（—45、46ページ） 

⑥ PHASE C 〇 NTR 0 L インジケーター 

PHASE CONTROL モードを ON に設定してし'!る 
ときに点灯します。（->44ページ） 

⑦ 音声再生用機能インジケーター 

設定されている機能が点灯します。 

アナログ入力信号のレベルが高すぎるときに 
OVER が点灯し、その歪みを補正するためにアナ 
ログ ATT 機能 (—55 ベージ)が選ばれると ATT が 
点灯します。 

⑧ V . SB インジケーター 

ノ（ーチャノレサラウンドバック処理時に点灯しま 
す。 （—43 ページ） 


⑨ 音量表示 ( dB ) 

現在の主音量レベルを表示します。 

音量レベルは、電源を入/切しても保持されてい 
ます。（音声ミュート時は点滅します。） 

⑩ SR + インジケーター 

プラズマテレビとの連動モード時に点灯。 

(—87 〜89ページ） 

⑪ストリームダイレクトインジケーター 

ストリームダイレクトモードで D 旧 ECT モードが 
選ばれているときに点灯します。 （—37 ページ） 

⑫スピーカーインジケーター 

現在選択されているスピーカーシステムが点灯し 
ます。 （—56 ページ） 

⑬リスニングモードインジケーター 

選択されているリスニングモードに応じて点灯し 
ます。 （—37 ページ） 

⑭ SLEEP インジケーター 

スリープタイマーが設定されているときに点灯。 

い55ページ） 

⑮デコード処理インジケーター 

マトリックスデコード処理時に点灯します。 

□□PRO LOGICIIx :ドルビープ□ロジック II 処 
理またはドルビープ□ロジック llx デコード時。 

Neo : 6 : Neo :6 デコー ド時。 

⑯キャラクター表示部 

操作中の情報やリスニングモードを表示。 

何らかの操作のあと、キャラクター表示部が数秒間点滅する場 
合は、操作禁止を意味します。 

^ - 


各部の名称 
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各部の名称とはたらき 


モー トコント ロール 


アンプコント□—ル部、チューナーコント□—ル部、 TV / 他機器のコント□—ル部の3つに分類されます。 
本機のリモコンは各操作ボタンごとに以下のように色分けされています。 

緑=アンプコントロール 


赤 = 

DVD コン ト □—ル 

— 

1 USB | 

1 籲録画 1 

左のボタンのように、黒い四角枠で書かれた入力や機能は、シ 

黄二 

iPod コン ト □—ル 

[tuner) 

— 


フトボタンを押しながらそれぞれのボタンを押すことで使用 

白 = 

他機器コント□—ル 

することができます。 

- b 


アンプ:3ン ha —、 



本機を操作するときに使います。 

AV アンプ©ポタン 

本機の電源を ON または OFF (スタンバイ 
状態)にします。 

リモコン表示部 

操作/設定時の表示画面です。 

マルチコントロールポタン 

本機の入力を切り換えます。また他機器 
を操作するときのリモコンの操作モード 
を切り換えます。 

AV アンプポタン 

リモコンをアンプ操作モードにします。 

アンプ操作ポタン 
リスニングモードボタン 
( THX 、 STANDARD 、 ADV . SURR ' 
STEREO 、 F . S . SURR、AUTO SURR ): いろ 

し、ろな音場効果を加えることができます。 
い37ページ） 

ACOUSTIC EQ : アコースティックキヤリ 
ブレーシヨン EQ 設定を選択します。 

い42ページ） 

音声切換: 信号の種類(アナログ/デジ 
タルなど)を切り換えます。 

い36ページ） 

エフエクト/ CH 選択、レベル調整十一： 

ADVANCED SURROUNDS- ドの エ 
フエ クトレベルを調整したり、テスト I ン 
を使わずに、手動でチヤンネ J レを切り換えて 
各チヤンネ ) レのスピーカーレべ;レを調整す 
るときに使います (—43 ページ)。また、サウ 
ンドディレイを調整するときにも使用しま 
す “—54ページ） 

シフトポタン 

黒い四角枠で表示された入力や機能を選択 
したいとぎに、このボタンを押しながらそれ 
それのボタンを押します。 (—35 ページ） 

例： 010シフトを押しながら TUNER を 
押すと、 US 巳入力の選択となり 
ます。 

CSI シフトを押しながら入力切換を 
押すと、通常とは逆の順番での入 
力選択となります。 



入力切換ポタン 

本機の入力を切り換えます。 


アンプ操作ポタン ( AV アンプポタン 
を押してから操作します。） 

スリープ：スリープタイマーを設定しま 
す。 (—55 ページ） 

SBch 処理：サラウンドバックチヤンネル 
またはバーチャルサラウンドパックチャン 
ネルの ON / AUTO / OFF を切り換えます。 
(—43 ページ） 

アナログ ATT ： アナログ信号が入力され 
ているとき、入力信号のレベルが高すぎて 
音が歪んでいるときに押すと聴きやすくな 
ります。 （—55 ページ） 

SR+ :プラズマテレビとの連動モードを 
切り換えます。 （—89 ページ） 

ディマー：フロントパネル表示部の明るさ 
を切り換えます。 （—55 ページ） 

ミッドナイト/ラウドネス：ミッドナイト 
リスニング モー ドやラウドネ スモー ドを ON 
にすると、音量を下げて映画などを楽しむ場 
合などでも、サラウンド効果が最適なレベル 
に自動調整されます。 (—45 ページ） 
ダイアログ E :ダイアログエン八ンスメン 
卜を設定します。 (—45 ページ） 

PHASE ： PHASE CONTROL モードの ON / 
◦ FF を切り換えます。 (—44 ページ） 

S. レトリパー： MP 3 などの2 ch の圧縮音 
声を再生する際、音の密度感、抑揚感を向上 
させます。 (—46 ベージ） 

音量+/— ポタン 

本機の音量を調節します。 

消音ポタン 

消音します。 
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各部の名称とはたらき 


テレビや他機器を操作するときに使います。 

他機器の操作について詳しくは「リモコンで他機器を操作する」 （—83 ページ)をご覧ください。 


入力機器6ポタン 

他機器の電源を入/切します。 


マルチコント□ールポタン 

リモコンの操作モードを切り換えます。 
お手持ちのテレビを「テレビ基本操作ボタ 
ン」で操作するには、マルチコント□ール 
部の「テレビ操作」ボタンにお手持ちのテ 
レビのプリセツトコードを割り当ててく 
ださい。 （—82 ページ） 


テレビ基本操作ポタン 

〇：テレビの電源を入/切します。 

入力切換：テレビの入力を切り換えます。 
チヤンネル十/一：テレビのチヤンネル 
を切り換えます。 

音量十/一：テレビの音量を調節します。 


シフトポタン 

黒い四角枠で表示された機能を使用し 
たいときに、このボタンを押しながらそ 
れそれのボタンを押します。 

(—83 ページ） 

例： [Till シフトを押しながら►を押す 
( D と、録画機能の使用となります。 


I DVR2 1 

8^1 ^^3 


「 

スリープ ^^SBch アナロクつ| 

❶❷処理 0ATT 

❹-❻ディマ-爹湓 

^^9-(7^ E^_. PHASE I 

❼〇❾ 

^ J^io I 

ぬ 5 


r -^ r —テレビ 蟇 « 

Q 〇 < 

-入力切 *ぅ 

「 d 厂》 « 团 1 1 


gffc _ 

[ WroiEII ジュ-クポックス I 

gffc dP GD " 

音声 字幕 I HDD ir~DVD~| 

‘ —^W 嵐威 J 

Biij ^ A X' C 音声切換 


数字ポタン 

トラック、チャプター、チヤンネル選 
択に使用します。 


メニューポタン 

各機器のメニュー画面の操作などをしま 
す0 


操作ポタン 

各機器の再生/停止などの操作や機能 
の切り換えなどをします。 


テレビ/他機器コントロール部 
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各部の名称とはたらき 


リアパネル 


① HDMI 入出力端子(―31、77ページ） 

端子に表示された機器と違う機器を接続するとき 
は HDMI 入力の設定が必要です。 

② デジタル入力端子 (—33 ページ） 

端子に表示された機器と違う機器を接続するとき 
はデジタル音声入力の設定が必要です。 

069ページ） 

③ 光デジタル出力端子 (—33 ページ） 

④ コント□ール入出力端子(- *^86 ページ） 

⑤ iPod 入力端子 (—47 ページ） 

別売の iPod 用コント□—ルドックを接続します。 

⑥ アナログ音声入出力端子 (—32 ページ） 

⑦ D 4 ビデオ入出力端子 (—30 ページ） 

工場出荷時は OFF に設定されています。機器を接 
続するときはコンポーネント / D 4 入力の設定が必 
要です。（― 76ページ） 

⑧ コンポーネントビデオ入出力端子 (—30 ページ） 

工場出荷時は OFF に設定されています。機器を接 
続するときはコンポーネント / D 4 入力の設定が必 
要です。 （—76 ページ） 


⑨ ビデオ入出力端子 (—27 〜29ページ） 

⑩ プリアウト端子 (—33 ページ） 

⑪マルチチャンネル入力端子 (—53 ページ） 

⑫ スピーカー H 端子 

スピーカーインピーダンス6 n 〜16 Q のスピーカー 
を使用できます。 （6 Q 〜8 Q 未満のスピーカーを使 
う場合は設定変更してください。 ）(—25 ページ） 

⑬ AC IN 端子 (—34 ページ） 

必ず一番最後に接続してください。 

⑭ AC アウトレット予備コンセント (—34 ページ） 
⑮スピーカー回端子 

サラウンドバックシステムの設定 (—60 ページ)で 
下記の用途に使用します。 

-サラウンドバックスピーカーの接続 (—24 ページ) 
• フロントスピーカー Bi - AMP 接続 (—85 ページ） 

• 別エリアでのステレオ再生用接続卜85ページ） 
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各部の名称とはたらき 
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各機器の接続 


/ t \ 機器の接続を行う場合には、必ず電源を切り、電源コードをコンセントから抜いてください。 

注意 


スピーカーの接続 


以下のように各スピーカーを接続します。本機でサラウンドを楽しむためには、7本のスピーカーとサブウー 
ファーを接続することをお勧めします。 

フロントスピーカーのバイアンプ接続をするときは「フロントスピーカーを高品位接続する〜バイアンプ接続〜」 
(—85 ページ)をご覧ください。 



■ SPEAKER (スピーカー)端子 ①線をねじる。 



② スピーカー 端子を緩め、 ス 
ピーカーコー ドを差し込む。 

③ スピーカー 端子を締め 
つける。 


バナナプラグを接続すること 
もできます(詳しくはブラグの 
説明書をお読みください。） 






公称インピーダンスが6 Q 〜16 Q のスピーカーをご使用ください。 

本機ではスピーカ T ンピーダンスの設定を変更することができます。工場出荷時は8 Q 〜1 6 Q です 
が、お手持ちのスピーカーが6 n 以上8 Q 未満の場合は、設定を変更してください。詳しくは、「スピー 
力ーインピーダンスの切り換え」 （—25 ページ)をご覧ください。 

スピーカーと本機の ㊉ および ㊀ 端子どうしを正しく接続してください。 

スピーカーコードを接続するときは、芯線をしっかりねじり、スピーカー端子からはみ出していないこ 
とを確認してください。芯線がリアパネルに接触したり、 ㊉ および ㊀ が接触すると保護回路が働いて電 
源がスタンバイ状態になることがあります。 
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各機器の接続 


モニター TV とスピーカーの 位置関係 


パワード 
サブウーファ 


センター 
スピーカー ( C ) 


フロント 
スピーカー右 ( R ) 



フロントスピーカーはテレビから等距離になるように 
します。センタースピーカーはモニター T V 画面に近 
い方がセリフなどが自然に聞こえます。ただし、テレ 
ビが色ずれ等を起こすのを防止するため、防磁型のス 
ピーカーを使用してください。防磁型でない場合は、 
テレビから離して設置してください。 


フロント 
スピーカー 左 ( L ) 


サラウンド 
スピーカー 右 ( SR ) 


サラウンドパック 
スピーカー 右 ( SBR ) 


A 

注意 


センタースピーカーをテレビの上に 
設置するときは、適切な方法で固定し 
てください。固定しないと地震などの 
外部の振動により、スピーカーが落下 
してケガをしたり、スピーカーを破損 
する原因となります。 


サラウンド 
スピーカー 左 ( SL ) 


サラウンドノ V ツク 
スピーカー 左 ( SBL ) 


スピーカーの酉己置につしヽてより詳しくは、「スピーカーの配置につい 
て」〇92ページ)をご覧ください。 


接 

続 


ーインピーダンスの切り換え 


すべての接続が終了してから行ってください。 

スピーカーインピーダンスの設定は、6 Q 以上8 Q 未満と8 Q 〜16 n の2通りあります。お手持ちのスピーカー 
が6 以上8 Q 未満の場合は以下の手順で設定を変更してください。（工場出荷時は8 £2-16 £2に設定されてい 
ます。） 



本機をスタンバイ状態にする。 



SPEAKERS ボタンを押しながら 
6 STANDBY /0 N ポタンを押す。 

スピーカーインピーダンスの設定が 
変更されます。 

再度、設定を変更したいときは手順 
1からやり直してください。 



スピーカーインピーダンスが8 Q 〜16 の場合 


スピーカーインピーダンスが6 U 以上8 Q 未満の場合 
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各機器の接続 


映像機器の接続について(ノ《イオニアビデオコン/ V - 夕一) 


本機は入力された映像信号を異なる種類の信号に変換できるビデオコンバーターを搭載していますので、以下の 
ように映像コードの組み合わせを選ぶことができます。各接続コード/ケーブルについては「接続コードについて」 
(-98 ページ)をご覧ください。 

映像をテレビに表示する 

ソース機器からの映像信号をテレビで表示するには下記の「〇」の組み合わせで接続できます。 

コンポーネントまたは D 4 ビデオで接続した場合、 
入力の設定 ( Component / D 4 Input )(—76 ぺ一 
ジ)が必要になります。 

コンポーネント / D 4 ビデオ入力の設定を行う 
と表示することができなくなります （—7 6 
ページ）〇 


本機の 

モニター出力から 


映像を録画 する 

ソース機器からの映像信号を録画するには必ず同じコードで接続します。 


ソース 機器 


本機の 
映像入力へ 


( 5 〇 o-^T'o 你 B 画 •) \ 




映像コードの組み合わせ 


機器 

ソース 機器 

ビデオ 

(コンポジツト） 

S ビデオ 

コンポーネント 
または D4 ビデオ 

ビデオ 

(コンポジット） 

〇 

X 

X 

S ビデオ 

X 

〇 

X 

コンポーネント 
または D4 ビデオ 

X 

X 

X 


ソース 機器 



映像出力から 




• 入力機器とテレビの両方に S ビデオ端子/コンポーネント端子が付いているときは、 S ビデオ端子/コンポーネント端子で接続する 
と、より鮮明な映像を再生することができます(アナログ映像信号の場合、コンポジットよりも S ビデオの方が、 S ビデオよりもコン 
ポーネントの方が良い画質となります)。入力機器とテレビの両方に HDIVN 端子が付いているときは、 HDM 膜続することをお勧め 
します。映像をデジタルのまま伝送しますので、最高画質をお楽しみいただけます。 

• テレビによっては、 S ビデオ入力とコンポジット入力の両方を接続していると、信号の有無にかかわらず常に S ビデオ入力が優先さ 
れ、コンポジット端子でのみ接続している機器の映像を見ることができない場合があります。詳しくはテレビの取扱説明書をご覧 
ください。 
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各機器の接続 


「映像機器の接続について」 （—26 ページ)をご覧になり、どの方法で接続するかを選択してください。 

各接続コード/ケーブルについては「接続コードについて」 （—98 ページ)をご覧ください。 

コンポーネント端子や□端子で接続するときは「映像信号のコンポーネント/ D 4 ビデオ接続」 （—30 ページ)を、 
HDMI 端子で接続するときは 「 HDMI 対応機器の接続」 （—31 ベージ)をご覧ください。 


VSA-1017AV 


①〜②はいずれか1つを接続 


ドぎぎ辦 ㊃ 1 
# 磨磨 I.J 


llQ CENTER |Q 



❹ I ^ 歐微 ◎ | 

m t#j 




TV 

(モニター） 


TV (モニター)の 1 つの入力に、 S ビデオやコンポーネントビデオなど数種類のコードを複数同時に接続すると、映像が乱れたり汚く映 
ることがあります。詳しくは TV (モニター)の取扱説明書をご覧ください。 


「映像機器の接続について」 （—26 ページ)をご覧になり、どの方法で接続するかを選択してください。 

各接続コード/ケーブルや画質については「接続コードについて」 （—98 ページ)をご覧ください。 

コンポーネント端子や D 端子で接続するときは「映像信号のコンポーネント / D 4 ビデオ接続」 （—30 ページ)を 
HDIVH 端子で接続するときは 「 HDMI 対応機器の接続」 （—31 ページ)をご覧ください。 
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図とは異なる方法でデジタ)レ接続するときは、デジタ』レ入力端子の 
設定 (Digital Input) が必要です(-*"75ぺージ)。 

DVD/LD コンパチプルプレーヤーなどの口 ORF 出力端子 (LD 用) 
を接続する場合は、別途 RF デモジユレーター(市販のもの)が必要 
となります。 


m 

IN I 
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各機器の接続 


DVR/VCR 2端子の接続は、 
DVR / VCR 1と同様に接続 
してください。 



フロントパネルの VIDEO / GAMEINPUT を使って各機器を接続できます。この機器を再生するときは、入カファ 
ンクシヨン選択で VIDEO / GAME を選んでください。 


「映像機器の接続について」 （—26 ページ)をご覧になり、どの方法で接続するかを選択してください。 

各接続 コー ド/ケーブルや画質については「接続 コー ドについて」 （—98 ページ)をご覧ください。 

コンポーネント端子や D 端子で接続するときは「映像信号のコンポーネント / D 4 ビデオ接続」 （—30 ページ)を、 
HDIVH 端子で接続するときは 「 HDMI 対応機器の接続」 （—31 ページ)をご覧ください。 

録画をすることを前提とする場合は、ソース機器と録画機器の映像信号をコンポジットか S ビデオのどちらかに 
統一して接続する必要があります。また音声信号についてもアナログ接続する必要があります。 


5 -- 
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ポータブル DVD プレーヤーなどは、専用の接続コード 
が付属している場合があります。詳しくは接続する機 
器の取扱説明書をご覧ください。 


DVD レコーダーやビデオデッキの接続 


前面端子を使った接続 
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各機器の接続 


地上デジタル/衛星チューナーの接続 


「映像機器の接続について」 （—26 ページ)をご覧になり、どの方法で接続するかを選択してください。 

各接続コード/ケーブルや画質については「接続コードについて」 （—98 ページ)をご覧ください。 

コンポーネント端子や D 端子で接続するときは「映像信号のコンポーネント / D 4 ビデオ接続」 （—30 ページ)を、 
HDIVH 端子で接続するときは 「 HDMI 対応機器の接続」 （—31 ページ)をご覧ください。 

同軸ケーブルや光ファイバーケーブルでデジタル接続するときに、下図と異なる場合はデジタル入力端子の設定 
(Digital Input ) が必要です(-**75ページ)。 



















各機器の接続 


映像信号のコンポーネント / D 4 ビデオ接続 


コンポーネント端子や D 端子で接続すると、コンポジットビデオや S ビデオ端子で接続したときよりも高品位な映 
像品質をお楽しみいただくことができます。「映像機器の接続について」 (-26 ページ)をご覧になり、どの方法で接 
続するかを選択してください。コンポーネント端子や D 端子で接続するときは、ビデオ入力の設定 ( Component / 
D 4 Input ) が必要です076ページ)。 

録画をすることを前提とする場合は、ソース機器と録画機器の映像信号をコンポジットか S ビデオのどちらかに 
統一して接続する必要があります。また音声信号についてもアナログ接続する必要があります。 


pOMPONENT IN ~| 

— Y ®o^| | 丨 ri 

INPUT TV 

MoS.N ^ L - BU= T I (モニタ—） 


■ 







DVD プレーヤー 


地上デジタル/ 
衛星チューナー 
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ネント端子や D 端子で接続するときは、 DVD プレーヤー側でコンポーネントビデオの出力設定が必要な場合があります。 










































HDM 脚応機器の接続 


各機器の接続 


HDMI とは High-Definition Multimedia Interface の略です。パソコンディスプレイなどで使われている DVI 
(Digital Video Interface ) 端子を拡張した、次世代テレビ向けのデジタルインターフェースの規格です。本機 
では HDMI 対応機器と HDMI 対応のプラズマテレビなどを接続することで、圧縮されていないデジタル映像と音 
声（ドルビーデジタル、 DTS 、 MPEG -2 AAC 、 またはリニア PCM ) を1本のケーブルで伝送できます。接続には 
HDMI ケーブルをお使いください。 

HDMI 機器を本機の初期設定と異なる入力（リアパネルの入力名と異なる入力)に接続したときは入力の設定が必要 
になります。詳しくは 「 HDMI 入力端子を設定する （HDMI Input )」 卜77ページ)をご覧ください。 

音声信号については、本機を通して HDMI OUT と接続したテレビ(プラズマテレビなど)から再生されます。本機 
と接続したスピーカーから HDM 騰器の音声を再生するときは、 HDMI ケーブルとは別に音声接続が必要となりま 
す。このとき、 HDMI 機器を本機の初期設定と異なる入力（リアパネルの入力名と異なる入力)に接続するときは、 

音声入力の設定が必要になります。詳しくは「デジタル入力端子を設定する （Digital Input )」 卜75ページ)をご覧 
ください。 接 

HDMI IN に入力された映像信号にはビデオコンバーター機能が働きませんので、必ず HDMI OUT から HDMI 対 続 
応のプラズマテレビなどに接続してください。 

|lHDMI 対応機器の HDMI 端子の規格がノジョン1 .0 のものでは、 DVD オーディオ信号を伝送することはできません。 J 


HDMI 対応機器 



• HDMI 対応機器の出力設定(解像度、 DeepColor など)は HDMI 対応モニターが対応している設定にしてください。不具合の原因と 
なります。 

• HDMI ケーブルを接続しただけではシステムセットアップなどの 0SD 画面を表示することはできません。 0SD 画面を表示するに 
は、本機の MONITOR OUT 端子とテレビの映像入力端子をビデオコード、 S ビデオケープル、コンポーネント映像ケーブルまたは 
D 端子ケーブルのいずれかで接続してください。 
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各機器の接続 


HDMI 対応機器を再生する 


L-9-N 1 

-@-a 

囲1 

j 

rovR2~i 

^^9 

ICP-R/TAPtl | USB I 


HDMI A * が割り当てられた入力を 選ぶ。 

本体の入カフアンクシヨン切換ボタンでも選 
または ぶことがでぎます。 

| DVR2 | 

[DVD ) [ TV ] [ DVR1 | 

| CD-R/TAPE | | USB | 

[CD ] [ iPod ] | TUNER] 



テレビ(プラズマテレビ)に映像が何も出ないときは対応機器とテレ j 
ビの設定を合わせてください。それでも映像が出ないときは、他の映 
像コードで接続してください。 


アナログ音声機器の接続 


デジタル出力のある CD プレーヤーや CD レコーダーでは、さらに「デジタル音声機器の接続」 (—33 ページ)もでき 

cK ^ 〇 


nr .— e > CD レコーダー . 

CD プレ-ヤ- （またはテ-プチツキ） >ユ_ナ_ 

入 一入- 
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カセットデッキを設置する場所によっては、再生したときに雑音などが発生する場合があります。これはアンプのトランスによるリー 
ケージフラックス(漏れ磁束)の影響によるものです。このようなときには、設置する場所を変えるか、アンプから離して設置してくだ 



























各機器の接続 


ドルビーデジタルや DTS ソフトを再生するには、デジタル接続が必要です。接続は同軸ケーブルまたは光フアイ 
ノ（ーケーブルで行います （ 1つの機器に対してどちらか一方のみで接続します)。 

HDIVH 端子で接続するときは 「HDMI 対応機器の接続」 （-31 ページ)をご覧ください。 





• どのデジタル入力端子をどの機器に使用するかは自由に変更することができま 
す。ただし、工場出荷時の設定(リアノてネル表記)と異なる接続を行う場合はデジタ 
ル入力端子の設定 (Digital Input) (—75 ページ)で設定の変更を行ってくださ 
い。 

• HDMI 入力端子から入力した信号はデジタル出力端子からは出力されません。 


プリアウトを使ったパワーアンプの接続 


デジタル音声機器の接続 


「サラウンドバックシステムの設定」 （—60 ページ）と連動して、プリアウト端子のサラウンドバック ch から出力 
される音声が以下のように変わります。他のパワーアンプなどを接続する場合はご注意ください。 
[Normal(SB)] のとき:サラウンドバック ch の音声 
[Speaker B] のとき:ダウンミックスされた2 ch の音声 
[Front Bi-Ampl のとき：フロント ch と同じ音声 


この接続を行った場合、個々のアンプの能力やボリューム位置などにより音場補正を正確に行うことができない場合があります。 



❹ m# 

I©™I0§I#I0™ 
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各機器の接続 


電源コードの接続 


すべての接続が終了したら、電源コードを家庭用電源コンセント (AC 100 V ) に接続します。 

電源コードのつなぎかた 

本機の電源コードは極性管理されています。音質向上のため、極性を合わせることをお勧めします。下図のように電 
源コードの白線のある側をコンセントの幅の広い方(アース側）に合わせて差し込んでください。 


本機の電源コードは着脱式になっていますが、付属しているコード(電流容量12 A 、 機器側 3 P プラグ 
_ インソケット方式)以外の電源コードはご使用にならないでください。 

警告.本機の AC INLET のアース端子は本機のシャーシに接続されていません。 

V_ y 


[• 旅行などで長期間本機を使用しない場合は、必ず電源コンセントから電源コードを抜いておいてください。長期間、電源コードを抜 
いた状態でも、本機で設定した各種設定が消去されることはありません。 

• 電源コードを抜くときは必ず本体をスタンバイ状態にしてからコードを抜いてください。 



予備コンセント (AC OUTLET ) の接続 

[連動100 W 以下] 

本機の電源スイッチの 0 N / STANDBY (0 FF ) の切り換えに連動して、接続した機器の電源を 0 N /0 FF できます。 
接続した機器の消費電力が100 W を超えないようにしてください。 


A * 消費電力がパネルに表示されているワット数を超えるよ 
うな電気器具(暖房、アイロン、テレビ、 I スター、ド 
注意 ライヤーなど）は絶対に接続しないでください。機器の故 
障や火災の恐れがあります。 

• 表示されている消費電力が本機のパネル表示値より少なく 
てもテレビ、サブウーファー、パワーアンプ、は接続しな 
いでください。電源を入れたときや大きな音で再生する場 
合に大きな電流が流れる場合があります。 



連動100 W 以下 
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基本再生 


アンプから音を出す〜基本再生〜 


接続した機器を再生するときの手順です。本機では、「音声入力信号の切り換え」 （—36 ページ)で入力信号を選ん 
で、「リスニングモードでいろいろな音を楽しむ」 （—37 ページ)でリスニングモードを選ぶことが主な操作です。 



再生する機器の電源を入れる。 


本機の電源を入れる。 

^ (本体の場合は、 6 STANDBY /0 N を押します。） 

r^i 再生する機器を選ぶ。 

ボタンを押すたびに入力機器が切り換わりま 
I す(本体の場合は入カフアンクシヨン切換ボ 

タンで選択します）。マルチコント□—ルボ 
タンで直接選択することもできます 。 USB 
のように黒い四角枠で表示されている入力_ 
は、シフトを押しながらそれぞれのポタン胃 
(例えば USB を選ぶときは TUNER ) を押すこ 生 
とで選択することができます。 

また、必要に応じて音声入力信号の種類を選 
びます。「音声入力信号の切り換え」 （—36 
ベージ） 


4 お好みのリス ニン グ モー ドを選ぶ。 


r STEREO/ -I 

THX STANDARD ADV. SURR F.S.SURR 

〇 CD 

AUTO 

SURR 


本体の場合は LISTENING MODE ボタ 
ンと MU じ H JOG で選択します。 
「リスニングモードでいろいろな音を楽 
しむ」 (—37 ページ） 


再生機器の再生を開始する。 


音量を調節する。 

-80 dB (最小値)から+12 dB (最大値)の 
範囲で調節できます。 

(本体の場合は 、 MASTER VOLUME で調節 
します） 

一時的に音を消したいときは消音ボタンを押 
に消音) 1 します。もう一度押すか音量を調節すること 

一 で解除します。 


〇 


a 


音量について 

MCACC などにより正確にチャンネルレベルを補正した場合、 0 dB が映画館 
での 再生音量とほぼ同等になります。 

( OdB は大音量です。近隣住宅や小さなお子様などへのご配慮をお願いします） 


本機の対応フオーマツト 

デジタル(光/同軸)入出力端子経由の対応信号 

ドルビーデジタル、 DTS'MPEG-2 AAC 、 MPEG-4 AAC'WMA 9P 「 o、PCM 
(サンプリング周波数 :32 kHz 、 44.1 kHz、48 kHz 、 88.2 kHz、96 kHz) 
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基本再生 


声入力信号の切り換え 


本機では各入力についてアナログとデジタルの入力信号を切り換えることができます。 


d I 參 ■■ 1醬組情 H _ 

0 ® ® @ E )| 

I a ■停止 1 1シンク*ノクス I 

^> CD^D O 

音声 字 • I HDD ||~DVD~~| 


THX STANDARD ADV.SURR [f.S^URr' 



f ^ ione&r 

(AV アンプ） 


再生したい入力信号を選択する。 

音声切換ボタン(本体は SIGNAL SELECT ボ 
タン）を押すたびに、以下のように切り換わ 
ります。 

p AUTO - * ANALOG 

I- DIGITAL «-1 

• AUTO にしたときは、 DIGITAL — 
ANALOG の優先順位で自動的に入力信号 
を選択します。 



• 音声切換ボタン(本体は SIGNAL SELECT ボタン)で ANALOG を選 
択した状態で DTS 対応の LD を再生すると、 DTS の原信号がそのま 
ま再生されるため、ノイズが発生します。入力信号は必ず DIGITAL を 
選択してください。 

• DVD プレーヤーの機種によっては、再生できるデジタル信号に制限が 
あります （ DTS 信号を出力しないなど)。詳しくは、お使いの DVD プ 
レーヤーの取扱説明書をご覧ください。 


• デジタル入力端子が割り当てられていない機器 
の音声入力は、 ANALOG に固定されています。 

• USB 入力では DIGITAU こ固定されています。 

• 非対応のデジタル信号は再生できません。その 
場合は（アナログ接続して）音声入力は、 
ANALOG を選択してください。 

• カラオケ機器のマイク音声、およびアナログ 
オーディオのみ収録されている LD の音声はデ 
ジタル出力されません。これらを再生するには 
必ず ANALOG を選択してください。 


ヘッドホンで聞< 



へッドホンを PHONES 端子に差し込む。 

差し込むとスピーカーから音は出なくなります。 


• リスニングモードは 「 STEREO 」 または 「 PhonesSurround 」 のみ選択で 
ぎます。 

• MCACC は OFF になり、 MCACC インジケーターも消灯します。 

• 各リスニングモードの効果は2 ch にダウンミックスされます。 

• へッドホンを差し込むとスピーカーから音は出なくなります。ただし、 
MULTI CH IN 入力のときはサブウーファーからのみ音が出ます。 

• MULTI CH IN 入力のときは 、 FRONT L / R 端子からの音声のみをヘッド 
ホンから出力します。 

• へッドホンを差し込んでいるときはシステムセットアップを行うことはで 
きません。 
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リスニングモードでいろいろな音を楽しむ 


基本再生 


再生機器からの信号にいろいろな音場効果を加えることができます。 




リスニングモードを選ぶ。 _ 

本体の場合 、 LISTENING MODE ボタンを押= 
してモードのタイプを選んでから MULTI $ 
JOG でモードの種類を選択します。リモコン 
の場合、それぞれのモードのポタンを押して 
モードの種類を切り換えて選択します。 
それぞれのリスニングモードについて下記の 
設定が選べます。 







HOME 

THX 

THX 

映画の再生に適します。デコード処理後 THX 独自技 
術を付加することで、映画館や収録スタジオの音場が 
再現されます。 

* THX 時は、「便利な音声再生のための機能」などの 
使用が制限されます。 

入力信号や設定により、リスニングモードの選択肢 
が変わります。 

■2 ch 信号入力時 
□□Pro Logic 1 lx MOVIE 
□□Pro Logic 

Neo:6 CINEMA 

THX GAMES MODE 
■5.1 ch 信号入力時 

THX CINEMA 

□口 Pro Logic き MOVIE 

THX Surround EX 

THX Select2 CINEMA 
THX MUSICMODE 

THX GAMES MODE 

映画 
古い映画 
映画 
ゲーム 

映画 

映画 

映画/音楽 

映画 

音楽 

ゲーム 

STANDARD 

SURROUND 

STANDARD 

〇 

サラウンド再生のためのデコードを行います。 

2 ch ソースはマトリックス•サラウンド•デコードをします。 

入力信号や設定により、 U スニングモードの選択肢 
が変わります。 

■2 ch 信号入力時 
□□Pro Logic 1 lx MOVIE 
□□Pro Logic 1 lx MUSIC 
□□Pro Logic 1 lx GAME 
□□Pro Logic 

Neo:6 CINEMA 

Neo:6 MUSIC 
■5.1 ch 信号入力時 
□□Pro Logic llx MOVIE 
□口 Pro Logic llx MUSIC 
Dolby Digital EX 
DTS-ES 

DTS Neo:6 

映画 

音楽 

ゲーム 

古い映画 

映画 

音楽 

映画 
音泊4 

映画/音楽 

映画/音楽 

映画/音楽 



デコード処理とノ V° イオニア独自の技術を組み合わせた 

ACTION 

DRAMA 

MON 〇闩 LM 

ENT.SHOW 

EXPANDED 

アクション映画 
ドラマ 
古い映画 
ミュージカル/映画 
映画/音楽 

ADVANCED 

ADV.SURR 

o 

サラウンド再生モードです。 

SURROUND 

数種類からの選択が可能です。 

(デコード処理を変更することはできません。） 

TV SURROUND 
ADVANCED GAME 
SPORTS 

TV 放送 

ゲーム 

スポーツ 
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基本再生 







ADVANCED 

SURROUND 

ADV.SURR 

o 


R 0 CK / P 0 P 

UNPLUGGED 

ExtendedSTEREO 

PhonesSurround 

音楽 

アコースティック 

音楽 

ヘッドホン使用時 

STEREO / 

FRONT 

STAGE 

SURROUND 

「 STEREO/1 

1 F.S.SURR | 

すべての信号を 2 ch (最大 2.1 ch ) で再生します。 
通常のステレオ再生とフロントスピーカーとサブウー 
ファーのみでサラウンド再生を行うフロントサラウンド- 
ァド J (ンスの選択が可能です。 

STEREO 

F . S.SURR FOCUS 
F . S.SURR WIDE 

音楽 

映画/音楽 

映画/音楽 

AUTO 

SURROUND / 

STREAM 

DIRECT 

〇 

入力信号に収録されたチャンネル数に応じて、再生チ 
ャンネル数を自動的に選択します。 

(工場出荷時は AUTO SURR 〇 UND が選ばれてし、ま 
す） 

AUTO SURROUND 
DIRECT 

すべてのソース 
すべてのソース 


より詳しくは「リスニングモードの詳細と出カチヤンネル数の一覧」 （—99 ページ)をご覧ください。 


HOME THX および STANDARD SURROUND モードにつ 
いて 

以下3つの要素が複雑に関係するため、選択肢は場合によりさま 
ざまに変化します。 

「リスニングモードの詳細と出カチヤンネル数の一覧」 （—99 
ページ)にその組み合わせ表があります。 

• 入力信号の種類 

• 接続(設定）したサラウンドバックスピーカーの本数 (—68 
ベージ） 

• SBch 処理の設定 (-43 ぺージ） 

より詳しくは、「デジタル音声フォーマットについて」 （—93 
ページ)をご覧ください。 

• DTS 96/24、 PCM (96 kHz /88.2 kHz ) 信号入力時、 
HOME THX モードは選択できません。 

• MPEG -2 AAC のステレオ信号入力時、 Neo :6 CINEMA と 
Neo :6 MUSIC は選択できません。 

• □□『「◦ Logic は、最大 5.1 ch までの出力となります。 

• サラウンドバックスピーカーが1本の接続(設定)の場合、 
5.1 ch 信号入力時でも□口 Pro Logic llx MOVE は選択で 
きません。 

• へッ ドホン挿入時は HOME THX モードを選択することがで 
きません。 

ADVANCED SURROUND モー ドにつし、て 

• PCM (96 kHz /88.2 kHz )' DTS 96/24、 WMA 9 Pro 信 
号入力時 、 ADVANCED SURROUND モードは選択できま 
せん。 

• より詳し<は 、 「ADVANCED SURROUND モードの種類 
と効果」（—100ベージ)をご覧ください。 

STEREO モードに〇し、て 

• 設定や入カソースにより、サブウーファーからも音が出力さ 
れる場合があります。 

FRONT STAGE SURROUND (フロントサラウンド•アドバ 
ンス）について 

F . S.SURR FOCUS または F . S.SURR WIDE を選ぶことで、左 
右のフロントスピーカーとサブウーファーのみで自然なサラウ 
ンド再生を行います。それぞれの効果は以下の通りです。 


• F . S.SURR FOCUS : 臨場感のある自然なサラウンド効果が 
得られます。フロントスピーカーから等距離の直線上(前後は 
移動可能)で視聴してください。 

• F . S.SURR WIDE : F 0 CUS モードよりも横に広い範囲でサ 
ラウンド効果が得られます。お二人で横に並んで視聴すると 
きに便利です（この場合 、 Auto MCACC (— 12ページ)で 
オー トセツトアツプを行うことで、より自然なサラウンド効 
果が得られます)。 


FOCUS ( お勧め） WIDE 



AUTO SURROUND/STREAM D 旧 ECT モードについて 

入力信号に収録されたチャンネル数に応じて、再生チャンネル数 
を自動的に選択します。 

• CD などの2 ch 信号入力時 
— ステレオ再生 

• Dolby Surround 信号入力時 
—□□Pro Logic llx MOVE など 

• デジタル 5.1 ch 信号入力時 
-Dolby Digital 、 DTS など 

• 6.1 ch 再生検出信号付きデジタルマルチ ch 信号入力時 
—□□Pro Logic llx MOVE'Dolby Digital EX 、 DTS-ES 

「AUTO SURROUND 」 につし、て、言羊しくは「リスニングモード 
の詳細と出カチャンネ』レ数の一覧」 （—99 ページ)をご覧くださ 
い。 


デコードとは 

デジタル信号処理回路などにより、圧縮記録されたデジタル信号を、もと 
の信号に変換させる技術です。また、2 ch の音源をマルチ ch 化させる演 
算技術をマトリックス•デコードと言い、 5.1 ch 信号を 6.1 ch に伸長さ 
せる技術もデコードと呼ぶことがあります。 







基本再生 


AUTO SURROUND/STREAM DIRECT 選択時の音定や機能対応表 

以下の表で〇のついている設定や機能は設定されているとおりの内容が対応されることを表しています。〇のつ 
いていない設定や機能は対応されないことを表し、 （） で記載されている内容は強制的にその設定になることを 
表します。 



1アナログ信号が DSP を経由しないで直接アンプに入力されるモードです 。 （ANALOG DIRECT ) 


• STREAM D 旧 ECT モード選択時は、 SBch 処理を ON に設定することができま 
せん。この場合、 AUT ◦または OFF が選択されるため 、 AUTO SURROUND と 
はデコード状態が変わることがあります。詳しくは「リスニングモードの詳細と出 
カチヤンネル数の一覧」（— 99ページ)をご覧ください。 

• マルチチヤンネル信号入力時、すべてのスピーカーから音を出したいときは 
AUTO SURROUND モードにして、 SBch 処理を ON に設定することをお勧め 
します。 
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基本再生 


リスニングモードのオプション機能 


□□PRO LOGIC llx MUSIC モードに音響効果を加えて調. 



2 ch ソースを入力しているとき、 STANDARD モードの IXlPRO LOGIC llx MUSIC (または口 dPRO LOGIC II 
MUSIC ) には 3 つの音響効果を加えることができます。それぞれの説明は以下のとおりです。 

CENTER WIDTH(C WIDTH ) :センターチヤンネルの音声を左右のフロントスピーカーに振り分けて出力する 
ことで、音色の不一致を緩和させることが可能になり、音楽再生により適した音場を創り出すことができます。 
効果は◦〜7の範囲で調整することができます。0がセンタースピーカーからのみの出力で、7はセンターチヤン 
ネルの音声すべてを左右のフロントスピーカーに振り分けます。工場出荷時は3に設定されています。 
DIMENSION ( DIMEN .) :リスニングポジションから前方の音場を強くするか、後方の音場を強くするかを調整 
することで、広がりのある音場を創り出すことができます。+3から一3の範囲で調整することができます。+3 
はリスニングポジションから前方の音場が強くなり、_3はリスニングポジションから後方の音場が強くなりま 
す。工場出荷時は0に設定されています。 

PANORAMA ( PNRM .) :前方の音場を左右に大きく回り込ませ、サラウンドチヤンネルにつなげるようなサラ 
ウンド効果を加えます。正確な定位よりも雰囲気を楽しむための機能です。オンまたはオフの設定で、工場出荷 
時はオフに設定されています。 


2- 


d I I番組憤雜 

CE ) ® @5)1 

LHHff 止 \Vn-0Pm_\ 

GD CS O 

音声 字幕 I HDD ||~DVD~~| 

( bB 

THX 


nwnn 


AUTO ACOUSTIC , 






Pioneer 

Cav アンプ） 


3 


1 STANDARD □□ PRO LOG 1 C I lx MUSI C モードを 
CD 選択する。 

STANDARD ボタンを押します。 

(—37 ページ） 

エフェクト / rc WIDTH 」、「 DIMEN. 」、「 PNRM .」 の 中 

から加えたい音響効果を選ぶ。 

ディスプレイに設定したい音響効果が表示さ 
れるまで押してください。 



音響効果を調整する。 

+/_ポタンで調整します。 


「Speaker Setting 」（—68 ぺージ)で、センタースピーカーが N ◦(無し）に設 
定されていると 、 「C WIDTH 」 は調整できません。 
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基本再生 



Neo:G MUSIC モードに音響効果を加えて調整する 




2 ch ソースを入力しているとき、 STANDARD モードの Neo :6 MUSIC に音響効果を加えられます。センターチヤン 
ネルの音声を左右のフロントスピーカーに振り分けて出力することで音色の不一致を緩和し、音楽再生に適した音場 
を創り出すことができます。 

CENTER IMAGE(C. IMAGE) :効果は〇〜10の範囲で調整することができます。◦はセンターチヤンネルの音声が 
左右のフロントスピーカーからも出力されて、音場が広がったように聞こえます。10はセンターチヤンネルの音声が 
主にセンタースピーカーから出力し、センターの音像が明確化されます。工場出荷時は3に設定されています。 


d I •— I •組情《 _ 

® (S ® ^)1 

^) GD^D 〇 

音声 字幕 | HDD ||~ DVD | 


STANDARD 

〇 


Neo :6 MUSIC モードを選択する 0 

STANDARD ボタンを押します。 
(—37 ページ） 


STANDARD 




CH 選択 


レペル 


「 C . IMAGE 」 を選ぶ。 

ディスプレイに 「 C . IMAGE 」 が表示されるま 
で押してください。 


(_ AV アンプ） 


Neo :6 MUSIC モードのセンタ ー ^ T メー 生 

— ^レベル 調整 1 ジを調整す る。 

r -3) C±D +/— ボタンで調整します。 


「Speaker Setting 」(—68 ぺージ)で、センタースピーカーが N ◦(無し）に設 
定されていると、 「 C . IMAGE 」 は調整できません。 


ADVANCED SURROUND モードの効果を調整する 


ADVANCED SURROUND の各モードに付加される残響音などの効果を調整することができます。 



adnasurr ADVANCED モードを選択する0 

^~ / ADV . SURR ボタンを押します。 

(—37 ページ） 



f^ion&er 

し AV アンプ） 


エフェクトレベルを調整する。 


^■レベル調整,エフェクトレベルは10〜90の範囲で調整す 
( P ') r +^ ることができます。 


工場出荷時は、 ExtendedSTEREO が90、それ以外のモードが70に設定 
されています。 

エフェクトレベルは各モードこ*とに設定できます。 
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基本再生 


いろいろな状況に合わせた機能を選択/調整する 

アコースティックキヤ U ブレーシヨン EQ (周波数特性の補正)の選択 


「リスニング環境を測定して最適な設定をする （Auto MCACC )」（-12 ページ)などで設定された、アコース 
ティックキャリブレーション EQ (視聴環境の周波数特性の補正)の種類を選択します。チャンネ;レ間の音色の違い 
を統一させるため、再生音のつながりが良くなり、音場バランスが改善されます。設定項目は以下のとおりです。 


ALLCH ADJUST :部屋の特性を含めて、スピーカーシステム全体をフラットに補正した周波数特性です。映 
画館やダビングステージと同じ補正タイプになります。 

FRONT ALIGN :スピーカーシステム全体をフロント ch の周波数特性に合わせます。フロントスピーカーには 
補正をかけずに音場バランスの改善が行えます (EQ TYPE を TYPE 2 で測定したときのみ設定されます)。 
CUSTOM 1/2 :「自動測定された補正カーブを手動で調整する」 （—64 ページ)で、上記2つの補正タイプをお好 
みに調整した設定値です。 

EQ OFF: 補正を行いません。 


d I •— I 醬組情賴 _ 

® C0 ® |@)| 

I ■■ 停止クポックス I 

G3 CD O 

音声 字幕 |_ HDD Jl DVD | 

(«D _ 

THX 


CL 


他 at 器連動 




(_ AV アンプ） 



ACOUSTIC アコーステイツクキヤリブレーシヨン 
EQ の補正タイプを選ぶ。 

押すたびにアコースティックキヤリブレー 
シヨン EQ が以下のように切り換わります。 

p ALL CH ADJUST -^ FRONT ALIGN ― . 

'― EQ OFF «— CUSTOM 2 " — CUSTOM 1 ^ 


ALL CH ADJUS 丁または FRONT ALIGN 、 
CUSTOM 1、 CUST 0 M 2 のとぎは〇 N とな 
り 、 Advanced MCACC インジケーターが 
点灯します。 


• アコースティックキヤリブレーシヨン EQ の ON / OFF はすべてのファン 
クシヨンに共通で切り換わります。 

• MULTI CH IN 入カモードでは、使用できません。 

• WMA 9 Pro 信号入力時は使用できません。 

• リスニングモードが STREAM DIRECT のときはアコースティックキヤ 
リブレーシヨン EQ を ON にすることはできません。 

• 工場出荷時は EQ OFF に設定されていますが、「リスニング環境を測定し 
て最適な設定をする (Auto MCACC )」（— 12ページ)または「部屋の残 
響特性を考慮した周波数特性の補正 」 (Advanced EQ Setup )(-58 
ページ)を行ったときは自動的に ON (ALL CH ADJUST ) になります。 
このとき 、 EQ TYPE を TYPE 1で測定したときは ALL CH AD JUST の 
み、 TYPE 2 で測定したときは ALL CH ADJUS 丁と FRONT ALIGN の 
2 つの補正カーブが設定されます。 

• ヘッドホン使用時には効果がありません。 
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基本再生 


サラウン F バッ ク ch 処理を切り換える 


サラウンドバックスピーカーを接続しているときに、サラウンドバック ch 音声の処理を切り換え、最大で 7.1 ch 
再生か 5.1 ch 再生かを変更できる機能です。また、サラウンドバックスピーカーを接続していないときは、仮想 
のサラウンドバック音声を創り出します。設定項目は以下のとおりです。 


サラウンドバックスピーカーを接続しているとき 

SB OFF :サラウンドバック ch への デコード処理は行わず、最大 5.1 ch での 再生となります。 

SB AUTO : 入力信号の種類と「6.1 ch 再生検出信号」を検出し、サラウンドバック ch へのデコード処理技術を 
自動選択することで、再生チャンネル数を切り換えます。最もソフトに忠実な再生となります。 

SB ON ： 常にサラウンドバック ch へのデコード処理技術を付加するため、最大の出カチャンネル数でお楽しみ 
いただけるモードです。 


サラウンドバックスピーカーを接続していないとき 

VSB OFF ： 仮想のサラウンドバックチヤンネル音声を創り出しません。 

VSB AUTO : 6.1 ch 再生検出信号を含んだソースやリスニングモードによって、仮想のサラウンドバックチヤ 
ンネル音声を創り出します。 

VSB ON :リスニングモードによって、仮想のサラウンドバックチヤンネル音声を創り出します。 

入力信号、リスニングモードの種類や組み合わせによって、サラウンドバックスピーカーからの音の出力が異な 
ります。詳しくは「リスニングモードの詳細と出カチヤンネル数の一覧」 （—99 ページ)の表をご覧ください。 


〔 DVD ] I TV 1 f DVR1 1 I ] 

ICM/tAfEI | US8 | 

^ - ! - 


| S 龆 


.~^ ダ□グ E /> ~.PHASE -— 

© ® ® 
f+TO)lO ^0^11 J 


2 



| AV ァン^! リモコンをアンプ操作モードにする 

/~ \SBch SBch 処理モードを選択する。 

I ボタンを押すたびに、 ON と AUTO と OFF が 
切り換わります。 


• 以下のときは SBchffi 理モード(パーチャルサラウンドパックモード)を 
切り換えることができません。 

• MULTI CH IN 入力を選んでいるとき 

•「Speaker Setting 」（-68 ページ)で、サラウンドスピーカーが N 0 
(無し）に設定されている、または 「 Suit Back System 」 （-*"60ベー 
ジ) で Speaker B、Front Bi - Amp が選ばれているとき 

• PCM (96 kHz /88.2 kHz )、 DTS 96/24 信号を入力しているとき 
• へッドホンを挿入しているとき 

• STREAM DIRECT モードのとき 

• STERE ◦またはフロントサラウンド•アドバンスモードが選択され 
ているとぎ 

• サラウンド ch が収録されていないソース(シーン)では、仮想のサラウン 
ドバックチャンネル音声を創り出すことはできません。 


再 

生 


再生中にスピーカーの出カレベルを調 



再生している音を聴きながら、チヤンネルごとに出カレベルを調整できます。 


I THX STANDARD ADV.SURR FfI^URrI 

i —- w ^ w ^ r 

— I 

1 Aim ^ Aco E r c «■>， 


■ 

— 2 


| ，ノ， o/veer 

^ ( AV アンプ ) J 


スピーカーのチヤンネルを選択する。 

CH 遇択 

(7^) ディスプレイに 「 LO.Od 巳」などと表示されま 

す。押すたびにチヤンネルが切り換わります。 


2 



出カレベルを調整する。 

— 10.0 dB から +10.0 dB の範囲内で、 
0.5 dB 間隔で調整できます。 
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基本再生 


位相を合わせて音の打ち消し合いを防ぐ (PHASE CONTROL ) 


マルチチャンネル再生する際、 LFE (超低域)信号や各チャンネルに含まれる低音成分はサブウーファーや他の最 
適なスピーカーに振り分ける処理がされます。しかし、この処理には原理上、位相がズレてしまう周波数(群遅延) 
が発生し、低域だけが遅れて聞こえたり他のチャンネルとの干渉により低音の打ち消し合いが発生してしまうな 
どの問題があります。本機では 、 PHASE CONTROL モードを ON にすることで、原音に忠実な力強い低音を再 
現できます。工場出荷時は ON に設定されています。通常は ON でのご使用をお勧めします。 

(位相とは2つの音波の時間的関係を表しています。2つの音波の山と山が合っている状態を位相が合っている、 
合っていない状態を位相がズレていると言います。） 


PHASE CONTROL OFF 



音源 


フロント スピーカー リスニング 


，卜 

4 )) '1.A 

サブウーファー 


ポジション 

:1 


タイミングが 
遅れて打ち消し 
合っている状態 




• リズムがぼやけてはっきりしない 
• 低音の量感が失われている 
• 楽器のリアリティがない 


PHASE CONTROL ON 


フロント スピーカー リスニング 



• リズムがはっきりする 
• 低音の量感が失われない 
• 楽器のリアリティを感じる 



l AV ァン司 リモコンをアンプ操作モードにする 

一 phase PHASE CONTROL モードを ON にする。 
(^8) ポタンを押すたびに、 ON と OFF が切り換わ 

ります。 


• PHASE CONTROL 機能はへツドホン使用時に効果があります。 

• サブウーファー本体に PHASE 切替スイッチがついているときはプラス側 
(0° 側)に設定してください0ただし本機の PHASE CONTROL を ON にして 
も効果が分かりにくいときは、サブウーファーの固体差が考えられますので、 
効果の大きし访を選んでください。また効果が分かりにくいときはサブウー 
ファーの向き、場所を少しずつ変えてみることもお勧めします。 

• サブウーファー内蔵の Lowpass フィルタスイッチを OFF にしてください。 
◦FF にできないサブウーファーは高いカットオフ周波数に設定してくださ 
い0 

• スピーカーの距離を正しく設定しないと、 PHASE CONTROL の効果が正 
しく出ない場合があります。 

• MULTI CH IN 入力を選んでいるときは PHASE CONTROL モードを ON 
にすることができません。 
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基本再生 



MIDNIGHT :夜間などの小音量再生では、音の響きが不足したり、微小な音やセリフが聞こえにくくなります。 
小さな音でも映画や音楽の微小な音やセリフを聴き取りやすくする効果があります。 

LOUDNESS :低域 • 高域のレベルを自然に調整するため、小さな音でも音楽を聴き取りやすくする効果があり 
ます。（フロント ch のみ有効） 

ルアンプ I リモコンをアンプ操作モードにする。 


ミツドナイトリスニング/ラウドネス 
モードを ON にする。 



セリフやポーカルの音を際立たせる(ダイア n クエン八ンスメント) 


音に定位感を持たせることで映画/ドラマのセリフや音楽のボーカルを際立たせ、より聴き取りやすい音にしま 
す0 
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基本再生 


圧縮音声を聴き取りやすくする(サウンドレト un — 


MP 3 などの圧縮音声は圧縮処理される際、削除されてしまう部分が発生します。サウンドレトリバー機能では、 
DSP 処理によってその削除されてしまった部分を捕い、音の密度感、抑揚感を向上させます。 


|CD-B)TAPE| | USB I 

^- 1 - ■ 







リモコンをアンプ操作モードにする。 


サウンドレトリパー機能を ON にする。 

ポタンを押すたびに、 ON と OFF が切り換わ 
ります。 


サウンド'レト 1 」パー機能は PCM (96 kHz /88.2 kHz )、 DTS 96/24 および 
WMA 9 Pro 以外の2 ch 音声信号にのみ有効です。 


ステレオ再生時の低音/高音を調整する(卜ーンコントロール) 


本体の TONE ボタンと MULTI JOG を使って低音、高音の調整 （ 卜ーンコント□—ル)ができます。 




TONE 

◎ 


低音 ( BASS ) か高音 ( TREB ) のどちらの 
トーンを調整するか選択する。 

ポタンを押すたびに、低音 ( BASS ) と高音 
( TREB ) が切り換わります。 



トーンを調整する。 

一6 dB から+6 dB の範囲内で、2 dB 間 
隔で調整できます。 


卜ーンコント□ールは STEREO またはフロントサラウンド.アドパンスモー 
ド'のときのみ有効です。ただし ' AUTO SURROUND で STEREO モードが選 
ばれているときは調整することができません。 
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多彩な機器の再生 


iPod 用コント □— ルドック 


VSA -1017 AV 


iPod は、米国および、他の国々で登 
録された Apple Inc . の登録商標です。 



楽を再生する 




— Cdvr2J テレ eaw 
〔 DVD I 〔 TV I〔DVR1 I C I 


[AV7 ン 3 

If rrv u - プ厂具グ 11 


— 


[ 


] 


入力切換 


または 


入力を 「 iPod 」 にする。 

ディスプレイに 「 Loading 」 と表示され 、 iPod 
が正しく接続されているかどうか確認しま 
す 0 iPod の画面には 「 Pioneer 」 または「/」が 
表示され、 iPod 本体を操作することはできな 
くなります。 

「 Loading 」 表示が消えて 「 Pause 」 状態にな 
りましたら手順2へお進みください。 


iPod をつないで再生する 


本機と iPod を接続して、 iPod の音楽や映像を本機で楽しむことができます。 


本機は、第三世代以降の iPod ® や iPod miniJPod nanoJPod Photo の音声および iPod Photo の映像に対応しています （iPod 
nano の映像を再生することはできません)。 

本機は 、 i Pod アップデーター「2004-10-20」以降のパージョンでご使用ください。 

本機での表示は英数字のみとなります。英数字以外の文字が iPod に記録されている場合、その文字は「#」で表示されます。 
iPod は、著作権のないマテリアル、または法的に複製•再生を許諾されたマテリアルを個人が私的に複製•再生するために使用許諾 
されるものです。著作権の侵害は法律上禁止されています。 

パイオニア製品から iPod のイコライザを操作することはできません。本機に iPod を接続する前に、 iPod のイコライザを「オフ」に設 
定することをお勧めします。 

本機と iPod を組み合わせてご使用の際 JPod のデータに不具合が生じても、データの補償はいたしかねますのであらかじめご了承 
ください。 



機器の接続を行う場合には、必ず電源を切り、電源コードをコンセントから抜いてください。 


別売りの iPod 用コント□ールドック （ IDK -90 C ) を本機に接続します。接続には iPod 用コント□ールドックに 
付属の iPod ケーブルをご使用ください。 再 



生 
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多彩な機器の再生 


V ' j \±y 
^10)10 (^0^11 (35?) 12 



(+] 

音置 

ーテレビ基本操作^！ 

⑥ Gp 

入力切換チヤンネル 

(+] 

音星 


cb 白 



3、4 


2 


トップメニュ_ 



トップメニューを表示する。 

手順1で入力切換ボタンを使用したときはマ 
ルチコント□—ルボタンの f ^5~| を押して 
リモコンを iPod 操作モードにします。 



再生したいカテゴリーを選んで決定する。 

カテゴリーは以下の中から選びます。 

選んだカテゴリーのリストが表示されます。 

Playlists 

Artists 

Albums 

Songs 

Podcasts 

Genres 

Composers 

Audiobooks 

Shuffle Songs 


5 


iPod ► Play 002/004 


We are All One 
Beat Band 



-2.48 
±3 : List 


4 再生したいリスト（ジャンル、アルパム 

など）を選んで決定する。 

y 和哞ポタンでリストのページを切り換え、 
<^> t 善ポタンでリストを選択します。 


5 手順4を繰り返して、聞きたい曲を再生する。 

本機のリモコンでも以下の操作ができます。 


ポタン 

機能 

ポタン 

機能 

ポタン 

機能 


再生 

( X ) 

停止 

GD 

一時停止 

0 

早送り/早戻し 

& 

㈣ 

頭出し 

( S ) 

リビート再生の設定 


シャッフル再生の 
設定 

( S ) 

FL 表示部の変更 

Q 9 

リスト画面のページ送り/戻し 

( 興^~) 

前のメニューに戻る/ 
再生画面をリスト画面 

© 

リストの顯 
(再生画面では再生 

(再生中はプレイリストの頭出し） 

に切り換える 

または一時停止） 

<2> 

目的のリストまで力ーソルを 


トップメ^ ZL — を 
選択 




スクロール ( Audiobook を再生 
中は再生の速さを変更します） 
Faster 特 Normal 特 Slower 
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iPod のいろいろな音楽再生 


多彩な機器の再生 


FL 表示部の表示を切り換える 

再生画面のときに ( H ) を押すと以下のように表示を切り 
換えることができます。 

曲名+アーティスト名+再生経過時間表示 
L チャプター番号表示 ♦ —残量時間表示— ■! 

同じ曲や聞いているリストを繰り返し聞く 
(リビート再生） 


( cm 3 ボタンを押すたびに以下のように切り換わります。 

-•オフ -•曲 - 

-アルバム«- 


トップメニユーで 「Shuffle Songs 」 を選択すると、自動で 
シャツフル再生を「曲」に設定し、再生を開始します。 


プレイリストを選んで再生する 
(プレイリスト • スキップ） 


リビート再生は、次の中から選ぶことができます。 


5 /Ti 中 

リビート再生の内容 

1曲 

再生中の曲を繰り返し再生します。 

すべて 

再生中のリストを繰り返し、再生します。 


( CH +) ボタンを押すたびに以下のように切り換わります。 

I -^オフ -^1曲-1 


1 -すべて-- 1 

いつもと違う曲順で聞く（シャッフル再生) 


シャッフル再生は次の中から選ぶことができます。 


=/TiC±3 

シャッフル再生の内容 

曲 

再生中のリスト内の曲を シャッ フ j レ再生します。 

1アルバムアルノ（ムをランダムに選び、そのアルノ（ム内の1 


曲を順番通りに再生します。 


iPod のプレイリストから聞きたいプレイリストを再生し 
ながら選びます。 

1. プレイリスト内の先頭のプレイリストを再生しなが 
ら選びます。 

再生画面が表示され、 iPod が再生されているとき 再 
に、和-►ボタンを押すとプレイリスト内の先頭のプ ^ 
レイリストを再生します。 

2. 聞きたいプレイリストを探します。 

和-►ボタンを押して、聞きたいプレイリストを選 
ぶ。 

和：前のプレイリストを選ぶとき 
-► :後のプレイリストを選ぶとき 


iPod の映像を再生する 



[録画)?止1匪-ク*"ノクス 1 

GE) GD C3 〇 




I | 入力を 「iPod」 にする。 

A 力切換ディスプレイに 「 Loading 」 と表示され 、 iPod 
[^) が正しく接続されているかどうか確認しま 

す。 iPod の画面には 「 Pioneer 」 または「/」が 
表示され、 iPod 本体を操作することはできな 
[iPod] <な0ます。 

「 Loading 」 表示が消えて 「 Pause 」 状態にな 
りましたら手順2へお進みください。 


フォトモードに切り換える。 

a , PHOTO ボタンを押すと本機での操作ができ 

photo なくなります 。 iPod Photo 本体で写真や映 
像の選択操作を行います。 

PHOTO ボタンをもう一度押すと本機での操 
作が可能になり、音楽の再生操作ができます。 
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多彩な機器の再生 


USB メモリーの再生 

USB メモ U —を再生する 


お手持ちの USB メモリーを本機に接続することで、 USB メモリーに記録されている音楽ファイルを本機で再生 
することができます。本機ではステレオまたはモノラル音声を再生することができます。 


• 本機で再生できる USB メモリーのファイルは、 WMA 、 MP 3、 MPEG -4 AAC のいずれかで、著作権保護のかかっていない音楽ファ 
イルのみです。 

• 本機とパソコンを USB ケープルで接続して音楽ファイルを再生することはできません。本機が対応している USB メモリーは、外付 
八ードディスクや携帯 フラッシュ メモリー、デジタルオーディオ再生機 ( FAT 16、 FAT 32 の フォーマッ トに対応)などの USB マス 
ストレージクラスに属する機器です。 

• 本機ではすべての USB メモリーの再生、および電源の供給を保証できない場合があります。また、本機と接続したことで 、 USB メモ 
リーのファイルが万が一損失した場合、当社は一切の責任を負うことができませんので、あらかじめご了承ください。 

• 容量の大きい USB メモリーを接続したときは、読み込みに多少時間がかかることがあります。 

• 本機は US 日八ブには対応していません。 


3 


[WT] テレビ Wf 

[DVD I 〔 TV ] [ DVR1 I 〔 ] 

I USB J 

^ —— : -- 


/~ x ス 1 」 _ プ/~ \SBch /~^アナログ 
© ©•**©*"! 
© SBt 

⑦ 

^10)10 

トップメニュ. 

CS5D 

Cfi 



r~p=: - テレビ裹本操作1 

[+] ® (T) 

音 ■ 入力切換チャンネル 

(+] 

音麗 

0 ^ ^5 



I 奉 — I •組情 8 

-〇 


[_縑_»止丨レ2-クポッ《」 

GE) GD GD 

音声 字幕 | HDD | 「DVD | 


-■ 

; AC 0 E U q STIC 胸換 

ェ c フ溫/つレペル■■ヒ 



USB ポタン(シフトを押しながら TUNER) 
を押す。 


L USB 」 
〔 TUNER | 


シフ F 

O 


本機の USB 端子に USB メモリーを接続する。 

USB 端子はフロントパネルにあります。 

Loading と表示され、 US 巳メモリーを読み込みます。 
読み込みが終了すると再生画面が表示され、自動で再生 
が開始されます。 


FLD004TRK0001 


► Play 


Relax Your Body 
Kevin Jackson — 
We are all one — 


128Kbps 


-つ ォルダ ー番号/ ファイ ル番号 
「ファイルフォーマツト 
- リピート/シャツフル 
-曲名 

-アーティスト名 
-アルパム名 
-経過時間 
-ビツ ト レー ト 


再生機能を使っていろいろな再生が可能です。詳しくは 
「再生機能について」（次べージ)をご覧ください。 
再生したいファイル(曲)を 0 SD 画面のフォルダー/ファ 
イルリストから選んで再生することもできます。詳しく 
は「フォルダー/ファイルリストでファイルを選んで再生 
する」（次ページ)をご覧ください。 
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多彩な機器の再生 


再生機能について 


ポタン 

機能 

► 

再生を開始します。 

II 

一時停止/一時停止解除します。 

◄◄ 

押し続けている間、早戻しまたは早送りを 
します（早戻し/早送り中は音声が途切れる 
ことがあります）。 

►► 


再生中のトラックの先頭に戻ります。 

続けて押すと、前のトラックに戻ります。 


次のトラックの先頭に進みます。 

0 

リビート再生を設定します。押すたびに 

Repeat Folder、Repeat One 、 

Repeat AN が切り換らます。 


シャッフル再生を設定します。押すたびに 

Shuffle On、Shuffle Off が切り換ります。 

(*D 

フロントパネルディスプレイの表示を切り 
換えます。 

♦/+ 

再生中のトラックの頭出しをします。 

(フォルダー/ファイルリスト画面を表示中 
はべージ送り/戻し） 

トップメニュー 

ROOT フォルダーリスト画面のときは再生 
画面に切り換えます。それ以外の画面のとき 
は R 〇 0T フォルダーリスト画面に切り換え 
よ9 〇 

( 两る 一） 

再生画面のときはフォルダー/ファイルリス 
卜画面を表示します。 

フォルダー/ファイルリスト画面のときは画 
面の階層を戻します。 


フォルダー/ファイルリストでファイルを 
選んで再生する 

ファイルが複数のフォルダーに記録されている USB メ 
モリーの場合、 OSD 画面にフォルダー/ファイルリス 
卜が表示されます。 t / 善/和/-►と 決定 ポタンを使って 
再生したいファイルを選んで再生します。 


1戻る1 

Of 


フォルダー/ファイルリスト画 
面を表 7 F する 



2 <^> 
0©0 




再生したいファイルを選んで 
決定する。 

和/-►ポタンで ページを切り換 
え、 t / 善 ポタンで フォルダー/ 
ファイルを選択します。戻るボタ 
ンで1つ前の階層に戻します。 


USB ERR 0 JSB エラー）について 


USB ERR と表示されたときは以下の内容をご確認の 
うえ、下記の操作を行ってみてください。 


USB ERR 

i 内容 

USB ERR 1 

USB メモリーの消費電力が大きすぎます。 

USB ERR 2 

対応していない USB 機器が接続されています。 

USB ERR 3 

「故障かな？と思ったら」（108ページ）を 
ご確認ください。 


• 本機の電源を切ってから、再度電源を入れてみて 
ください。 

• 本機の電源を切ってから USB メモリーを抜き、 

再度 USB メモリ_を接続して電源を入れてみて 
ください。 

• DVD / LD などの他の入力に切り換えてから、再 
度 USB 入力にしてみてください。 

• AC アダプターが付属されている USB メモリーを s 

お使いの場合は、 AC アダプターを接続して使用 Z 
してみてください ^ 

上記の操作を行っても USB ERR が表示されるとき 

は、 USB メモリーが本機に対応していないという 

ことになります。 

再生できる圧縮ファイルについて 


本機では標準的なサンプリング周波数/ビツトレートで 
圧縮されたフォーマツトの多くに対応しておりますが、 
一部対応していないフォーマツトもあります。本機で対 
応している圧縮フォーマツトは以下のとおりです。 

.MP3 ( MPEG -1/2/2.5 才ーディオレイヤー 3) : 
サンプリングレートは32 kHz -48 kHz 、ビツ 
トレートは32 kbps 〜320 kbps (128 kbps 以 
上を推奨)、ファイル拡張子は. mp 3 に対応していま 
す。 

• WMA (Windows Media Audio ) : 

サンプリングレートは32 kHz /48 kHz 、 

ビツトレートは20 kbps 〜384 kbps (128 kbps 
以上を推奨)、ファイル拡張子は. wma に対応していま 
す ( WMA 9 Pro や□スレスエンコーディング ( loss - 
less encoding ) には対応しておりません)。 


• AAC ( MPEG -4 Advanced Audio Coding ) : 
サンプリングレートは32 kHz 〜48 kHz 、ピッ 
トレートは24 kbps 〜384 kbps ( l 28 kbps 以上 
を推奨)、ファイル拡張子は. m 4 a に対応してし)ます 
(アップル□スレスエンコーデイング (Apple loss - 
less encoding ) には対応しておりません）。 
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多彩な機器の再生 


• 著作権保護のかかったファイルは再生することができません。 
• 可変ビットレート ( VBR ) で圧縮されたファイルも再生できま 
すが、経過時間が正しく表示されないことがあります。 


MPEG-4 AAC について 

AAC とは 、 「Advanced Audio Coding 」 の略で、 
MPEG -2 、 MPEG -4 で使用される音声圧縮技術に関 
する基本フオーマツトです。 AAC データは、作成に使 
用したアプリケーションによってファイル形式と拡張 
子が異なります。本機では、 iTunes ® によってエン 
コードされた、拡張子が 「. m 4 a 」 の AAC ファイルを再 
生することができます。ただし、著作権保護のかかっ 
たファイルやエンコードする iTunes のバージヨンに 
よっては再生できないことがあります。 
iTunes は、米国および他の国々で登録された Apple 
Inc . の商標です。 


WMA について 


Plays •度 

Windows 

Media™ 


外装箱や本体に印刷された 、 Windows Media ™ の口 
ゴは、本機が WMA データの再生に対応していること 
を示しています。 

WMA とは 、 「Windows Media Audio 」 の略で、米国 
Microsoft Corporation によって開発された音声圧縮 
技術です。本機では Windows Media Player によって 
エンコードされた、拡張子が 「. wma 」 の WMA ファイル 
を再生することができます。ただし、著作権保護のか 
かったファイルやエンコードする Windows Media 
Player のバージョンによっては再生できないことがあ 
ります。 

Windows Media 、 Windows の□ゴは、米国 
Microsoft Corporation の米国およびその他の国にお 
ける登録商標または商標です。 
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多彩な機器の再生 


マルチチヤンネルアナログ信号を再生する | T m 


ソース機器の 5.1 ch /7.1 ch アナログ出力端子と本機の MULTI CH IN 端子を接続して、すべてアナログ処理 
の高 SN 比の再生をすることができます。 DVD オーディオや SACD を再生させる場合や、本機の対応フォーマツ 
卜 (—35 ページ)以外のマルチチヤンネル信号を再生させたいときに効果的です。 



マルチチヤンネルアナログ再生する 




MULTI CH IN 入力にする。 

ボタンを押すたびに MULTI CH IN 入力と 
もとの入力とが切り換わります。 


• MULTI CH IN 入力での MCACC の各補正は、チヤンネルレベルのみ有効と 
なります。 

• MULTI CH IN 入力では以下の機能が動作できなくなります。 

「リスニングモード」 (—37 ページ)/「便利な音声再生のための機能」 （—45 
ページ )/ 「PHASE CONTROL 機能」 (—44 ページ)/「アナログ ATT 」(—55 
ページ） 


DVD プレーヤーによってはサブウーファーチャンネルのアナログ出カレベル 
が小さいものがあります。この場合は以下の方法で、サブウーファーの入カレ 
ベルを10 dB 上げることができます。本機の電源をスタンバイ状態にして、本 
体の SBch PROCESSING ボタンを押しながら0 STANDBY / ON ボタン 
を5秒以上押します 。 SW IN +10 d 巳と表示され、入カレベルが10 dB 上が 
ります。工場出荷時は SW IN 0 dB に設定されています。元に戻すときは同じ 
操作を行ってください。 
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いろいろな機能 


接続した機器間で録音/録画をする 


本機を通して録画/録音を行う場合、双方の機器は同じタイプのコードで接続されている必要があります。 
録音/録画端子には、音声のアナログ/デジタル、映像のコンポジット / S ビデオ信号の間の相互変換を行っていな 
いため、接続コードを一致させてください。 
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1 1 
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録音/録画するソースを選ぶ。 


入力信号を選択する。 

IL g lec l t デジタル録音するときは、 DIGITAL を選 

I 厂 1 択します。詳しくは「音声入力信号の切 
り換え」 （—36 ページ)をご覧ください。 


録音/録画機器の録音/録画を開始する。 


4 録音/録画するソースを再生する。 


• 本機の音量、チヤンネルレベル、便利な音声再生のための機能、サラウンドの設定などは、録音信号には効果がありません。 

• 市販ソフトの録音/録画は、個人で楽しむ場合を除いて、著作権法上認められていません。また、コピ_ガ_ド信号により録音/録 
画のできないものもあります。 

• デジタル録音について、ソフトによってはコピー回数制限のあるものがあります。詳しくは録音機器の取扱説明書をご覧ください。 
• MCACC 測定中は、録音/録画を行わないでください。 


音声全体の遅延時間を調整する(サウンドデイレイの調整) 


DVD ソフトなどで、映像の動きの方がセリフなどの音声より遅れている場合、音声全体を遅らせることで、映像 
の動きと音声を合わせることができます。ここでは音声全体をどの程度遅らせるかを設定します。_ 

「 DELAY 」 を選ぶ 

_ ^一一 ) _ディスプレイに 「 DELAY 」 が表示されるまで押してくださし、_ 

音声全体の遅延時間を調整する。 

_ !■ レベル調整 q +/— ボタンで調整します。 

遅延時間は0.0 f 「 〜6.0 f 「 の範囲で調整することができます （ lfr は1/30秒です)。 


• MULTI CH IN 入力ではサウンドデイレイの調整を行うことはできません。 
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いろいろな機能 


2 ⑹ディマ - 财 ©0 月於 I こ醒 

押すたびに表示部の明るさが4段階で切り換わります。 


明るさを一番暗い設定にしたときは、ボリューム表示と STANDBY インジケーターを残して、すべてを消 1 灯します。 

設定した明るさにかかわらず、何かの操作をしたときや、入力信号のフオーマツトが変わったときなどは明るく点灯し、数秒後に元 
の明るさに戻ります。 

エラー表示や禁止メッセージは、この設定にかかわらず明るく表示されます。 


AV アンプ 


アンプ操作モードにする。 


スリープボタンを押してタイマーを設定する。 

押すたびにスリープタイマーの時間が以下のように切り換わります。 
スリープタイマーが設定されると SLEEP インジケーターが点灯します。 


SLEEP 30 min 


-► SLEEP 60 min 
SLEEP 90 min ◄- 


スリープタイマーを設定したあとにスリープボタンを 1 回押すと、残り時間が表示できます。 


アナログ入力信号の歪みを低減する 




フロントパネル表示部の明るさを調整する 


アンプ操作モードにする。 


フロントパネル表示部の明るさを4段階に調整することができます。 


⑸ァ游 アナ□グ ATT ポタンを押す。 

I 押すたびにインプットアッテネーター機能の ON と〇 FF が切り換わり、 ON のときに ATT 

インジケーターが点灯します。 


アンプ操作モードにする。 


アナログ音声信号が過度に入力され(フロント表示部の OVER インジケーターが点灯して)音が歪んでしまうとき、 
入力信号レベルを下げて歪みを低減することができます。 


応用操作 
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いろいろな機能 


スピーカーシステムを切り換える 


スピーカーシステム A / B を切り換えると、再生されるスピーカーが切り換わります。必要に応じて使用するスピー 
力ーシステムを選択してください。 



へッドホンを PH 〇 NES 端子に差し込んでいる間は 
自動的に OFF に切り換わります。（ただし 、 Speaker 
巳に設定されているときは、スピーカー端子回からは 
音が出ます。） 


SPEAKERS スピーカー システムを切り換える。 

Q サラウンドパックシステムの設定 (—60 ベー 

'ー ジ)によって選択できるモードが換わります。 

ポタンを押すたびに、以下のように切り換わ 
ります。 

「Normal ( S 日)」に設定している場合 

I - ► ON — ► OFF —I 


「Speaker B 」 に設定している場合 

—— ► AON - ► b — 

- OFF ◄ - A + B 0 N ♦ 

「Front Bi - Amp 」 に設定している場合 
I - ► ON — ► OFF —I 


各スピーカーシステム選択時の出力音声について 


「Normal (SB)J に設定している場合 

A ( SP ^ A ) :すべてのスピーカーから出力されます。 

「Speaker BJ に設定している場合 

A ( SP ^ A ) :スピーカー端子0に接続されたスピーカーから出力されます。（サラウンド再生が可能です。） 
B ( SP ^ B ) :スピーカー端子回に接続されたスピーカーからのみ出力されます。 （2 ch ステレオ再生のみ可 
能です。 ） MUI_TI CH IN では音が出力されません。 

A+B ( SP ^ AB ) :上記 A ( SP > A ) と B ( SP > B ) の音声が同時に出力されます。 

「Front Bi-Amp 」 に設定している場合 

A+B ( SP ^ AB ) :すべての スピーカーから 出力されます。 スピーカー 端子 回から 出力される音声は スピーカー 
端子 H のフロント出力と同じ音声です。 


上記の全設定共通 

OFF ( SP ^ ) : スピーカーから 出力されません。 

(プリアウト端子からは常に音声が出力されているため、サブウーファーからは音が出る場合 
があります。） 
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設定項目一覧 


本機で設定できること 


本機のシステムセツトアップで設定できる全項目です。 


システムセットアップ項目 

詳細項目 

内容 

参照 

ページ 

1 

Surr Back System 
(サラウンドノ (ツクシステムの設定） 


SPEAKER 回 端子の用途設定 

60 



Speaker Setting 

スピーカーシステムの自動設定 

12、58 

2 

Auto MCACC 
(サラウンドの自動設定） 

Speaker Distance 

スピーカーまでの距離の自動設定 

12、58 

Channel Level 

スピーカー出カレベルの自動設定 

12、58 



Reverb 

残響特性の測定 

12、58 



Acoustic Cal EQ Pro. 

周波数特性の自動補正 

12、58 



a 

Fine Ch Level 

各チャンネルの出カレベルの微調整 

61 



b 

Fine SP Distance 

各スピーカーまでの距離の微調整 
(最適なディレイ値の詳細設定） 

62 

3 

Manual MCACC 

c 

Advanced EQ Setup 

音場補正の補正カーブを自動測定 

63 

(詳細なサラウンドの設定） 

d 

EQ Data Copy 

補正カーブの保存 

64 



e 

EQ Custom 1 Adjust 

補正カーブの調整 

64 



f 

EQ Custom2 Adjust 

補正カーブの調整 

64 



g 

EQ Data Check 

補正カーブの確認 

67 



a 

Speaker Setting 

スピーカー接続の有り無し、低域再生 
能力などの設定 

68 



b 

Crossover Network 

クロスオーノ（一の周波数の変更 

70 

4 

Manual SP Setup 

c 

Channel Level 

各チャンネルの出カレベルを補正 

71 

(聴感によるサラウンドの設定） 

d 

Speaker Distance 

各スピーカーまでの距離の入力 
(最適なディレイ値に設定） 

72 



e 

THX Audio Setting 

サラウンドパックスピーカー間の距離 
の設定 

73 



f 

THX Speaker Setup 

Auto MCACC 時の THX スピーカーの 
設定 

74 



a 

Digital Input 

デジタル入力端子の割り当て入カファ 
ンクシヨンの変更 

75 

5 

Input Assign 
(入力に関する設定） 

b 

Component/D4 Input 

コンポーネントおよび D 端子の割り当て 
入カファンクシヨンの変更 

76 



c 

HDMI Input 

HDMI 入力端子の割り当て 
入カファンクシヨンの変更 

77 



a 

DRC Setup 

ダイナミックレンジ圧縮レベルの変更 

78 


Other Setup 
(その他の設定） 

b 

Dual Mono Setup 

デュアルモノラル音声の選択 

79 

6 

c 

LFE ATT Setup 

LFE (超低域信号成分)のレベル減衰 
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d 

SR+ Setup 

パイオニアプラズマテレビとの連動設 
定 
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e 

Video Conv.Setup 

ビデオコンバーターの ON/OFF 
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音の詳細設定 


リスニング環境の設定について 〜サラウンド再生のための設定〜 
本機の MCACC とは 


以下4つの設定(補正)を音場補正と呼んでいます。サラウンド再生のための設定とは、この音場補正を行うこと 
をいいます。本機のオート MCACC セットアップ機能を使うと、これら4つの設定(音場補正)を自動で行うこと 
がでぎます。 

スピーカーシステムの設定 (Speaker Setting) 


これはソースに含まれる音声成分のすべてを再生するための基本設定です。この設定が正しく行われないと、サウン 
ドトラックの特定チャンネルに収録された音声が再生されなかったり、低域成分が欠落してしまう、などの不具合が 
発生する場合があります。スピーカー接続の有り/無しや低域再生能力などを設定し、上記の問題を回避します。 

スピーカーまでの距離の設定 (Speaker Distance) 


実際には距離を設定することで各チャンネル間の遅延(ディレイ）を算出 • 補正しています。マルチチャンネル再生で 
は特に重要で、音の定位感や移動感を正確に再現するために必要です。測定用のマイクを使用した実測では、電気的 
な遅延現象(特にサブウーファーに多く見受けられる）をも測定します。よって、メジャーで測った物理的な距離より 
大きい値が設定されることもありますが、遅延補正として正しい値になっています。 


スピーカー出カレベルの設定 (Channel Level) 


リスニングポジションでの各チヤンネルの音量レベルを一定に合わせる設定です。「スピーカーまでの距離の設定」と 
同様に、音の定位感や移動感を正確に再現することが目的です。この設定が正しく行われないと、いわゆる「バランス 
の悪い音」になってしまいます。これまでは聴感での設定が一般的でしたが、この方法では正確な設定は不可能です。 
プロのスタジオ • エンジニアは、ミキシング作業前に必ず専用の音圧測定器で測定を行い、バランスの微調整を施し 
ます。本機では MCACC によって、このプロレベルの精密な調整を誰でも簡単にできるようになりました。 

残響特性の測定 (Reverb) 


u ス ニン グルームの残響特性を測定します。 


視聴環境の周波数特性の補正 (Acoustic Cal EQ Pro.) 


「視聴環境の周波数特性の補正」とは、リスニングポイントでの視聴環境 I タルの周波数特性(以下、 F 特)の補正を 
意味します。全チヤンネルに同じ種類のスピーカーを使用しても、リスニングポイントでは音色が違って聞こえま 
す。これは、設置場所•設置方法•壁面•内装、など様々な影響により実際の F 特が違ってしまうためです。 

本機の「視聴環境の周波数特性の補正」では、リスニングルーム固有の F 特まで含めた補正をすることで、各チヤンネ 
ルの音のつながりが飛躍的に向上し、これまでにない実像感やリアルな移動感を再現します。スタジオや映画館など 
においてはこの補正は絶対に欠かせないものです。これがホームシアターとの大きな差でしたが、当社の研究によ 
り、一般家庭環境における F 特の補正には最も有効であるエンべ□—プ補正方式を採用し、この差を埋めることを可 
能にしました。また、本機では視聴環境の残響特性を考慮した F 特補正 (Advanced EQ Setup ) を標準的に行ってい 
ます。全チヤンネルの周波数特性をフラットにする 「ALL CH ADJUST 」 と、フロントスピーカーの特性に合わせ込 
む 「FRONT ALIGN 」 の2種類の補正カーブを用意しました。 
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システムセッ トアップ設定の手順 


音の詳細設定 


電源を入れてメニュー画面を開くまでの手順です。ここから各設定の操作に進めます。 



1 

3 





r-asa 


((f 11 



AV アンプ 
© 

本機の賺源を入れ、テレビの電源も入れる。 

テレビは本機の出力映像が表示されるように 
しておきます。 

[AV ァンプ j 

リモコンをアンプ操作モードにする。 

3 [設定 ) 

システムセットアップにする。 

〇 

丁レビ画面にシス丁ムセットアップが表爪さ 
れます。 


System Setup 


2. Auto MCACC 

3. Manual MCACC 

4. Manual SP Setup 

5.Input Assign 

6.Other Setup 

土： Exit 丨 



システムセツトアップの操作には下記のボタ 
ンを使います。 



(( 

• へッドホン使用中は、システムセットアップは表示できません。 

• 約3分間放置するとシステムセットアップ画面には自動的にスクリーン 
セーバー機能が働きます。 

• 入力が iPod または USB になっているときは、システムセットアップを行 
うことができません。 

• 一度登録した設定内容は本機に記憶されるため、システムを使用するたび 
に設定し直す必要はありません。ただし、スピーカーシステムの構成や配置 
を変更したり、新しくスピーカーを追加したときには、設定し直す必要があ 
ります。 

• システムセットアップ中は電源を切らないでください。電源を切るときは 
システムセツトアップを終了してください。 
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音の詳細設定 


スピーカーの使用用途を選択する 〜 Surr Back System 〜 


ここではスピーカー端子回(サラウンドバックチヤンネル)の使用用途を設定します。以下の項目から選択します。 
[Normal(SB)] :一般的なサラウンドバックスピーカー用 （6.1 ch または 7.1 ch システム） 

[Speaker B] : メインの 5.1 ch システムの音を、メインとは別に2 ch ダウンミックスしたステレオ再生用 
[Front Bi-Amp] :フロントスピーカーのバイアンプ駆動用 （5.1 ch システム） 


2 





[1 .Surr Back System ] を選んで決定する。 

[Normal ( SB )] と [ Speaker 巳 ]、 [Front Bi - Amp ] の選 
択画面が表示されます。詳しい説明は上記をご覧くださ 


し、 


[Normal ( SB )] か [Speaker B]、[Front Bi - 
Amp ] のいずれかを選んで決定する。 

3 戻るボタンを押す。 

サラウンドパックシステムの設定を終了します。 


[ Speaker 巳]、 [ Front 日 i - Amp ] を選ぶと、サラウンドバックスピーカーにつ 
いての各種設定を行うことはできません。 


プリアウト出力について 

上記設定に連動して、プリアウト端子のサラウンドバック ch から出力される 
音声が以下のようになります。 

[ No 「 mal ( S 巳)]のとき:サラウンドバック ch の音声 
[Speaker B ] のとき：ダウンミックスされた2 ch の音声 
[ Front 巳 i - Amp ] のとき：フロント ch と同じ音声 


サラウンドの自動設定 〜 Auto MCACC 〜 


本機のオートセットアップでは従来のマニュアル調整では難しかったさまざまな設定を、付属のセットアップ用 
マイクを使い自動で高精度に測定、設定することができます。「リスニング環境を測定して最適な設定をする 
(Auto MCACC )」 をご覧ください。 （—12 ページ） 
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音の詳細設定 


[Fine Ch Level ] を選んで決定する。 

スピーカー出カレベルの微調整を行う画面になります。 


テスト!-ーンは大きな音で再生されます 。 N 
MASTER VOLUME は自動的に0 dB にな 
り、テスト I -ーンが再生されます。 



フロント左チャンネルのレベルを調整して決定す 
る。 

フロント左チャンネルからテスト I ンが出力されま 

_す。_ 

4 調整したいスピーカーを選んでチャンネルレベル 
を調整する。 

選択したチャンネノレとそのチャンネルに対して最適と思 
われるもう1つのチャンネルから交互にテストトーンが 
出力されます。 

-10.0 dB から+1 0.0 dB の範囲内で、 0.5 dB 間隔 
_で調整することができます0 _ 

戻るポタンを押す。 

スピ_力_出カレベルの微調整を終了します。 

r サブウーファーからのテスト I ンは周波数が低いため、実際のレベルよりも I 
小さく聞こえる場合があります。 


リスニング環境をお好みに調整する 〜 Manual MCACC ~ 


スピーカー出カレベルの微調整 (Fine Ch Level ) 


K) —► r\ 




MCACC 


[3 .Manual MCACC ] を選んで決定する 0 


av アンプ 


フロント左スピーカーを基準としてその他のチヤンネルレベルを調整します。選択したチヤンネルとそのチヤン 
ネルに対して最適と思われるもう1つのチヤンネルからテスト I -ーンが再生されますので、そのテストトーンど 
うしが同じ大きさに聞こえるように調整します。 

音圧計をお持ちの場合は、音圧レベルを C ウェイト/スローモードで75 dB SPU こ調整してください。 


System Setup 

I.Surr Back System 
2.Auto MCACC 

4.Manual SP Setup 
5.Input Assign 
6.Other Setup 


システムセツトアップで使用するポタン 


[ 設定） 




[戻る J 

r \±> 


Manual MCACC では、設定をより詳細に手動で調整することができます。 

設定にはセットアップ用マイクを使用することがあります。マイクの接続のしかたは、12ページをご覧くださ 
い。また、マイクを接続する際は必ず、設定ボタンを押してシステムセットアップ画面が表示されている状態で 
差し込んでください。システムセットアップ画面が表示されていない状態でマイクを差し込むと Auto MCACC 
画面になってしまいます。 
















音の詳細設定 


スピーカーまでの距離の微調整 (Fine SP Distance ) 


選択したチヤンネルとそのチヤンネルに対して最適と思われるもう1つのチヤン 
ネルからテストパルスが再生されます。その2つのスピーカーに対してリスニン 
グポジシヨンから右図のように向き、2つのテストパ)レスの聞こえるポイントが 
中央になるように数値を調整します。このときさらに細かくポイントを中央にし 
たいときは、スピーカーの位置を数 cm 単位で動かしたり、向きを少し動かすこ 
とでポイントを中央にすることができます。なお、サブウーファーのテストパル 
スは他 ch と音色が異なります。サブウーファーの音がはっきり聞こえるように 
調整してください。また、サブウーファーの調整はお持ちのスピーカーの低域再生能力によって、設定値を上下 
したりスピーカーの位置を変えても聞こえ方の変化がわかりにくい場合があります。 





[3 .Manual MCACC ] を選んで決定する。 


^ [Fine SP Distance ] を選んで決定する。 

_スピーカーまでの距離の微調整を行う画面になります。 

フロント左チヤンネルのスピーカーまでの実測距 
離を入力して決定する。 

4 調整したいスピーカーを選んでスピーカーまでの 
距離を調整する。 

選択したチヤンネルのスピーカーともう1つのスピー 
カーからテストパルスが以下のように出力されます。 

R - L 
C - L 
SL-L 
SR - SL 
SBL-SL 
SBR - SBL 
SW - L 

0.1 m から 9.0 m の範囲内で、0.1 m 間隔で設定できます。 

' a テストパルスは大きな音で再生されます。' 

/ J \ MASTER VOLUME は自動的に0 dB にな 

注意 りテストパルスが再生されます。 

V_ J 

戻るポタンを押す。 

スピーカーまでの距離の微調整を終了します。 
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テストパルスの聞こえるポイントがどうしても中央に定位しないときは、ス 
ピーカーと本機の ㊉ 、 ㊀ 端子が正しく接続されているかを確認してください。 
㊉ と ㊀ が逆に接続されていると中央に定位しません。 










音の詳細設定 


嘗^0部屋の^^性を考慮した周波数特性の捕正 (Advanced EQ Setup ) \ f ^ 


残響特性とは視聴環境における音の響き方のことです。ここでは残響特性の測定、それに適した周波数特性の補 
正を行うことができます。チャンネルごとに響き方が異なったり、周波数ごとに響き方が異なるような視聴環境 
では 「Advanced EQ Setup 」 が特に効果を発揮します。 

Advanced EQ Setup では、視聴環境の I タルな周波数特性をマイクを用いたオートセットアップにより自 
動で補正(均一化）します。この際、残響を測定する時間位置を手動で設定します。補正カーブには 「ALL CH 
AD JUST 」 と 「FRONT ALIGN 」 の2種類がありますが、それらの補正カーブをお好みで調整して 「 CUSTOM 1」、 
「 CUST 0 M 2」 として保存することもできます。 

補正カーブを自動測定する 


サラウンドの設定を手動で行ったときにこの 「Advanced EQ Setup 」 で補正カーブを自動測定します。「リスニング環 
境を測定して最適な設定をする ( AutoMCACC )」（— l 2ベージ)で才一トセットアップしたときは、すでに最適な時間位 
置を自動で決定した補正が行われています (EQ TYPE の選択が TYPE 1のときは ALL CH ADJUST のみ )。 Advanced 
EQ Setup では時間位置を自由に選択して EQ 補正することができます。 

Advanced EQ Setup を行うと、既に設定されている ALL CH ADJUST や FRONT ALIGN の補正力ーブが上書きされま 
す。上書きしたくないときは 「EQ Data Copy 」 で CUSTOM 1または CUST 0 M 2 へ補正力ーブを保存してください。 




[Advanced EQ Setup ] を選んで決定する。 

_ EQ TYPE の選択画面になります。_ 

4 [ TYPE 1] または [ TYPE 2] のどちらかを選んで決 

定する。 

TYPE 1を選ぶと ALL CH ADJUST の補正カーブのみ 


を、 TYPE 2 を選ノ； Ti と ALL CH ADJUST と FRONT 
ALIGN の両方の補正カーブを調整します。 
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音の詳細設定 



時間位置を選ぶ 

補正時間位置を次の中から選択します： 〇〜 20 ms 、 

1〇〜 30 ms 、 20〜40 ms 、 30〜 50 ms 、 40~ 
60 ms 、 50〜 70 ms 、 60〜 80 ms o 
マルチチヤンネルでの音像の定位感や各スピ_力_か 
らの音の繋がりは直接音(初期反射音も含む)に左右さ 
れます。ここでの選択で、早い時間位置 (0 〜 20 ms 、 

1〇〜 30 ms など)を選択すると直接音寄りな補正(部屋 
の残響音をあまり考慮しない補正)を行います。遅い時 
間位置 (60 〜 80 ms 、 50〜 70 ms など)を選択すると 
残響音を含んだ補正を行います。 

残響特性を考慮した補正としては30〜 50 ms をおすす 
めします。 


6 時間位置を決定する 

自動測定がスタートします。 


テストトーンは大きな音で再生されます。 
MASTER VOLUME は自動的に0 dB にな 
り、テストトーンが再生されます。 


測定が終了すると、自動的に手順3のディスプレイに戻 
ります。この測定のデータを使って下記の項目に進めま 
す。 

[EQ Data Copy ] :測定結果を保存する 

[EQ Custom 1/2 Adjust ] :保存データを調整する 

[EQ Data Check ] :測定結果を確認する 

自動測定された補正カーブを手動で調整する 



あらかじめ 、 「Auto MCACC 」（- 12ページ)または 「Advanced EQ Setup 」 063ページ)を行 IA 補正力ーブ 
を自動で調整しておいてください。ここではすでに調整されている 「ALL CH ADJUST 」 または 「FRONT ALIGN 」 
の補正力ーブを 「 CUST 0 M 1」 または 「 CUST 0 M 2」 に保存し、その補正力ーブを手動で調整する方法を説明しま 
す。 




2 


3.Manual MCACC 



b. Fine SP Distance 

c. Advanced EQ Setup 



e.EQ CUSTOM1 Adjust 
f .EQ CUSTOM2 Adjust 
g.EQ Data Check 



[3 .Manual MCACC ] を選んで決定する。 

_詳細なサラウンド設定になります。_ 

[EQ Data Copy ] を選んで決定する。 

[ CUSTOM 1 ] または [ CUST 0 M 2] に保存する補正力一 
ブの種類を選択する画面になります。 
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音の詳細設定 


[ CUST 0 M 1] または [ CUST 0 M 2] のどちらに保 
存するかを選ぶ。 

4 補正カーブの種類を選んで決定する。 

[ALL CH ADJ ] と [FRONT ALIGN ]' [CUSTOM 1 ] と 
_ [ CUST 0 M 2] から選択します。_ 

[0 K ] を選んで決定する。 

補正カーブが保存されます。 

手順6からは保存した補正カーブの調整を行います。 

_戻るボタンを押すとコピーは行われません。_ 

手順3で選んだ保存先 ([EQ CUSTOM 1 Adjust ] ま 
v たは [EQ CUST 0 M 2 Adjust ]) を選んで決定する。 

_保存した補正カーブの手動調整になります。_ 

7 テストトーンの種類として [ALL CH ADJUST ] 
または [FRONT ALIGN ] を選んで決定する。 

テスト I ンが出力されます。 

A テストトーンは大きな音で再生されます。' 

MASTER VOLUME は自動的に〇 dB になり、 

注意数秒後にテストトーンが再生されます。 

V_ ノ 

[ALL CH ADJUST ] :サブウーファーを除いたすべて 設 

のスピーカーのフラット化補正。 帘 

[ FRONTALIGN ] :フロントスピーカーの特性に合わせ 

た補正。 

それぞれの周波数帯域が同じレベルになるように調整し 
てください。 
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音の詳細設定 



8 調整したいチャンネルを選ぶ。 

手順7で [FRONT ALIGN ] を選択したときは、ここで 
_ [ Left ] と [ Right ] を選択することはできません。_ 

9 調整したい周波数帯域を選ぶ。 

10手順 g で選んだ周波数帯域を調整する。 

— 6.0 dB から +6.0 dB の範囲内で、0.5 dB 間隔で調 
整することができます。 

f . 調整中に 「 OVER !!」 がディスプレイに表示されたときは、その帯域または| 
他の帯域のレベルが高すぎるので、 「 OVER !!」 表示が消えるまで、さまざま 
な帯域のレベルを下げてください。 

• 「スピーカーシステムの設定」で SMALL (小）に設定されたチャンネルは 
40 Hz を選択することはできません。 

• 「 TRM 」 では、それぞれの帯域を調整することで、変わってしまったその 
チヤンネルレベルの全体的なバランスを調整します。 


手順 9 〜 10 を繰り返して、各周波数帯域を調整し 
ます。 

チヤンネル選択のディスプレイにする。 

手順8へ戻ります。手順8〜12を繰り返して、各チャンネ 
_ルの周波数帯域を調整します。_ 

13戻るポタンを押す。 

_手順7へ戻ります。_ 

14 戻るボタンを押す。 

[EQ CUSTOM Adjust ] モードを終了します。 
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補正 カーブを 確認する 


音の詳細設定 


「Auto MCACC 」（— 12ページ)または 「Advanced EQ Setup 」 063ページ)で設定された、すべての補正力ーブを 
確認することができます。 


System Setup 


I.Surr Back System 
2.Auto MCACC 

4.Manual SP Setup 
5.Input Assign 
6.Other Setup 


±>: Exit 


2 


3.Manual MCACC 


a. Fine Ch Level 

b. Fine SP Distance 

c. Advanced EQ Setup 

d. EQ Data Copy 


e.EQ CUST0M1 Adjust 
f .EQ CUSTOM2 Adjust 



±>:Return 


3 


4 


1 3g.EQ Data 

Check | 

1 

ALL CH ADJUSTI^^^^H 

[Left 

] 

40Hz 

+ I.OdB 

125Hz 

O.OdB 

250Hz 

0.0 dB 

4kHz 

O.OdB 

13kHz 

O.OdB 

TRIM 

O.OdB 


±> : Return 


3g_EQ Data 

Check 

AL し CH 

ADJUST 



40Hz 

+ I.OdB 

125Hz 

O.OdB 

250Hz 

O.OdB 

4kHz 

O.OdB 

13kHz 

O.OdB 

TRIM 

O.OdB 


±>:Return 




システムセツトアップで使用するポタン 



[3 .Manual MCACC ] を選んで決定する。 


_詳細なサラウンド設定になります。_ 

[EQ Data Check ] を選んで決定する。 
補正カーブの種類を選んで決定する。 


[ALL CH ADJUST]、[FRONT ALIGN] 、 [CUSTOM 1]、 
[ CUST 0 M 2] から選びます。 


f 再生中に EQ CHECK を行うと、補正カープごとに試聴でき、聴き比べること | 
ができます。なお [ OFF ] は EQ 補正をしていない音です。 


4 確認したいチャンネルを選ぶ。 設 

そのチャンネルの周波数帯域の設定値がディスプレイに& 
表示されますので、確認します。 

手順3で [FRONT AUGN ] を選択したときは、ここで 
[ Left ] と [ Right ] を確認することはできません。 


: : 手順3〜4を繰り返して補正カーブとチャンネルを 

確認します。 

6 戻るポタンを押す。 

[EQ Data Check ] モードを終了します。 
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音の詳細設定 


スピーカーやサブウーファーの音を調整する 〜 Manual SP Setup 〜 


「リスニング環境を測定して最適な設定をする (Auto MCACC )」（—1 2ページ)でオートセットアップを行った場 
合はすでに設定されています。必要に応じてお好みで再設定できます。 


スピーカー接続と低音苒生能力を設定する (Speaker Setting ) 


各チャンネルに接続されたスピーカーの有無や低域再生能力の大小を設定することで、再生するソースの全音域 
を最適なチャンネ)レへ配分します。お持ちのスピーカーシステムや視聴環境などに合わせて正しく設定してくだ 
さい。サブウーファーの再生する音域成分については、69ページをご覧ください。 




[4 .Manual SP Setup ] を選んで決定する。 


[Speaker Setting ] を選んで決定する。 

_スピーカーシステムの設定になります。_ 

それぞれのスピーカーについて、それらのサイズ 
や再生能力に合わせて設定する。 

スピーカーごとに以下を選べます。各項目の意味と設定 
方法については次ページの説明をご覧ください。 


Front 

(フロント） 

[ LARGE ] [ SMALL ] 

Center 

(センター） 

[ LARGE ] [ SMALL ] [ NO ] 

Suit 

(サラウンド） 

[ LARGE ] [ SMALL ] [ NO ] 

SB 

[ LARGEX 2] [ LARGExl ] 

(サラウンドバック） 

[ SMALLX 2] [ SMALLxl ] [ NO ] 

SUB W . 

(サブウーファー） 

[ YES ] [ PLUS ] [ NO ] 


4 戻るポタンを押す。 

[Speaker Setting ] を終了します。 


THX 認証のスピーカーシステムをご使用の際は、すべて [ SMALL ] に設定して 








スピーカーシステム設定の目安 


音の詳細設定 


スピーカーシステム組み合せ可能一覧 


Front 

( フロント） 

[SMALL] 

[ LARGE ] 

Center 

( センター） 

[SMALL] [ NO ] 

[ LARGE ] [ SMALL ] [ NO ] 

Suit 

( サラウンド） 

[SMALL] 

[ NO ] 

[ LARGE ] 

[ SMALL ] 

[ NO ] 

SB 

( サラウンドバック） 

[SMALL X 2 / Xl ] 

[ NO ] 

[ NO ] 

[LARGE x 2 / xl ] 
[SMALL X 2 / xl ] 
[ NO ] 

[SMALL X 2 / xl ] 
[ NO ] 

[ NO ] 

SUB W. 

( サブウーファー） 

[YES] 

[ YES ] [ NO ] [ PLUS ] 


太字：工場出荷時の設定 


[ SMALL ] : 低域再生能力が十分ではない小型スピーカー 

(低音域は他の [ LARGE ] スピーカーやサブウーファーから出力) 

[ LARGE ] : 低域再生能力のあるフルレンジ • スピーカー 


[ X 2/ X 1 ] :サラウンドバックスピーカーの接続本数 (2 本または1本） 

[ YES ] : サブウーファーを接続している場合 

[ PLUS ] : フロント/センターの低域成分を、サブウーファーからも同時に出力させる低域の再生量がもっと 
ち多いモード 

常に (2 ch 再生時でも)サブウーファーから低域が出力されるため、量感のある重低音をお好みの 
方にお勧めの設定(詳しくは下図参照） 

[ N 0] : 接続していない場合(該当 ch の成分は他のスピーカーより出力） 

サブウーファーの [ PLUS ] は才一トセツトアップでは設定されません。お好みに応じて設定を変更してください。 

サブウーファーの再生する音域成分 


設 

定 


フロント、センタースピーカーの設定によってサブウーファーの再生する音域成分は以下のようになります。 


フロント/センター 
スピーカー 

サブウーファー 

LFE (超低域効果音)成分 

低域成分 

中•高域成分 

SMALL 

YES 

A _ 

_ ^ 


^-:- rr^ - r 

LARGE 

YES 



LARGE 

NO 



LARGE 

PLUS 

A _ 

A _ i k 



^-:- r 


争サブウーファーの再生音域 
争フロント/センターの再生音域 


_ □ c _ 

クロスオーバー周波数(工場出荷時： 80 Hz ) 

お手持ちのスピーカーに合わせて設定してください 
い70ページ） 


サブウーファー [ PLUS ] に設定した場合、サブウーファーの低域成分とフロントの低域成分の打ち消し合いが発生し、十分な低音の効 
果が発揮されないことがあります。このような場合は 、 Auto MCACC でスピーカーの距離の設定 (Speaker Distance ) を行い (—1 2 
ページ )、 PHASE CONTROL モードを 「 ON 」 にしてくださし44ぺージ)。 
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音の詳細設定 


クロスオーバー周波数を設定する (Crossover Network ) 


「スピーカーシステムの設定 J で [ SMALL ] (小)に設定されたスピーカーがあるとき、何 Hzm 下の低音域を他のスピー 
カー(サブウーファーを含む)で再生するか、または LFE 信号の何 Hz 以下の低音域を再生するかを設定します。 
サブウーファーの再生する音域成分については、69ページをご覧ください。 


2 


I System Setup 


1 .Surr Back System 

2. Auto MCACC 

3. Manual MCACC _ 


5.Input Assign 
6.Other Setup 


4.Manual SP Setup 


a.SDeaker Setting _ 

c. Channel Level 

d. Speaker Distance 

e. THX Audio Setting 

f. THX Speaker Setup 



[4 .Manual SP Setup ] を選んで決定する。 

[Crossover Network ] を選んで決定する。 

クロスオーノ（一周波数の設定になります。 


3 


4b.Crossover Network 
Frequency 

(THX : 80Hz) 

セ ： Finish 


他のスピーカーで再生する低音域を何 Hz 以下にす 
るかを選択して決定する。 

[50 Hz ][80 Hz ] [100 Hz ][150 Hz ][200 Hz ] の中 
から選びます。 


4 戻るポタンを押す。 

クロスオ_ノ（一周波数の設定を終了します。 


• 工場出荷時は80 Hz に設定されています。 

• それぞれのスピーカーの性能によりますがノ」 v 型スピーカーを使用している 
場合は200 Hz に設定することをお勧めします。 

• THX スピーカーをご使用の場合、80 Hz に設定してください。 
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テストトーンを聞いて出カレベルを調整する (Channel Level ) 




Caution! 

Loud test tones 

will be output. 

: Cancel 



それぞれのチヤンネルレベルを調整する。 

— 1 0.0 dB から+1 0.0 dB の範囲内で、0.5 dB 間隔 
で調整することができます。 

サブウーファーからのテスト I ンは周波数が低いため、実際のレべ| 
ルよりも小さく聞こえる場合があります。 


2 [Channel Level ] を選んで決定する 0 

スピーカー出カレベルの設定になります。 


Setting 


[4 .Manual SP Setupl を選んで決定する 0 


AV アンプ 


リスニングポジション(視聴位置)での各チャンネルの音量レベルが一定にそろうように調整します。実際に出力 
されるテストトーンを耳で確かめながら手動で各スピーカーの出カレベルを調整します。音圧計をお持ちの場合 
は、音圧レベルを C ウェイト/スローモードで75 dB SPL に調整してください。 


System Setup 

I.Surr Back System 

2. Auto MCACC 

3. Manual MCACC_ 


>.Input Assign 
j.Other Setup 


システムセツトアップで使用するポタン 


1 設定） 


公 

(**) 


[戻る] 

へ 土 


音の詳細設定 


設定 



71 























音の詳細設定 


一までの距離を調整する (Speaker Distance ) 


リスニングポジション(視聴位置)からスピーカーまでの距離を設定することにより、各チャンネルの遅延時間が 
自動的に算出され、リスニングポジションで適切なサラウンド効果を得ることができます。マニュアルで設定す 
る場合は、それぞれのスピーカーから視聴位置までの距離を測り、ここで指定してください。 





e. THX Audio Setting 

f. THX Speaker Setup 




[4 .Manual SP Setup ] を選んで決定する。 


[Speaker Distance ] を選んで決定する。 

スピーカーまでの距離の設定になります。 



設定する スピーカーを 選んで スピーカーまでの 距 
離を設定する。 

0.1 m から 9.0 m の範囲内で、0.1 m 間隔で設定できます。 

サラウンドバックスピーカーを2本接続した場合は、それらの設置| 
(「 S 巳 R 」 と 「 SBL 」） および設定をリスニングポジションから等距離に 
しますと、 THX モードの効果が最大限に発揮されます。 


4 戻るポタンを押す。 

[Speaker Distance ] を終了します。 


より正確な距離の調整は、「スピーカーまでの距離の微調整 (Fine SP 
Distance )」（—62 ベージ)をご覧ください。音像や定位感がさらに 
向上します。 
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音の詳細設定 


サラウンドパックスピーカー間の S 頤 I を設定する (THX Audio Setting ) 


THX Ult 「 a 2 規格で新規に開発された ASA (Advanced Speaker Array ) 技術を用いた 、 THX Select 2 Cinema 
と THX MusicMode、THX Games Mode に最適な効果をもたらすための設定です。サラウンドバックスピー 
カー間の距離(〇 m 〜 0.3 m 、0.3 m 〜 1.2 m 、1.2 m 以上の3段階)に応じて処理を変化させます。 THX の推 
奨するスピーカー配置は下図のとおりです。 

「Speaker Setting 」（—68 ページ)でサラウンドバックスピーカーを[ N 0]または [ xl ] で設定したときは、この 
項目は選択できません。また、 「 Suit Back System 」（—60 ページ)で 「Speaker B 」 または 「Front Bi-AMPJ 
を選択したときもこの項目は選択できません。 


System Setup 


I.Surr Back System 

2. Auto MCACC 

3. Manual MCACC 



5.Input Assign 
6.Other Setup 


±>: Exit 


2 


4.Manual SP 

Setup 

a. Speaker 

b. Crossov 

Setting 
er Network 

c.Channel 

Level 

d.Speaker 

Distance 

wm mi 1 

f.THX Speaker Setup 


±)：Return 1 


3 


4e.THX Audio Setting 
SB SP Position 

SBL-SBR 

±>:Finish 


システムセツトアップで使用するポタン 



[4 .Manual SP Setup ] を選んで決定する。 


[THX Audio Setting ] を選んで決定する。 

_サラウンドパックスピーカー_間の距離の設定になります。 

サラウンドバックスピーカー間の距離を選ぶ。 

[0.0 —0.3 m ]、 [>0.3— 1.2 m ]、[1.2 m く]のいずれ 設 
_かを選びます 0 __ 定 

4 戻るポタンを押す。 

[THX Audio Setting ] を終了します。 
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音の詳細設定 


Auto MCACCB 寺の THX スピーカー設定 (THX Speaker Setup ) 


THX 認証のスピーカーシステムを使用しているときは [ YES ] を選択します。 [ YES ] に設定すると 、 Auto MCACC 
を行った際 、 [Speaker Setting ] ですベてのスピーカーが SMALL (小)に設定されます。 




[4 .Manual SP Setup ] を選んで決定する。 
[THX Speaker Setup ] を選んで決定する。 

THX スピーカーシステムかどうかを選ぶ。 

[ N 0]または [ YES ] のどちらかを選びます。_ 

4 戻るポタンを押す。 

[THX Speaker Setup ] を終了します。 
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入力端子の設定 


リア7《ネル端子に入力した音声/映像信号を設定する 〜 Input Assign 

デジタル入力端子を設定する (Digital Input ) 


デジタル入力端子 ( Optical ⑴〜 S および Coaxial HI 〜 El ) に接続したデジタル機器が、工場出荷時の設定と異な 
るときに設定します。たとえば、光デジタル端子 (Optical Q ] 〜回)を使って DVD プレーヤーをつなぎたい場合 
(初期設定では DVD プレーヤーは Coaxial ffl のため)、設定を変更します。 

•「 TUNER 」、「 USB 」 はデジタル入力の設定をすることができません。 




システムセツトアップで使用するポタン 






1 

[5 .Input Assign ] を選んで決定する。 

入力に関する設定画面になります。 

2 

[Digital Input ] を選んで決定する。 

デジタル入力の設定になります。 

3 

変更したい入力を選んで適切な機器に変更する。 

たとえば、 Optical !]] に DVD プレーヤーをつないだ場合 
は、[〇 ptical -1] を [ DVD / LD ] に変更します。 

4 

戻るボタンを押す。 

[Digital Input ] を終了します。 

システムセットアップを終了するときは、^を押します。 


工場出荷時の各入力端子の設定は以下のとおりです。 

Optical [ H ： DVR/VCR 1 Coxial H ： DVD/LD 

Optical [ 2 ]: TV/SAT Coxial 0: DVR / VCR 2 

Optical H]：CD 

• 同軸デジタル入力 (Coxial E 、 HD と光デジタル入力 (Optical HHU ) で同 
じ入力を選択することはできません。同じ入力を選択した場合は、元に設定 
されていた入力が OFF に切り換わります。 
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入力端子の設定 


-ネント / D 4 ビデオ入力端子を設定する 


•Wf Wf み 


コンポーネントビデオ入力端子 (Component m 〜 ®) または D 4 ビデオ入力端子 ( D 4 Video □または囡)に映 
像機器を接続したときにこの設定を行います。 

• 選択できる入力は [ DVD / LD ]、[ TV / SAT ]、[ DVR / VCR 1 ] および [ DVR / VCR 2] です。 


System Setup 


I.Surr Back System 

2. Auto MCACC 

3. Manual MCACC 

4. Manual SP Setup 

6.Other Setup 


±>: Exit 



2 


5. Input Assign 
a.Digital Input 
c.HDMI Input 


±>:Return 


3 


5b.Component/D4 Input 


Component - 1 •*■•13■‘ 
Component - 2 [ OFF ] 
Component - 3 [ OFF ] 
D4 Video - 1 [ OFF ] 
D4 Video - 2 [ OFF ] 


±>:Finish 


[5.Input Assign] を選んで決定する。 

_入力に関する設定画面になります。_ 

[Component/D4 Input] を選んで決定する。 

__□ンポーネント/ D 4 ビデオ入力の設定になります。_ 

変更したい入力を選んで設定変更する。 

たとえば、 Component □ に DVD プレーヤーを接続し 
たときは、 [ Component - 1 ] で [ DVD / LD ] を選びます。 
(この場合、音声についても DVD / LD 音声入力を使用し 
てください。） 


5b.Component/D4 

Input 

Component ■ 1 


Component - 2 

OFF ] 

Component - 3 

OFF ] 

D4 Video -1 

OFF ] 

D4 Video - 2 

OFF ] 


±>:Finish 



4 戻るポタンを押す 

[ Component / D 4 Input ] を終了します。 

システムセットアップを終了するときは、$を押します。 


• Comonent [ U 〜[ I ]と D 4 Video [ II 〜囡で、同じ入力を選択することはで 
きません。同じ入力を選んだときは、先に設定されていた入力が OFF に切り 
換わります。 

• コンポーネントビデオ端子、 D ビデオ端子の使用については、「映像機器の 
接続について」 （—26 ページ)をご覧ください。 

• コンポーネントビデオまたは D 4 ビデオ入力を設定したときは、ビデオコン 
バート機能が働かなくなります。本機と他機器をコンポーネントビデオま 
たは D 4 ビデオで接続するときはテレビともコンポーネントビデオまたは 
D 4 ビデオで接続してください。 


76 






入力端子の設定 


入力端子を設定する ( HDMHnput ) ] ; B 


HDMI 入力端子1〜2に接続した HDMI 機器が、工場出荷時の設定と異なるときに設定します。 HDMI 機器の映像 
をどの入カフアンクシヨンで再生するかを設定します。 

HDIVH 機器の音声を本機で再生するときは、 HDM 膜続とは別に、音声端子の接続が必要になります。詳しくは 
「HDMI 対応機器の接続」 （-31 ページ)をご覧ください。 

•選択できる入力は [DVD/LD]、[TV/SAT]、[DVD/VCR 1 ] および [DVD/VCR2] です。 




変更したい入力を選んで設定変更する。 

たとえば、 HDMI IN 2に HDMI 対応 DVD プレーヤーを 
接続したときは、 [HDMI-2] を [DVD/LD] にします。=» 
(この場合、 HDMI 対応 DVD プレーヤーの音声も DVD/ — 
L □音声入力を使用してください。） ^ 


4 戻るポタンを押す。 

[HDMI Input] を終了します。 


システムセツトアップを終了するときは、^を押します。 
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入力端子の設定 


その他の設定をする 〜 Other Setup 〜 


ツク レンジコントロールを設定する (DRC Setup ) 


ダイナミックレンジとは再生能力を表す用語で、どのくらい小さい音から大きい音までを正しく（小さな音はノイ 
ズに埋もれずに、大きな音は歪まずに)再生できるかを数値 (dB) で表したものです。ダイナミックレンジコント 
□ールとは、このダイナミックレンジを圧縮する機能です。音量を下げて映画などを楽しむ場合でも、微小な音 
が聞き取りやすくなります。この効果が得られるのは、ダイナミックレンジコント□ール対応のドルビーデジタ 
ルまたは DTS ソフトだけです。 


0 - -SN 

システムセッ ト アップで 使用す るポタン 

(設定） ^■ご p [民る J 

AV ァンプ 1 ― ► ハ ― ► ( + (い定)と+) ― ► f \±> 

_ ^ _ 



1 

[6.0 ther Setup ] を選んで決定する。 

2 

[DRC Setup ] を選んで決定する。 

ダイナミックレンジコント □— ルの設定になります。 

3 

[ OFF ]、[ MID ]、[ MAX ] から選択する。 

[OFF]： ダイナミックレンジを圧縮しません。 

[MID] :ダイナミックレンジを多少圧縮します。 

[MAX] :ダイナミックレンジを最大に圧縮します。 


4 戻るボタンを押す。 

[DRC Setup] を終了します。 

システムセツトアップを終了するときは、^を押します。 





W - 

• 工場出荷時は [ OFF ] に設定されています。 

• 大きい音量で楽しむときは、 DRC を OFF にすることをお勧めします。 
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入力端子の設定 


デュアルモノラル音声を設定する (Dual Mono Setup ) 


モノラルの音声チャンネルを2つ持つデジタル信号のことを1+1デュアルモノラル信号とし'!います。ここではデュア 
ルモノラル信号が入力されたときにどちらの音声を再生させるかを設定します。以下のような1+1デュアルモノラ 
ルフォーマットのソースにのみ有効です。 

• BS デジタル放送 (MPEG-2 AAC) のモノラルの二力国語放送や音声多重放送など 
• 二 力国語放送などを DVD レコーダーのドルビーデジタル • デュアルモノラルモードで録画したもの 
ステレオの 二 力国語放送などはデュアルモノラルとは異なるフォーマットになります。 

録画モードの名称は機器によって異なります。詳しくは DVD レコーダーの取扱説明書をご覧ください。 



3 




[ CHI ]、[ CH 2 ]、[CHI CH 2] から選択する。 

[CH1] :チャンネル1の音声のみを再生する場合。 

[CH2] :チャンネル2の音声のみを再生する場合。 定 

[CHI CH2] :チャンネル〗、2の音声を左右のフロン 
_トスピーカーから振り分けて再生する場合。_ 

4 戻るポタンを押す。 


[Dual Mono Setup] を終了します。 


システムセツトアップを終了するときは、^を押します。 
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入力端子の設定 


LFE アッテネーターを設定する (LFE ATT Setup ) 


ドルビーデジタル信号や DTS 信号に含まれる LFE 成分(超低域信号成分)の信号レベルが大きすぎて、スピーカーか 
ら出る音に歪みが生じてしまう場合に、その信号レベルをアツテネート(減衰)する量を設定することができます。 



3 卜 E ATT setup _ [ ATTOdB]、[ATT lOdB ], [LFE OFF ] から選 

LFE ATT 択する。 

[ATT OdB] :収録されているレベルのまま再生しま 
す 0 

加⑽ [ATT 1 OdB ] :レベルを10 dB アツテネート（減衰） 

します。 

_ [LFE 0FF1 : LFE 成分の音が出なくなります。_ 

4 戻るボタンを押す。 

[LFE ATT Setup] を終了します。 

システムセットアップを終了するときは、^を押します。 

| • すべてのアッテネート(減衰)量で試し、最適な状態に設定することをお勧| 
めします。 

• 工場出荷時は [0] に設定されています。 
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入力端子の設定 


ビデオコンバーターを設定する (Video Cony /. Setup ) 


ビデオコンパーターを [ON] にすると、すべてのアナログ映像信号をすべての MONITOR OUT 端子から出力するこ 
とができます。詳しくは「日央像機器の接続について(ノ くイオニアビデオコンノ（ータ ー )」026ベージ)をご覧ください。 





[Video Conv . Setup ] を選んで決定する 0 

ビデオコンバーターの設定になります。 



[ ON ] または [ OFF ] を選ぶ。 

[ON] :ビデオコンパ_夕_機能が働きます。 

[OFF] :ビデオコンパ_夕_機能は働かずに、入力され 
た映像信号と同じ出力信号のみが MONITOR OUT から 
出力されます。 



4 戻るポタンを押す。 設 

[Video Conv. Setup] を終了します。 定 

システムセツトアップを終了するときは、7を押します。 


「コンポーネント / D 4 ビデオ入力端子を設定する」 （—76 ページ)で設定を 
行った場合、設定された入力は「〇 N 」 に設定されていてもビデオコンバート機 
能が働かなくなります。 
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II モコンによる他機器の操作 


他機器を操作するための U モコン設定をする 


付属のリモコンを使って、本機以外のパイオニア製品や他社の機器（ビデオデッキ、テレビ、 DVD、CD プレー 
ヤーなど)を操作することができます。お手持ちの機器のプリセットコードがリモコンに登録されている場合は、 
該当するコードを呼び出すだけで操作できるようになります。 


他機器の U モコン信号を本機の U モコンに呼び出す(プ U セツトコード設定) 


本機付属のリモコンには、複数の AV 機器(他社製品を含む)のリモコンコードが登録されてし'!ます。登録する機器のブラ 
ンド名から検索することが可能です。 

各ポタンの役割は「リモコンで他機器を操作する」卜83ベージ)をご覧ください。 


^ 7 ^ AV アンプポタンを押しながら設定ボタ 
ンを押す。 

リモコンに 「SETUP」 が表示されます。 
設定を中止するには AV アンプボタンを2秒間 
し = 押し続けます。_ 

し^ 「 PRESET 」 を選んで決定する。 

(ZD 「EXIT」 を選んで決定すると設定を終了しま 

す。 
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I DVD J 




recrora ⑽ J 

| CP ) し iPod | fTUNER | 


© 

o' 


操作したい機器のマルチコント 
□ールボタンを選んで決定する。 

DVR2 のように黒い四角枠で表示さ 
れた機器はシフトボタンを押しなが 
ら選びます(例： DVR2 を選ぶときは 
シフトと DVR1 を押す）。 


4 登録する機器のブランド名の頭文字を選 
( p ) んで決定する。 

たとえば、パイオニアを登録するときは、 

__ _「p」 を選びます。_ 

5 登録する機器のブランド名を選んで決定 
@ t る。 

c±p 


iPod ボタンと USB ボタンにはプリセット 
コードを登録することができません。 

プリセットのコード番号は、数字が大きいほ 
ど新しい機器に対応しています。 

正しく設定できているようでも、一部のボタ 
ンのみ違うコード番号も複数あります。実際 
に操作できるかを確認してください。 
すべてのモデルには対応していません。ま 
た、もとの機器に入っていなし瀨能は動作し 
ません。 


パイオニア製の他機器コードに関する諸注意 

• HDD 内蔵 DVD レコーダーの4コードは 
PIONEER DVR 487,488,489,493 
に対応しています。 

• 〇5年夏以前に発売されたプラズマテレビを 
お持ちの方は、667、638 (地上波対応)や 
639( BS デジタル対応)など、必要に応じて 
お試しください。一部海外向けのコードも内 
蔵されているため、 TV の10 ch /1 1 ch / 
12 ch が誤作動するものもあります。 

• TV のコード番号670は HDD 内蔵プラズマ 
テレビの録画再生機能に対応しています。誤 
動作防止のため、通常 TV 系コードを使用す 
る場合は、コード番号669以下のコード香 
号を選んでください。 


現在設定されているコード番号の確認 

登録後に、そのプリセツトコードを確認できま 
す。手順3で 「READ ID 」 を選んで決定すると、 
登録されているブランド名とコード番号が約3 
秒間表示されます。 


6 


<^> 

© 


登録する機器とコード番号を選んで決定 
する。 

たとえば、 DVD プレーヤーの場合は 「DVD」、 
コード番号が複数あるときはそれぞれのコー 
ド番号で試してみてください。入力機器6ボ 
タンを押して、その機器の電源を入/切でき 
れば正しいものが選ばれたことになります。 
「0K」 が表示されて、登録が終了します。 
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Iavtv 5) AV アンプポタンを2秒間押し続けて、プ 
リセットコード設定を終了する。 








II モコンによる他機器の操作 


U モコンで他機器を操作する 


• 以下のリモコン操作を行うには、あらかじめ操作したい機器のリモコンコードを登録しておく必要がありま 
す。詳しくは「他機器のリモコン信号を本機のリモコンに呼び出す(プリセツトコード設定)」 （—82 ページ)を 
ご覧ください。 

• 実際に操作を始める前に操作したい機器の他機器操作ポタンを押して、リモコンをその機器の操作モードにし 
てください。各機器の詳しい機能については、それぞれの取扱説明書をお読みください。 

• 機種によっては操作できないボタンもあります。 


機能 

ボタン 

DVD プレーヤー 

LD プレーヤー 

DVD レコーダー 

ビデオデッキ 

CD プレーヤー 

CDV プレーヤー 

MD レ□ーダー 
カセットデッキ 

テレビ 

CATV 

巳 S/CS デジタ好ューナ ー 
地上デジタルチューナー 

入力機器6 

電源の入/切（スタンバイ） 


前チャプター 
(トラック）頭出し 

青、ページ戻る 

►►1 

次チャプター 
(トラック）頭出し 

黄、ページ進む 

II 

一時停止 

赤、テレビ/ラジオ 

► 

再生 

テレビ切換 

►► 

早送り 

番組情報 

◄◄ 

早戻し 

d (データ連動） 

■ 

停止 

緑、信号切換 

• 録画 
(シフト +►) 


録画/録音の開始 


録画停止 
(シフト +■) 


録画/録音の停止 


ジュークボックス 
(シフト+ ►►!) 


ジュ-ク機能の 



数字ボタン 

メニュー画面の操作 

チヤプタ ー（ トラック）の選択 

チャンネルの選択 

+10ボタン 

チャプター（トラック）の選択 （ 10以上の数値入力用） 

チャンネルの選択 
(2 桁以上の 
数値入力用） 

決定/ 

DISC 

[DVD プレーヤー] 
CLEAR ボタン 
として使用 
[LD プレーヤー] 

A / 巳面の切り換え 

セットアップ画面 
(DISC NAVI )© 

表示 

決定ボタンと 
して使用 

[CD チェンジヤー] 
ディスクの選択 

チャンネル入力に使用 

トップメニュー 

トップメニューの表示 



巳 S メニュー画像切換 

メニュー 

ディスクのメニュー画面の表示 



メニュー画面の選択 

善 t — + 

決定 

各メニュー画面の操作 

番組表 

セットアップ画面の表示 



番組表の表示 

CH +/- 

チヤンネルの選択 


チヤンネルの選択 

音声 

音声(言語)の選択 


音声切換、衛星切換 

字幕 

字幕(言語)の選択 



チヤンネル戻し 

HDD 

(シフト+ 

CH -) 


[HDD 内蔵 

DVD プレーヤー] 
HDD 操作の選択 




DVD 

(シフト+ 

CH +) 


[HDD 内蔵 

DVD プレーヤー] 
DVD 操作の選択 




戻る 





戻るまたは 

EXIT の選択 

シフト+ 

トップメニュー 





地上アナログ 

シフト+ メニュー 





地上デジタル 

シフト+番組表 





デジタル 

シフト+戻る 





CS デジタル 


* DVD プレーヤーによっては10以上を選ぶとき+1◦方式ではなく、 ENTER 方式で番号を決める機種がありま 
すが、その機種も本機リモコンでは+1◦ポタンで操作することができます。 
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II モコンによる他機器の操作 


リモコン0プ 1 ノセツ トコード設定を解除する 


/ァンフ] 



〇 


AV アンプポタンを押しながら 
設定ボタンを押す。 

「SETUP」 が表示されます。 

設定を中止するには AV アンプポ 
タンを2秒間押し続けます。 


3 


決定ボタンを2秒間以上押し 
Ky 続ける。 

「0K」 が表示されて、設定が解除 
されます。 


2 


© 


「 RESET 」 を選んで決定する。 

「RESET」 が点滅します。 


マルチコントロールボタンの入力切換を解除する(ダイレクトフアンクシヨン) 


ダイレクトフアンクシヨンはマルチコント□ールポタンを押したときに、本機の入カフアンクシヨンを連動し 
て切り換えるかを設定する機能です。オフにすると入カフアンクシヨンは切り換わらず、リモコンの操作ボタ 
ンの機能だけが切り換わります。工場出荷時はすべてオンになっています。 


色 V アンプ j 



〇 


AV アンプポタンを押しながら 
設定ポタンを押す。 

「SETUP」 が表示されます。 

設定を中止するには AV アンプボタ 
ンを2秒間押し続けます。 


rDIRECT F 」 を選んで決定す 

© 


r ^5 ~i 操作したい機器の 

一一一一一一一ーマルチコントロー 
ルポタンを選んで 
決定する。 


〇 


ICD-RfrAPEl I USB 1 

[CD J I iPod っ I TUNER] 

© 


4 


公 

© 

cr> 


手順 3 で選んだ機器について、 
ダイレクトフアンクシヨンの 
ON 、 OFF を選んで決定する。 

「0K」 が表示されます。 


AV アンプポタンを2秒間押し 

1 - 1 続けて、ダイレクトファンク 

シヨンの設定を終了する。 
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スピーカーの 応用接続 


スピーカーの 応用接続 


リアパネルの SURROUND 巳 ACK 端子は、サラウンドバックスピーカーを接続するだけでなく、フロントスピーカーの 
高音質化や、別エリアでのステレオ再生に使用できます。(ただし、メインシステムは最大 5. 1 ch までとなります。） 



一を高品位接続する 〜 n イアンプ接続- 


フロント ch 用スピーカーがバイワイヤリング対応であれば、さらに高品位な Bi - Amp 再生が可能です。 


接続 



スピーカー端子0の 
フロント ch とスピー 
カー端子回の出力は 
同じです。 High / 
Low は囚/回のどちら 
とでも接続できま 
す0 


•サラウンドバックシステムの設定 （—60 ページ） 

「Front Bi - Amp 」 を選択してください。 

サラウンドバック ch は自動的に「 N 0(無し)」に固 
定されます。 

• スピーカーシステムの切り換え （—56 ページ） 


A 

注意 


フロントスピーカーの Bi - Amp 接続をするときはアン 
プ への 悪影響を防ぐため、スピーカーに付属されている 
High - Low のシヨート金具は必ず外してください。 
詳しくはスピーカーの取扱説明書もご覧ください。 


A + 巳 ( SP ^ AB ) が通常再生状態となります。 


ネットワークが着脱できるスピーカーの場合、ネッ 
トワークが外れた状態では効果が得られませんの 
でご注意ください。 


Bi-wire ( バイワイヤ接続の場合） 

「Normal ( S 巳)」または 「 Speaker 巳」 
でシステムを組む場合は、 Bi - Amp で 
はなく B j - wi 「 e 接続が可能です。ス 
ピーカー端子®に、ノ（イワイヤリング 
対応スピーカーの High と Low の2本 
を並列に接続してください。 



1本はバナナプラグを 
用いると便利です 


A 

注意 


この方法で異なる2つのスピ- 
でください。 


-カーを接続しない 


別の部屋でのステレオ再生用スピ • 


■を接続する 



寝室やキッチンなど、メインのリスニングルームとは別の場所でステレオ再生が可能です。 


接続 



• サラウンドバックシステムの設定 (->60ページ） 

「 Speaker 巳」を選択してください 0 

サラウンドバック ch は自動的に「 N 0(無し)」に固定さ 

れます。 

• スピーカーシステムの切り換え (—56 ページ） 

B または A + B を選択してください。 


エキスハ—卜 
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連動機能/集中コントロール 


他のパイオニア製品をつないで集中コントロールする 


コント□ール入力/出力端子の付いた複数のパイオニア機器を、本機のリモコン受光部を使って集中コント□—ル 
することができます。リモコン受光部を持たない機器や、受光部が信号を受けられないところに設置した機器も 
リモコン操作が可能になります。 



本機のリモコン 製品の CONTROL IN 端子へ 


• 本機の CONTROL IN 端子にコント□—ルコードを接続すると、リモコンを本機に向けて直接操作することはできません（リモコン 
信号受光部が機能しなくなります)。 

• 接続には市販のモノラルミニプラグ付きコード(抵抗なし）をお使いください。 

• コント□—ル端子の接続をする場合は、必ずオーディオコード、映像ケープルまたは HDMI ケーブルの接続もしてください。デジタ 
ル接続だけでは、システムコント□ールは正しく動作しません。 
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連動機能/集中コントロール 
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パイオニアのプラズマテレビと連動操作する 


SR + に対応したプラズマテレビ(2003年以降に発売されたモデル)を、 SR + ケーブルで接続することでシステ 
ム動作を実現します。プラズマテレビの画面を見ながら本機のシステムセットアップをしたり、音量やリスニン 
グモードの確認ができます。また、本機とプラズマテレビの入力を連動させて切り換えることができます。本機 
とプラズマテレビをシステム動作させるには、下記の接続および設定が必要となります。 


プラズマテレビとの接続 


このシステム動作を実現するためには専用の SR + ケーブル(パイオニア部品番号： ADE 709 5) が必要となりま 
す。詳しくはパイオニア部品受注センターへご連絡ください。市販の4極ミニジャック(両端とも)付コードでも 



本機に SR + ケーブルを接続すると、本機のリモコン受光部はリモコン信号を受け付けなくなりますので、リモコンはプラズマテレビ 
に向けて操作してください。プラズマテレビの電源が切れているときはリモコンで本機の操作ができません。 


エキスパ—卜 


P 
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連動機能/集中コントロール 


プラズマテレビとの連動モードを設定する ( SR + Setup ) 


本機とプラズマテレビの連動について、以下の3つの設定を行います。 

PDP Volume Control :音量連動モードの設定 

連動モードを実行したとき (—89 ページ)にプラズマテレビの音量を下げるかどうか設定します。 

「◦ N 」 に設定すると連動モードを実行したとき瞬時にプラズマテレビの音から本機の音に切り換えることができま 
す0 

PDP Input Select :プラズマテレビの入力連動設定 

本機の音声とプラズマテレビの映像の入力を連動させるための設定です。ソース機器の映像出力を直接プラズマ 
テレビの映像入力に接続した場合、本機の入力切り換えと連動してプラズマテレビの映像入力も自動で切り換わ 
ります。プラズマテレビに内蔵されているテレビチューナーの音声出力を本機に接続したときにも利用できます。 

Monitor Out :システムセットアップ表示連動の設定 

本機のシステムセットアップを表示するために、接続したプラズマテレビの入力を設定します。システムセットアッ 
プを開始したときに自動的にプラズマテレビの入力も切り換わり、また、本機のシステム表示とプラズマテレビの 
SR + 表示が重ならないように連動させます。 
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本機とプラズマテレビを SR + ケーブルで接続して、本機とプラズマテレビの 
電源を入れてください。 


本機の電源を入れて、 AV アンプボタンを押す。 

リモコンがアンプ操作モードになります。 

システムセットアップ画面を表示するためには、テレビ 
_の電源を入れて入力を切り換えてください。_ 

2 設定ポタンを押す。 

_システムセットアップが表示されます。_ 

[6.0 ther Setup ] を選んで決定する。 


4 [ SR + Setup ] を選んで決定する。 


PDP Volume Contorol について、音声連動を選 
択する。 

[ ON ] :連動モードを実行するとプラズマテレビの音量 
を消音します。 

[ OFF ] :音声連動しません。 


6 PDP の映像入力に合わせたい本機の音声入力を選 

んでプラズマテレビの映像入力を設定する。 

たとえば、 DVD の音声を本機の DVD/LD に、映像をプ 
ラズマテレビのビデオ入力2に接続したときは、 DVD / 
LD を I 叩 ut -2 にします。 
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連動機能/集中コントロール 


Monitor Out について、本機の MONITOR OUT 
出力からプラズマテレビのどの入力へ接続したの 
かを選択する。 

[ Input -1 ]〜[ lnput -5] ([ Input -] の入力数はプラズマテレ 
ピによって異なります）、 [ OFF ] から選びます。システ 
ムセットアップ時にここで設定した入力にプラズマテレ 
ピの入力が切り換わります。 

_工場出荷時は 「 OFF 」 に設定されています。_ 

8 戻るポタンを押す。 

連動モードの設定を終了します。_ 

システムセットアップを終了するには、 （9 を押します。 


連動モー ドを実行する 


本機とプラズマテレビが SR + ケーブルで接続されていることを確認してください。 

プラズマテレビの電源を入れる。 

( avtv ^ AV アンプポタンを押してリモコンをア 
ンプ操作モードにする。 

/~\SR + 連動モードを ON にする。 

V-V 表示部に SR + ON と表示されます。 

連動モードを解除したいときは再度 SR + ボタ 
_ンを押します。_ 

4 システム動作を確認する。 

以下の操作を行うと本機とプラズマテレビが連動して動 
作します。 

• 本機の入力を切り換えるとプラズマテレビの入力が切 
り換わります。 

• 本機の音量を調整するとプラズマテレビの画面に音量 
値が5秒間表示されます。 

• その他、本機の各種操作内容および設定状況を表示し 
よ9 〇 


• プラズマテレビの電源が OFF のとき、または正 
しく接続されていないときは連動モードは働き 
ません。 

• 入力連動モードを設定していない入力のとき 
は、プラズマテレビの画面は切り換わりません。 

• プラズマテレビと本機に表示される音量値は異 
なります。また、プラズマテレビの画面に表示さ 
れる音量値は目安です。 

• SR + ケーブルを接続した状態でプラズマテレ 
ビの電源が切れているときはリモコンで本機の 
操作ができません。 


〔 DVD I I TV ) f DVR1 | |_] 

Ida-urfAPtl I Usb I 



エキスパ—卜 
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リモコンによる連動動作 


リモコンの他機器連動機能を使いこなす 


起動時連動操作〜マルチ • オペレーション〜 

視聴、を始めるための一連の動作を、2つのポタンを押すだけで実現 
させる機能です。あらかじめ決められているコマンドに加え、各 
他機器操作面に対し、5つまで自由に登録できる操作(コマンド)を 
設定できます。 


| 必ず送信される 

\ 特定のコマンド 

(パイオニア 製品のみ有効で 
一部無効のものもあります） 


ノ 


ユーザーにより 
自由に設定が可能 


設定が無い場合は 
上記コマンドのみ送信されます 


ノ 

終了時連動操作〜システム•オフ〜 

視聴が終了したときに、すべての機器の電源を一斉にオフにする 
動作を2つのボタンを押すだけで実現させる機能です。 

5つまで自由に登録できる操作(コマンド)と、本機を含めたすべて 
のパイオニアの機器の電源オフのコマンドが送信されます。 




©テイマ曹 


^PHASE 


^^10 ^^11 

トップメニュー メニ 

@ テレヒ基胡 W 1 

❹ a \ f ] 

幼切換チャンネル 

d L ••画I番組情糴 

◦ 〇〇画 

I anff 止 1「ジ 1- ク*ックス1 

ITffc 

音声 字幕 | HDD ir~DVP~l 

THX STANDARD ADV.SURR fRS?Uml 



上記イラストの反転表示されている 
ボタンに登録可能です。 



ユーザーにより 
自由に設定が可能 

設定が無い場合は 
下記コマンドのみ送信されます 


※ DVD レコ_ダ_など、一部対応されない機器もあ 
ります。 

• 録画中に電源が切れてしまうことのないように、「必 
ず送信される特定のコマンド」に DVD レコーダーの 
電源を OFF にするコマンドは入っていません。 


必ず送信される 
特定のコマンド 
(パイオニア製品のみ有効で 
一部無効のものもあります） 
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リモコンによる連動動作 


連動操作を設定する 


以下の設定を行う前に、この機能で使用したいリモコ 
ンコードは、必ずプリセツトコード設定か学習モード 
を使用して、何かのボタン(キー）に割り当てておく必 
要があります。 

ここでは例として、 DVD ボタンに 「 DVD を再生(また 
は停止)する」という操作を記憶させます。_ 

{ M 7 yy \ A V アンプボタンを押しながら 
, 設定ポタンを押す。 


「 SETUP 」 が表示されます。設定 
を中止するには AV アンプボタン 
を2秒間押し続けます。 


2公 

© 


起動時連動の設定は 

「MULTI 0 P 」 を選んで決定し、手 
順: B に進みます。_ 

終了時連動の設定は 

「SYS OFF 」 を選んで決定し、手 
順4に進みます。 


3 「 DVR2 | 

I DVD j [ TV ] 「 DVR1 J 

[CD-R/TAPEI I~USB~| 

[I iPod ] | TUNER j 

ol ^ 5 ; 


起動動作を記憶させ 
たい他機器操作ボタ 
ンを選んで決定する。 

例） DVD ボタンを選んで 
決定します。 


© 


5 

© 


「CODE EDT 」 を選んで決定す 
る。 

「CODE ERS 」 を選択すると現在 
登録しているコマンドを消去し 
9 〇 


登録したい CODE を選んで決 
定する。 

例）「1 ST CODE 」 を選んで決定し 
ます。 

「PRES KEY 」 が点滅してコマンド 
の登録になります。 


6 | DVR2 | 
I DVD ) [ TV ] 「 DVR1 J 

[CD-R/TAPEI I~U§B~| 

I CD ) I iPod ] | TUNER ] 


操作したい機器を選 
択する。 

例） DVD ボタンを選び 
よ9 〇 


実行したい操作ポタンを選択する。 

例) ► 再生(または ■ 停止)ボタンを選びます。 
コマンド番号選択画面に戻ります。 

(手順8へお進みください。） 


公 

© 


更にコマンドを登録したいと 
きは、「* * * CODE 」 を選ん 
で決定したあとに、手順6〜7 
を繰り返す。 

1つの他機器操作ポタンに対して最 
大5つまで登録することができます。 


9 「EDIT EXIT 」 を徵 u で雜する。 

SETUP メニューの表示画面に戻り 
N ます。別の他機器操作ポタンにも登 
録するときは、手順2〜8を繰り返し 


© 


て < ださい。 

「* Exit *」 を選んで決定する。 

連動操作の登録を終了します。 


連動操作を実行する 


他機器連動 

[〇1 


I DVR2 | 

[DVD | f TV ) [ DVR1 *] 

ICD-R/TAPEI I~USB~| 

「CD | [ iPod ] [ TUNER*] 


マルチオペレーシヨンモード 
にする。 

「MULTI OP 」 が点滅します。 
リモコンを受光部に向けてくださし'1。 

起動時連動の実行は操 
,作したい他機器を選択 
I CZD する。 

| プリセット動作と、このボ 

タンに登録されているコマ 
ンドが実行されます。_ 

終了時連動の実行は入 
力機器の電源ボタン（シ 
ステム切）を押す。 

このボタンに登録したコマ 
ンドとパイオニア製品の電 
源オフコマンドが送信され 
よ9 〇 


各コードの送信が終了するまで、リモコンを受光部に向けて 
おいて < ださい。 

登録したコマンドによっては、送信終了まで3秒以上かかる 
場合もあります。 

登録した機器の状態によっては、登録した動作と異なる場合 
があります。 
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参考/技術資料 


スピーカーの 配置について 


スピーカーの配置はマルチチャンネルサラウンド再生において重要な役割を果たします。 

以下の図を参考にしながらリスニングルームに合わせたスピーカーの配置をお試しください。 

^スピーカーを床に直接設置すると、建物に直接振動が伝わり音質が変わってしまったりします。また、柔らかすぎる 
棚の上なども音質に影響がありますので、専用スタンドやコンクリートブロックなどの使用をお勧めします。 


フロント S センター 


リスニングポイントからの角度 



センター ( c ) を使用する場合は広め 
に、センター ( c ) を使用しない場合 
は狭く配置することをお勧めしま 
す。（上図の範囲） 


奥行き 



センター ( C ) はフロント （ L / R ) と同 
一面からフロントまでの距離を超え 
ない位置に。フロントよりも前方だ 
と音場感を損ねます。 


スピーカーの向き 



中抜け感を防ぐために多少内振り 
に。ただし、あまり内振りにしすぎ 
ると広がり感などを損ねます。 


サラウンドがサラウンドバック 


サラウンドバック無しの場合 サラウンドバック1本の場合 


サラウンドバック2本の場合 



サラウンド スピーカー ( SL / SR ) は 
耳の位置より上方60 cm 〜1 m で 
やや下振りにします 。 D V D オー 
デイオ用の配置と両立したいとき 
は後方寄りに配置します。 SL と SR 
が真正面で向き合わないように多 
少左右に振ったりしてみてくださ 
い 0 


サラウンドバックスピーカー ( SB / SBL / SBR ) も耳の位置より上方60 cm 〜 
1 m でやや下振りにします。サラウンドバック2本の場合は SBL と SBR を隣 
接させリスニングポジションから等距離に設置(設定)すると T H X モードの 
効果が最大限発揮されます。 


サブウーファー 

特に制限はありませんが、他のスピーカーの低音出力との打ち消し合いが起こらないような場所に配置してくださ 
い。また、壁の近くに設置すると建物との共振により低音が極端に増強される場合がありますのでご注意ください。 


92 





デジタル音声フォーマツトについて 


参考/技術資料 


DVD ソフトのパッケージのほとんどに以下のような表示がされています。 

1枚のディスクに複数の音声が収録されている場合が多く、どの音声を聴くのか選択することができます。 


@)) 


収録音声数 


1.英語 (5.1 ch サラウンド） 

2•日本語（ドルビーサラウンド） 

3•英語 （DTS 5.1 ch サラウンド） 
録音方式 


□□DOLBY 


DIGITAL 

FTW 

SURROUND 


B 声記録方式 


ドルビーデジタルは DVD の標準音声フォーマツトであるため、単に「5.1 ch サラウンド」と記載されている場合 
は、「ドルビーデジタル (5.1 ch )」 であることを示します。 


デジタル音声の記録方式について 


デジタル音声の フォー マットは、下記の「デジタル記録方式」と nm 录チヤンネル」の組み合わせにより細分化されてし、ます。 

デジタル記録方式 収錄チヤンネル 


非圧縮デジタル方式 

PCM (Pulse Code Modulation ) 方式が一般的で、 
CD や DVD の2 ch トラックなどに用いられています。 
サンプリング周波数やビット数の数字が大きいほど高 
音質となり、通常の CD は44 kHz / 16 bit ですが、 
DVD は48 kHz /20 bit や96 kHz /24 bit などで記 
録されています。 

圧縮デジタル方式 

ドルビーデジタルや DTS 、 MPEG -2 AAC などはすべ 
て圧縮デジタル方式です。各フォーマットとも聴感心 
理学などを用いて、音質変化を感じさせない独自の圧 
縮方式を開発し、従来のデジタルケーブル(同軸または 
光フアイノ（一)でのマ)レチ ch 伝送を可能にしています。 


2 ch ステレオ信号 

左右の2つのチャンネルに別々の音が記録されている 
信号で、通常の音楽用 CD などはほとんどがこのタイ 
プです。 

2 ch サラウンド信号 （ ドルビーサラウンド信号） 

フロント左/右、センター、サラウンドの4 ch 信号を 
所定の演算で2 ch に変換してある信号です。そのまま 

2 ch で再生しても違和感なく楽しめますが、所望のデ 
コード処理 （ ドルビープ□ロジックサラウンド再生な 
ど）により、製作者の意図どおりの再生となります。 
マルチ ch サラウンド信号 

3 ch 以上の独立した信号が収録されたものをマルチ ch 
信号と呼びますが、 5.1 ch 収録が最も一般的です。 
フロント左/右、センター、サラウンド左/右の5 ch 
と、 LFE と呼ばれる超低音域専用の0.1 ch に独立した 
信号が記録されています。近年では 6.1 ch 信号も登場 
し、上記の 5.1 ch に加えサラウンドバック ch 信号が収 
録されています。 


デジタル音声の再生方式について 


マルチチヤンネルサラウンド再生 


3本以上のスピーカー(サブウーファーを除く）で多チヤンネ 
ル再生することを指します。音場の立体感や移動感が増 
し、迫力ある臨場感が期待できます。音源となるソフトが 
マルチ ch 収録ならばソフトに忠実に再生し、ソフトが2 ch 
の場合は、マトリックスデコード処理（ドルビープ□口 
ジック llx や Neo :6 技術など)を施し、マルチ ch 再生させる 
ことが可能です。 


(2 ch ) ステレオ再生 

2 ch 信号をそのまま再生する場合と、マルチ ch ソースを 
2 ch にダウンミックスして再生する場合の双方を意味し 
ます。設定やソースにより、サブウーファーから音が出 
る 2. 1 ch 再生も「ステレオ再生」と呼ぶことがあります。 


デコードとは 

デジタル信号処理回路などにより、圧縮記録されたデジタル 
信号を、もとの信号に変換させる技術です。また、2 ch の音 
源をマルチ ch 化させる演算技術をマトリックス-デコードと 
言い、 5.1 ch 信号を 6.1 ch に伸長させる技術もデコードと呼 
ぶことがあります。 
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参考/技術資料 


ドルビー 


□□IDOLBYI 
DIGITAL- EX 


ドルビーデジタル 

ドルビーデジタルは、ドルビーのマルチチヤンネル音声 
システムのディスクリ_卜 • デジタルサラウンド方式の名 
称です。0央画業界の主流であり、 DVD ビデォの標準音声方 
式としても採用されるなど、デジタル時代の標準 フォー 
マットとなっています。独立した各チヤンネルに記録され 
た自然で高度な立体音像と、低域専用 ch により' 臨場感あ 
ふれるマルチ ch サラウンドを再現します。人間の聴覚特性 
を応用した圧縮技術により聴覚上の音質低下を招きませ 
ん。この信号を伝送するには、デジタル接続が必要で 
す。その他にも以下のような機能を持つ柔軟性の高い 
フオー マットです。 

1) モノ、ステレオ、プ□ロジック対応の構成および 5.1 ch 
音声の再生に最適なダウンミキシング 

2) 広範囲のビットレートにわたる動作 

3) ダイナミックレンジ情報を伝達する機能 

4) ダイア□グノーマライゼーシヨン機能 

ダイア□グノーマライゼーシヨン機能とは平均的音 
量レベルが異なるさまざまなソフトでも、一定の音 
量で再生されるように自動調整する機能です。 

「 Dial . Norm 」 と表現されることもあります。 

ドルビーデジタルサラウンド EX 

ドルビーデジタ J レサラウンド EX は、映画「スターウォーズ•エ 
ピソード1」の製作に向けて、ドルビーラボラトリーズと THX 
社で共同開発された、 6. 1 ch 再生可能な新しい音響 フォー 
マットです。新たに加えられたサラウンドバック ch により空 
間表現力、定位感が高められ、中央から離れた客席からでも 
3 6 ◦度の回転や頭上を通過するような移動音効果 • 音像をよ 
り生々しく体感することが可能となりました。フィルム上で 
はサウンドトラックのサラウンド L / Rch にエンコードされ 
るため、既存のドルビーデジタル (5.1 ch ) 環境での再生互換 
性があります。この技術により製作された映画のリストはド 
ルビーラボラトリーズのウェブサイトでご覧になれます。 
http :// www . dolby . com / 


プ□ロジック I lx 製品は、プ□□ジック Nx の持つ様々な機 
能を、選択して搭載することが可能です。プ□ロジック llx 
搭載、とキャッチフレーズされた商品でも、必ずしも全く 
同じ機能を持っているとは限らないことにご注意ください。 


ドルビーラボラトリーズからの実施権に基づき製造され 
ています。 Dolby 、 ドルビー 、 Pro Logic、Surround 
EX 、 ダブル D 記号及び AAC ロゴは、ドルビーラボラト 
リーズの商標です。 


ドルビープロロジック 
ドルビープロロジック IIX 

ドルビープ□ロジック llx は、ドルビープ□ロジック、ド 
ルビープ□ロジック II 、ドルビーデジタル EX をさらに改 
良し、ステレオ音声や 5.1 ch 音声を、すべて最大 7.1 ch 
まで拡張できるマトリックスデコード技術です。 

ステレオ音声のマルチ ch 化方式として、ドルビープ□口 
ジッタは4加に、ドルビープ□ロジック II では5 ch 化し 
ていましたが、それらをさらに進化させ、メインの 7 ch 
を創り出します。 

また 5.1 ch ソースに対し、ドルビーデジタル EX はモノラ 
ルのサラウンドバック c h を生成していましたが、これを 
ステレオ化することで最大 7. 1 ch 再生が可能になりまし 
た。今まで以上に自然でシームレスな移動感、滑らかで包 
み込むような、音楽および映画サウンドを体験できます。 
本機には複数のモードを搭載しているため、お好みに応 
じて切り換えることが可能です。 

■2 ch ソース用 

MOVIE / MUSIC / GAME/PRO LOGIC 

■5.1 ch ソース用 

MOVIE/MUSIC 

MOVIE ( ロロ PRO LOGIC llx MOVIE) 

7.1 ch 化します。映画再生に適したモードで、特にドル 
ビーサラウンド • エンコード作品に効果的です。 

MUSIC (DaPRO LOGIC llx MUSIC) 

7.1 ch 化します。音楽再生に適したモードで、通常のス 
テレオ録音されたソース ( CD など)を再生するときにも効 
果的です。サラウンド c h は定位よりも広がり感を重視し 
ています。 

PR 〇 LOGIC (naPRO LOGIC) 

従来のドルビープ□ロジックと同等の再生モードです。 
ソースのクオリティを問わず、幅広くお使いいただける 
モードです。 


■2 ch ソースに対するプ□ロジックとプ□ロジック llx の違い 



プ□ロジック 

プ□ロジックII 

プ□ロジック llx 

効果的な 

ソース 

ドルビーサラウンド 
エンコー ド 処理され 
たステレオ音声 

すべての 
ステレオ音声 

すべての 
ステレオ音声/ 
Dolby Digital 

5.1ch ソース 

デコード 
チヤンネ 
ル数 

4.1 ch 
f サラウンド、 

Vモノラル ノ 

5.1 ch 
f サラウンド、 

Vステレオ ノ 

7.1 ch 

サ5ウVド 
(サラウンドパック') 
ステレオ 

周波数 

特性 

サラウンド 

7 kHz 帯域制限 

全チヤンネル 
フルバンド 

全チャンネル 
フルバンド 
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DTS 


DTS 


DTS 96/24 


5.1 ch すべてを 96 kHz /24 bit の高音質で再生するサ 
ラウンド フォー マツトで、スタジオのマスター音源のク 
オリティを踏襲しています。 DVD の限られた記録エリア 
で、高音質/高画質を両立させるために開発されました。 
本觀よ、 DTS 96/24 対応デコーダーを搭載していますの 
で、既存の DTS 対応の DVD プレーヤーと、 DTS 96/24 
に対応するデコーダー ( AV アンプ等)をデジタル接続す 
ることで、再生することができます(専用プレ_ヤ_は必 
要ありません)。従来の DTS デコーダーでは通常の DTS 
信号として再生されるため、完全互換性を持っています。 


参考/技術資料 

0dts 

Digital Surround 
Neo:6* 196/241 ES* 


DTS-ES 


デジタルシアターシステムズ (Digital Theater Systems ) 
の略で、低圧縮率と高転送レートがもたらす豊富な情報 
量により、高音質マルチチャンネルサラウンド再生を実 
現します。音楽用にも独自録音による DTS - CD がありま 
す0 


200◦年11月に発表されたサラウンドフォーマットで 、 「DTS 
Extended Surround 」 の略称です。従来の5_1 ch にサラウン 
ドノ (ック ( SB ) ch を加えたもので、かつてない音像•定位感をも 
たらすことが可能になりました。 「 DTS - ES ディスクリート 6. 1」 
と「 DTS - ES マトリックス6_1」の2種類があり、どちらも従来の 
DTS 5.1 ch デコーダーとの下位互換性を有してし、ます。 


DTS Neo:6 


すべての2 ch ソースを 6.1 ch 化するマトリックス デコー 
ド技術です。 Cinema モード/ Music モードがあります 0 

CINEMA (Neo6: CINEMA) 

6.1 ch 化します。映画再生に適したモードで、 2 ch でも 
映画館特有の移動感などをお楽しみいただけます。 

MUSIC (Neo6: MUSIC) 

6.1 ch 化します。フロントからは原音をそのまま再生す 
るため音質の変化が無く、音楽再生に適しています。ま 
た、センター/サラウンド/サラウンドバック ch の音声が 
音場にナチュラルな広がり感を加えます。 

「 DTS 」 および 「 DTS-ES | Neo :6」 は DTS 社の登録商標| 
I です。「96/24」は DTS 社の商標です。 



AAC 




MPEG -2 オーディオの標準方式の一つで、 BS デジタ 
ルや地上デジタル放送で採用されている音声符号化規 
格です。高圧縮率ながら高音質を確保できる点が特長 
で、番組内容によりマルチチャンネル設定が可能な 
フオーマツトです。 


■米国におけるパテントナンバー 


08/937,950 

5848391 

5,291,557 

5,451,954 

5 400 433 

5,222,189 

5,357,594 

5 752 225 

5,394,473 

5,583,962 

5,274,740 

5,633,981 


5 297 236 
4,914,701 
5,235,671 
07/640,550 
5,579,430 
08/678,666 
98/03037 
97/02875 
97/02874 
98/03036 
5,227,788 
5,285,498 


5,481,614 
5,592,584 
5,781,888 
08/039,478 
08/211，547 
5,703,999 
08/557,046 
08/894,844 

5.299.238 

5.299.239 

5.299.240 
5,197,087 


5,490,170 
5,264,846 
5,268,685 
5,375,189 
5,581,654 
05-1 83,988 
5,548,574 
08/506,729 
08/576,495 
5,717,821 
08/392,756 
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Muaio 9 Professional 


Plays 


S： 


Windows 

Media ™ 


Windows Media Audio 9 Professional ( WMA 9 
Pro ) は、マイクロソフト社が従来の Windows Media 
Audio ( WMA ) のテクノロジーをさらに進化させて開発 
したディスクリート • デジタルサラウンドフォーマツ 
卜です。 WMA は圧縮効率の高さを特徴とし、イン 
ターネツト配信によるストリーミング再生やダウン 
□-ド再生など Windows PC での音楽再生に用いられ 
る圧縮音声の標準フォーマツトとなっています。 
そしてこの Windows Media 9シリーズでは 、 WMA 
の特徴を継承しながら、さらにマルチチャンネル対応 
に拡張しました。 WMA 9 P 「 o コーデツクは、96 kHz / 
24 bit の解像度によるクリアな音質 • 5.1 ch /7.1 ch 
完全ディスクリート処理による高い臨場感を確保しな 
がら、低ビツトレートでデジタルサラウンドサウン 
ドを実現します。またその高い圧縮効率により、 CD / 
DVD などのデジタルメディアだけでなく、高速ブロー 
ドバンド通信によるストリーミング配信にも対応して 
います。 

Windows Media 及び Windows □ゴは米国 

Microsoft Corporation の米国及びその他の国に 

おける登録商標または商標です。 


本機は WMA 9 Pro デコーダーを内蔵していますので、 
WMA 9 Pro 対応プレーヤー*と同軸または光フアイ 
バーケーブルでデジタル接続することによって、 
WMA 9 Pro でエンコードされた音声を本機でデコード 
して再生することができます。 

* WMA 9 Pro 対応プレーヤーとしては、 PC 、 DVD プ 
レーヤー、セットトップボックス等が考えられます。 
ただし、それらの機器の同軸または光出力端子から 
WMA 9 Pro 音声を出力できる場合のみ、本機でデコー 
ドして再生することができます。 



WMA 

WMA 9 Pro 

最大ディスクリートチヤンネ 

2 ch 

5.1 ch /7.1 ch 

最大量子化ビット数 

16 bit 

24 bit 

最大サンプリング周波数 

48 kHz 

96 kHz 

対応ビットレート 

128 kbps 〜192 kbps 

128 kbps 〜 768 kbps 

S / PDIF 伝送 

非圧縮 

圧縮 



THX 


THX は、 THX 社によって確立された独自の規格と技術の集大成です。「映画館でもホームシアターでも、映画の 
サウンドトラックは映画監督の意図どおり、できるかぎり忠実に再生して欲しい」というジョージ • ルーカス監督 
の情熱によって誕生しました。 THX はホームシアターの音場最適化に関する数々の特許技術を開発しています。 

THX Select2 


ホームシアター機器が THX Select 2 認証されるには、下記の技術を備え、かつ品質と動作に関する一連の厳しい試験 
に合格しなくてはなりません。こうして製品搭載が許諾される THX Select 2 のロゴは、ご購入いただいたホームシア 
夕一製品が長年にわたって素晴らしい性能を維持する保証となります 。 THX Select 2 規格は、プリアンプ • パワーア 
ンプの性能、操作性、デジタル•アナログの両分野に渡る何百もの性能要求を含め、製品の全体像を網羅しています。 


fHX Cinema 

映画のサウンドトラックは、ダビングステージ(ミキシ 
ング専用大型映画館)で制作されます。 DVD などに収 
録する音声もそのサウンドトラックのままで、ホーム 
シアター向けの変更は加えません。家庭と映画館との 
空間的な違いによる音色の差を補正し、映画館の音場 
を正確に再現します。 

THX Surround EX 

「THX Surround EX - Dolby Digital Surround EX 」 
はドルビーラボラトリーズとルーカスフイルム社の 
THX 部門との共同開発によるものです。リスナーの後 
方に位置するよう加えられたサラウンドバック ch は、 


ミキシング段階で Dolby Digital Surround EX 技術 
によって符号化され、映画館での上映時に復元されま 
す。従来の 5.1 ch スピーカー構成では表現しきれなかっ 
た後方部の繊細な描写力 • 空間の奥行きや広がり感•音 
像定位などが得られるようになりました。一般家庭でこ 
の新技術を忠実に再生することができるのは 、 THX 
Surround EX の□ゴが搭載された製品だけです。この 
製品は通常の 5.1 ch ソースでも 「THX Surround EX 」 
モードでお楽しみいただけます。この場合のサラウンド 
バック ch の音声は、所定の演算処理によって生成されま 
すので、お好みに応じてご使用ください。 
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THX 及び THX ロゴは THX 社の商標または登録商標 
です 。 Surround EX は THX 社とドルビーラボラト 
リーズが共同で開発した技術であり、ドルビーラボ 
ラトリーズの商標です。許可のもとに使用されてい 
ます。不許複製。 


Rs - ヒ aualizstio 门 

映画のサウンドトラックは、映画館での上映用に製作 
されているため、それを家庭用のオーディオ機器で再 
生すると、過度に明るく耳障りに聞こえます。 Re - 
Equalization は小型のホームシアター でも正確な音色 
バランスを再現します。 

Timbre Matching 

人間の耳は、音の到達方向によって音色の感じ方が変 
わります。映画館では数多くのサラウンドスピーカー 
が聴衆を囲むように配置されていますが、ホームシア 
ターではリスナー両側の2本のみです。この配置の違 
いから起こる音色の差を補正し、かつ前方から到達す 
る音の性質に合わせることによって、フロント-サラウ 
ンド間の音のつながりをスムーズにします。 

Adaptive Decorrelation 

映画館ではサラウンドスピーカーが多数なのに対し、 
ホームシアターは 通常2本です。そのため、広がり感 
やサラウンド感に欠けてしまったり、近接したスピー 
力一に音場が偏ってしまうことがあります 。 Adaptive 
Decorrelation はサラウンド信号間の時間と位相の関 
係を微妙に変化させることにより、2本のスピーカー 
でもリスニングエリアを拡大して、映画館と同様の効 
果をちたらします。 


Advanced Speaker Array(ASA) 

ASA 処理は、サラウンドバックスピーカ ー2 本使用 
し、その2本を近接して設置した場合に最高能力を発揮 
します。この技術は THX Select 2 Cinema、THX 
MusicMode または THX Games Mode で使用します。 

THX^elect2 Cinema 

Dolby Digital や DTS 等で収録された 5.1 ch 映画ソー 
スに適しています。このモードにおける ASA 処理は、 
サラウンド成分を分析し、雰囲気や方向感が最善にな 
るようサラウンドバックに成分を振り分けます。 

THX MusicMode 

マルチチャンネルの DVD 音楽ソフトの中には、映画の 
サウンドトラックとはまったく違ったミキシングを 
行っているものがあります。 ASA 技術は、この DTS 
や Dolby Digital 等で収録された 5.1 ch 音楽ソース 
に対し、音楽再生に適した後部音場の安定的な広がり 
感をもたらします。 

THX Games Mode 

ステレオやマルチチャンネルとして収録されたゲーム 
ソフトの音楽再生に適しています。音場定位技術であ 
る 「Advanced Speaker Array 」（ ASA ) の処理を加 
え、360°取り囲むような音響空間を創り出します。 


f 本機は「6.1再生検出信号」 （DTS - ES と Dolby Digital 
Surround EX) を自動検出しますが、それらの技術を用いて上 
映された映画でも、 DVD 化の際にこの検出信号を収録していな 
いものがあります。この場合は手動で最適なモードに変更して 
ください。 Surround EX 技術により製作された映画のリストは 
各ウェブサイトでご覧になれます。 

Vr - 
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HDMKHigh Definition Multimedia Interface ) とは 1 本のケーブルで映像と音声を受信するデジタル伝送規格 
です。ディスプレイ接続技術の DVKDigital Visual Interface ) を家庭向けのオーディオ機器用にアレンジした 
ものであり、高い帯域幅のデジタル内容保護 ( HDCP ) を実現した次世代テレビ向けのインターフェース規格です。 


接続コードについて 



^■同軸ケーブル/光ファイバーケーブル 

デジタル機器の接続に使用します。 


同軸ケーブル 
(またはオーディオ/ 
ビデオコード） 






光ファイバーケーブル 



接続の際は端子の向きを合わせてください。 
誤った向きでむりやり挿入すると、端子が変 
形し、ケーブルを抜いてもシャッターが閉ま 
らなくなることがあります。 

長さは3 m 以下のものを使用してください。 
プラグにホコリが付着したときは、柔らかい 
布で拭いてから接続してください。 


■Audio control 
Cable (for iPod) 

本機と iPod を接続する 
ことができるケーブル 
です。 
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リスニングモードの詳細と出カチヤンネル数の一覧 


この表は出力する最大の出カチャンネル数を示したもので、厳密なデコード ch 数とは異なります。詳しくは「デジタル 
音声 フォーマツ トについて」 (—93 ベージ)をご覧ください。 

表中の灰色で表示された部分は、本機により最適なモードが自動選択されます。ユーザーによる選択はできません。 

• MULTI CH IN 入力時は、リスニングモードの効果を加えることはできません。 

• 入力信号によっては、サラウンドバック信号を生成できないものがあります。 


サラウンドバックスピーカーを接続しているとき 




入力信号 ] 

THX 

STANDARD 

AUTO SURROUND 


ch 

信号名称 

インジケーター例 






WMA9 Pro 


WMA+THX CINEMA 
( 最大 7.1 ch) 

ストレートデコード再生 
( 最大 7.1 ch) 

ストレートデコード再生 
( 最大 7.1 ch) 



1 L II C II R 1 




run 

fSBLl [SBRl 

*3 






DOLBY DIGITAL EX 
(6.1 ch 再生検出信号付） 


THX SURROUND EX 
□□ PLIIx Movie+THX *1 

THX SELECT2 CINEMA *1 

THX MUSICMODE *1 

OD DIGITAL EX 
□□PLIIx Movie *1 
□□ PLIIx Music 
( 最大 7.1 ch) 

m DIGITAL EX 
m PLIIx Movie *1 
( 最大 7.1 ch) 




1 L II C II R 1 

rsTi rsRi 

THX GAMES MODE” 

( 最大 7.1 ch) 





DTS ES Matrix 

rsn 

DTS ES Matrix +THX 

DTS ES Matrix 

DTS ES Matrix 

Z 

〇 

，上 


(6.1 ch 再生検出信号付） 

ILFEI 

DTS+ m PLIIx Movie+THX *1 

THX SELECT2 CINEMA *1 

THX MUSICMODE *1 

THX GAMES MODE” 

( 最大 7.1 ch) 

DTS + ED PLIIx Movie *1 

DTS + ED PLIIx Music 
( 最大 7.1 ch) 

( 最大 7.1 ch) 

断 

〇 

男 


DTS 

(5.1 ch 信号等） 


DTS+Neo:6 +THX 

DTS+ m PLIIx Movie+THX *1 

THX SELECT2 CINEMA *1 

THX MUSICMODE *1 

DTS+Neo:6 

DTS + ED PLIIx Movie *1 

DTS + IB PLIIx Music 
( 最大 7.1 ch) 

DTS+Neo:6 
( 最大 7.1 ch) 




1 L II C II R 1 

( 最大 7.1 ch) 




|n 

1 

含 

DOLBY DIGITAL 

MPEG-2 AAC 

WMA9 Pro 
(5.1 ch 信号等） 

rsn \TR] 

riFEi 

THX SURROUND EX 
□□ PLIIx Movie+THX *1 

THX SELECT2 CINEMA *1 

THX MUSICMODE *1 

THX GAMES MODE” 

( 最大 7.1 ch) 

m DIGITAL EX 
□□PLIIx Movie *1 
□□ PLIIx Music 
( 最大 7.1 ch) 

□□ DIGITAL EX 

CD PLIIx Movie *1 
( 最大 7.1 ch) 



DTS96/24 
(5.1 ch 信号等） 


- 

ストレートデコード再生 
( 最大 5.1 ch) 

ストレートデコード再生 
( 最大 5.1 ch) 



WMA9 Pro 

(6.1 ch 信号 / 7.1 ch 信号） 


WMA+THX CINEMA 

ストレートデコード再生 

ストレートデコード再生 



1 L II C II R 1 

〇 


rsLirsnrsn 

[SBLl [SBRl 

EEI] *3 

( 最大 7.1 ch) 

( 最大 7.1 ch) 

( 最大 7.1 ch) 




DOLBY DIGITAL EX 


THX SURROUND EX 

CD DIGITAL EX 

□□ DIGITAL EX 

< 


(6.1 ch 再生検出信号付） 

1 L II C II R 1 

( 最大 7.1 ch) 





rsn rsRi 

( 最大 7.1 ch) 

( 最大 7.1 ch) 

断 


DTS-ES 
(6.1 ch 信号 / 

6.1ch 再生検出信号付） 

fSBl 

riFEi 

DTS ES Matrix +THX/ 

DTS ES Discrete +THX 
( 最大 7.1 ch) 

DTS ES Matrix/ 

DTS ES Discrete 
( 最大 7.1 ch) 

DTS ES Matrix/ 

DTS ES Discrete 
( 最大 7.1 ch) 

C0 


DOLBY DIGITAL 

DTS 

MPEG-2 AAC 

WMA9 Pro 
(5.1 ch 信号等） 


THX SELECT2 CINEMA(SB SP 2 本） 

( 最大 7.1 ch) 

THX CINEMA(SB SP 1 本） 

( 最大 5.1 ch) 

ストレートデコード再生 
( 最大 5.1 ch) 

ストレートデコード再生 
( 最大 5.1 ch) 


1 L 11 C II R I 



rsTIl s || SRI 

ISBLII SB IISBRI 





DTS96/24 
(5.1 ch 信号等） 

riFEi 

- 

ストレートデコード再生 
( 最大 5.1 ch) 

ストレートデコード再生 
( 最大 5.1 ch) 

〇 

国 


DOLBY サラウンド 

□□mcz] 

m 

fWlfSBlfSBRl 

fLFEl 

□□ PLIIx Movie +THX 
□□ PRO LOGIC +THX *2 

Neo:6 Cinema +THX 

THX GAMES MODE” 

( 最大 7.1 ch) 

□□ PLIIx Movie 
□□ PLIIx Music 
□□ PLIIx Game 
□□ PRO LOGIC *2 

Neo:6 Cinema 

Neo:6 Music 
( 最大 7.1 ch) 

□□ PLIIx Movie 
( 最大 7.1 ch) 


Dir 

|D 

O 

CM 

DTS サフゥンド 



Neo:6 Cinema 
( 最大 7.1 ch) 


その他のスァレオソース *4 




スァレオ再生 
( 最大 2.1 ch) 

或 

m 

CO 


アナログ入力 

nni c ii r l 

1 SL II S II SR 1 





HUM titi.ci KHZ/9B kHZ 
DTS96/24 

ISBLII SB IISBRI 
rLFEl 

- 

m mi Movie 
□□ PLII Music 
□□ PLII Game 

HI PRO LOGIC *2 
( 最大 5.1 ch) 



*1 :サラウンドバックスピーカーを1本しか接続していないときは選択することができません。 

*2 : anPRO LOGIC は常に最大 5.1 ch までの再生となります。 

*3 : 6.1 ch 信号のときは 「 SBL 」「 SBR 」 が消灯して 「 SB 」 が点灯します。 

*4 : MPEG -2 AAC 2 ch 信号入力時は Neo :6 CINEMA 、 Neo :6 MUSIC は選択することができません。 
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サラウンドバックスピーカーを接続していない、または SBch 処理モード OFF のとき 




入力信号 ] 

THX 

STANDARD 

AUTO SURROUND 


CH 

信号名称 

インジケーター例 






WMA9 Pro (6.1 ch 信号/ 7.1 ch 信号） 


THX CINEMA 
(最大 5.1 ch) 

ストレートデコード再生 
(最大 5.1 ch) 

ストレートデコード再生 
(最大 5.1 ch) 

〇 

戰 

〇 

DIT 

|a 

含 

DOLBY DIGITAL EX (6.1 ch 再生検出信号付) 
DTS-ES(6.1 ch 信号/ 6.1ch 再生検出信号付） 
DOLBY DIGITAL 

DTS 

MPEG-2 AAC 

WMA9 Pro 
(5.1 ch 信号等） 

rsnrsnrsn 

fSBLl [SBRl 

EEI] *T 

THX CINEMA 
(最大5.1 ch) 

ストレートデコード再生 
(最大 5.1 ch) 

ストレートデコード再生 
(最大 5.1 ch) 


DTS96/24 
(5.1 ch 信号等） 

1 L II C II R I 

fsTIl s || SRI 

ISBLII SB IISBRI 

riFEi 

- 

ストレートデコード再生 
(最大 5.1 ch) 

ストレートデコード再生 
(最大 5.1 ch) 


DOLBY サラウンド 

□□LOIIE] 

CO 

ISBLII SB IISBRI 

□□ PLII Movie +THX 
m PRO LOGIC +THX 

Neo:6 Cinema +THX 
(最大 5.1 ch) 

m PLII Movie 
□□ PLII Music 
m PLII Game 

CD PRO LOGIC 

Neo:6 Cinema 

Neo:6 Music 
(最大5.1 ch) 

□□ PLII Movie 
(最大5.1 ch) 

DIT 

|a 

DTS サラウンド 

riFEi 


Neo:6 Cinema 
(最大 5.1 ch) 


〇 

ai 

その他のステレオソース* 2 



ステレオ再生 
(最大 2.1 ch) 



アナログ入力 

mi c ii r~i 

1 SL II S II SR 1 






PCM 88.2 kHz/96 kHz 

DTS96/24 

ISBLII SB IISBRI 

riFEi 

- 

m PLII Movie 

CD PLII Music 
m PLII Game 
m PRO LOGIC 



*1 : 5.1 ch 信号のときは 「 SBL 」 rSBR 」 が消灯します。 6.1 ch 信号のときは 「 SBL 」「 SBR 」 が消灯し 「 SB 」 が点灯します。 
*2 : MPEG -2 AAC 2 ch 信号入力時は Neo :6 CINEMA 、 Neo :6 MUSIC は選択することができません。 


ADVANCED SURROUND モ ー F の種類と効果 


理想の視聴空間形状や、各ソフトに収録された音声の研究などにより開発された、パイオニアオリジナルのサラウンド 
モードです。映画/音楽 / TV 放送/ゲームなど多岐にわたるいかなるソフトでも、快適なサラウンド再生が提供できるよ 
う、多種のモードをご用意いたしました。各ソースはデコード処理 （2 ch ソースはマトリックス•デコード処理）後、それ 
それに合わせたオリジナルの処理を加えています。以下をご参照のうえ、お好みに応じて選択してください。 


ACTION 

アクションシーンや戦闘、爆発シーンの迫力が、包み込むよ 
うに再現され、映画の迫力や臨場感を楽しめます。 

DRAMA 

落ち着いた雰囲気でス I -ー リー性重視の映画の再生に効果的 
です。 

MONOFILM 

古い映画やモノラル信号のテレビ放送などを楽しむのに 
効果的で、マルチチヤンネルサラウンドで再生します。 

ENT.SHOW 

ミュージカルのサラウンド感や、劇場ホールのような雰囲気 
をお楽しみいただけます。 

EXPANDED 

2 ch で収録された音声を、 5 ch または 7 ch のサラウンド効 
果で再生できます。ドルビーサラウンドソフト再生時は特に 
効果的です。 

TV SURROUND 

テレビ放送のほとんどの割合を占めるモノラル信号やステレ 
才信号をマルチチヤンネルサラウンドで再生します。 

ADVANCED GAME 

ゲームのスピード感、躍動感をよりいっそうに高めます。 
シューティングゲームや レー シングゲームなど、右へ左へ駆 
け抜け巡るような流れのあるシーンの多いゲームに効果的で 
す0 


SPORTS 

スポーツ中継の視聴に最適です。その場で観戦しているよう 
な臨場感を体感できるサラウンド再生です。 

ROCK/POP 

楽器の分離感と臨場感があり、躍動感のあるサラウンドを楽しめ 
よ9 〇 

UNPLUGGED 

アコー ス テイ ック 系の音楽 ソースに 最適な モー ドです。 

ExtendedSTEREO 

標準のステレオ (2 ch ) 音声を加工することなく、ステレオ音 
声のまま 5 本または 7 本のスピーカーで再生します。部屋のど 
の場所でも同じようなステレオ感が得られます。 
PhonesSurround (へツ ドホン挿入時のみ） 

へッドホンでありながら仮想立体音響を再現し、マルチチヤ 
ンネルサラウンド再生時の臨場感をお楽しみいただけます。 

デコード処理の方法は、各モードに最適な技術を組 
み合わせてありますのでお客様が変更することはで 
き■ません。 
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参考/技術資料 


設定オールリセツトは以下の手順で実行します。操作は本体フロントパネルで行います。 

設定オールリセツトを行うと、上記のすべての設定が工場出荷時の状態になりますので 十分ご注意ください。 

①本機が STANDB 丫モードのときに TONE ②フロントパネル表示部に 「 RESET ?」 と表示されたら 

ボタンを押しながら 6 STANDBY /0 N ボ ENTER ボタンを押し、 「0 K ?」 表示後に SYSTEM 

タンを3秒以上押し続ける SETUP ボタンを押します 



E 電源コンセントからコンセントを長時間抜いた状態にしていても、本機で設定した各種設定が消去されることはありません。 


工場出荷時の設定一覧 


設定項目 

初期値 

参照ページ 

スピーカーインピーダンス 

8 Q 〜16 Q 

25 

サラウンドバックシステムの設定 

Normal ( SB ) 

60 

スピーカーの有り無し/低域再生能力 

すべて SMALL (小） 

68 

サブウーファー 

YES (有り) 

68 

スピーカー出カレべル 

0 dB (補正無し） 

71 

スピーカーまでの距離 

すべて 3.0 m 

72 

クロスオーバー周波数 

80 Hz 

70 

視聴環境の周波数特性の補正 

全帯域 OdB (補正無し） 

63 

サラウンドバックスピーカー間の距離 

0 m - 0.3 m 

73 

ビデオコンバート機能 

ON 

81 

THX スピーカー設定 

NO 

74 

入力の設定 

リアパネル表記のとおり （Input Setup 参照） 

75 

入カファンクシヨン 

DVD/LD 

35 

入力信号の種類 

AUTO (入力信号により変化します） 

36 

S 巳 ch 処理モード 

ON 

43 

リスニングモード 

AUTO SURROUND 

37 

PHASE CONTROL 

ON 

44 

ミッドナイト/ラウドネス 

OFF 

45 

ダイアログエン八ンスメント 

OFF 

45 

サウンドレトリパー 

OFF 

46 

1ンコント□—ル 

OFF 

46 

サウンドディレイ 

0.0 fr 

54 

Digital Safety 

OFF 

105 

スピーカーシステム A / 巳 

SP ( A )： ON 

56 

ディスプレイの明るさ 

一番明るい 

55 

SR +連動モ_ドの設定 

OFF 

88 


本機のすべての設冗を工場出荷時に戻す 


参考/技術資料 
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参考/技術資料 


仕様 


オーァ イオ部 

実用最大出力 ( JEITA 、 1 kHz 、 10%、6 Q ) 

フロント . 170 W +170 W 

センター . 170 W 

サラウンド . 170 W +170 W 

サラウンドバック . 170 W +170 W 


定格出力(ステレオ動作時） 

20 Hz 〜20 kHz 、0.09 %, 8 n 
. 100 W +100 W 


定格出力(サラウンド動作時） 

20 Hz 〜20 kHz ' 0.09 %, 8^ 


フロント . 100 W +100 W 

センター . 100 W 


サラウンド . 100 W +100 W 

サラウンドバック . 100 W +100 W 


入力端子(感度/インピーダンス） 

LINE 系 . 335 mV /47 kQ 

周波数特性 

LINE 系 . 5 Hz -100 kHz . ^dB 

出力端子 （ レベル/インピーダンス） 

REC OUT 系 . 335 mV /2.2 kQ 

卜ーンコント□—ル 

BASS . 土6 dB (100 Hz ) 

TREBLE . ±6 dB (10 kHz ) 

LOUDNESS (ボリュームポジション ー40 dB 時） 

.+4 dB /+2 dB (100 Hz /10 kHz ) 

SN 比 (IHF、 ショートサーキット、 A ネットワーク） 

LINE 系 .103 dB 

SN 比(日 A 、1 W (1 kHz )) 

LINE 系 .83 dB 


コンポーネントビデオ部 

入力端子(感度/インピーダンス） 

丫入カレべル . 1 Vp-p/75 Q 

Cb / Pb 、 Cr / Pr 入カレベル .0.7 Vp-p/75 Q 

出力端子 （ レべ レ/インピーダンス） 

丫出カレベル . 1 Vp-p/75 a 

Cb / Pb 、 Cr / Pr 出カレベル .0.7 Vp-p/75 Q 

周波数特性 . 5 Hz 〜100 MHz 

SN 比 .65 dB 


電源部 • その他 

電源 . AC 1〇〇 V 、50 Hz /60 Hz 

消費電力 . 335 W 

待機時消費電力 .0.5 W 

予備電源コンセント 

連動 . 1(100 W 最大） 

外形寸法(幅 X 高さ X 奥行） 

. 420 mm x 173 mm x 465 mm 

質量 .15.3 kg 


付属品 

リモコン .1 

単 3 形乾^^ F ^ ip _ r =:_=:_= 二::::::：::二 

セットアップ用マイク （5 m ). 1 

保証書 . 1 

取扱説明書 


•仕様および外観は改良のため予告なく変更することが 
あります。 


ビデオ部（コンポジット、 S ) 

入力端子(感度/インピーダンス） . 1 Vp - p /75 Q 

出力端子（レベル/インピーダンス） . 1 Vp - p /75 a 

周波数特性 . 5 Hz 〜10 MHz 

SN 比 . 65 dB 




お手入れについて 

通常は柔らかい布でから拭きしてください。汚れがひどい場合は水で5〜6倍に薄めた中性洗 
剤に柔らかい布を浸してよく絞ったあと、汚れを拭き取り、その後乾いた布で拭いてくださ 
い。アルコール、シンナー、ベンジン、殺虫剤などが付着すると、印刷、塗装などがはげる 
ことがありますのでご注意ください。また、化学ぞうきん等をお使いの場合は、化学ぞうき 
ん等に添付の注意事項をよくお読みください。 



音のエチケット 

楽しい音楽も時と場所によっては気になるものです。隣近所への思いやりを十分にいたしま 
しょ5〇 

ステレオの音量は、あなたの心がけ次第で大きくも小さくもなります。 

とくに静かな夜間には小さな音でも通りやすいものです。夜間の音楽鑑賞にはとくに気を配 
りましょう。近所へ音が漏れないように窓を閉め、お互いに心を配り、快い生活環境を守り 


ましよつ。 
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困ったとき 




と思ったら 


故障かな？と思ったら以下を調べてみてください。意外なミスが故障と思われがちです。また、本機以外の原 
因も考えられます。ご使用の他の機器および同時に使用している電気機器もあわせてお調べください。 

以下の項目を調べても直らない場合は、修理を依頼してください。 




「音が出ない」「音がおかしい」「ノイズが出る」など、音についての疑問や症状です。 


症状 

原因 

対応 

参照 

入力切換を合わせても、音 

入力端子の接続が正しくない。 

接続を再確認する。 


が出ない 

デジタ)レ入力の設定が正しくない。 

設定を修正する。 

75 


SIGNAL SELECT の入力信号選択が正しくない。 

SIGNAL SELECT (音声入力)ボタンで正し 
い入力信号を選択する。 

36 


ミュート状態(音量インジケ_夕_が点滅)に 
なっている。 

リモコンでミュートを解除する。 

35 


セットアップ用マイクが接続されている。 

セットアップ用マイクを抜く。 

12 


スピーカー出力が OFF になっている。 

SPEAKERS (音声入力)ボタンを押して、 

◦ N(SP_A) にする。 

56 


音量が下がっている。 

MASTER VOLUME を調整する。 

35 

フロントスピーカー以外 

スピーカーシステムの設定がフロント ch 以外 

スピーカーシステムの設定を修正する。 

68 

の音が出ない 

すべてN0になっている。 

リスニングモードが STERE ◦またはフロント 

サラウンド再生用のリスニングモードを選択 

37 


サラウンド•アドバンスモードになっている。 

する。 


サラウンドバックスピー 

SBch 処理モードの設定が OFF になっている。 

〇 N を選択する。 

43 

カーから音が出ない 

SBch 処理モードの設定が AUT ◦で「6.1 ch 再 
生検出信号」の記録されていないソースを使用 

〇 N を選択する。 

43 


している。 

サラウンドバックシステムの設定が [Front Bi- 
Amp] または [Speaker 巳]になっている0 

[Normal (SB)] を選択する。 

60 


スピーカーシステムの設定でサラウンドまたは 
サラウンドバック ch の設定が[N0](無し)に 

サラウンドバック ch の設定を修正する。 

68 


なっている。 

接続が正しくない(サラウンドバック ch を1本 

接続を再確認する(サラウンドバック ch を1 

24 


のスピーカーで接続していて R ch 側に接続し 

本のスピーカーで接続しているときは L ch 



ている）。 

側に接続する）。 


特定のスピーカーから音 

スピーカーシステムの設定が[N0](無し)になっ 

スピーカーシステムの設定を修正する。 

68 

が出ない 

ている。 

スピーカーの接続が外れている。 

スピーカーの接続を確認する。 

24 


ソフトのサウンドトラックが意図的にそのよう 

リスニングモードによっては効果音のみ出力 

37 


に録音されている。 

される場合があります。 



スピーカーの出カレベル設定が小さい。 

スピーカーの出カレベル設定を上げる。 

71 


サラウンドバックシステムの設定で [Speaker 

スピーカーシステムで 「A +巳」または「巳」にす 

56 


巳]が選択されているときのスピーカーシステ 
ムの選択が合っていない。 

る。 


表示部にマルチチャンネ 

再生しているソースのプログラムフォーマット 

故障ではありません。収録内容をご確認くだ 


ル信号のプ□グラム 

にはそのチヤンネルの情報が記録されている 

さい。 


フォーマットインジケー 
ターが点灯しているが、音 
が出ていないスピーカー 
がある 

が、そのチヤンネルに音声が収録されていない。 



デジタル機器の音が出ない 

デジタル接続が正しくない。 

デジタル接続を再確認する。 

33 


デジタ)レ入力の設定が正しくない。 

デジタル入力の設定を修正する。 

75 


SIGNAL SELECT の入力信号選択が正しくない。 

接続されているデジタル機器に応じて、 
SIGNAL SELECT (音声入力)ボタンで 
DIGITAL を選択する。 

36 


デジタル出カレベル調整機能が付いている CD 

プレーヤーのデジタル出力設定を適切に修正 



レコーダーなどのデジタル出カレベル設定が低 

する。 （DTS CD の場合は〇 dB に設定してく 



すぎる。 

ださい。） 



再生ソフトのデジタルフォーマットに対応して 

対応フォーマットの音声トラックを選択する 

16 


いないプレーヤーである（または出力しない設 
定になっている）。 

(または出力させる設定にする）。 


PCM 以外の信号の音が出 

SIGNAL SELECT の入力信号選択が 「PCM」 に 

SIGNAL SELEC 丁(音声入力)ボタンで正し 

36 

ない 

なっている。 

い入力信号を選択する。 
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困ったとき 


症状 

原因 

対応 

参照 

録音ができない 

アナログ信号をデジタルで、デジタル信号をア 

アナログ信号はアナログ録音、デジタル信号 

54 


ナログで録音しようとしている。 

はデジタル録音のみ可能です。 



コピープ□テクト信号の入ったデジタル信号で 

コピープ□テクト信号の入ったデジタル信号 



ある 0 

は録音することはできません。 



REC 端子の接続が正しくない。 

正しく接続し直す。 

32 

無入力でもノイズが聞こ 

電源そのものにノイズが残っている。 

パソコンなどのデジタル機器とタコ足配線に 


える 


なっていないか確認する。 


MULTI CH INPUT 端子 

MULTI CH INPUT 端子に接続したものではな 

MULTI CH IN ボタンを押して入力を切り換 

53 

に接続した機器で 、 DVD 

い信号を再生している。(デジタル PCM 出力な 

え、マルチチヤンネル入力の再生をする。 


オーディオを再生したが 

ど） 



2 ch にダウンミックスさ 
れているような音になつ 
ている 

プレーヤーの出力設定が間違っている。 

プレーヤーの取扱説明書をご覧ください。 


スピーカーの設定をフロ 
ントのみ 「 LARGE 」 とし 
ていてマルチ ch の DVD 
オーディオを再生したが、 
マルチ ch 音声がダウン 
ミックスされない 

ダウンミックス禁止のソフトを再生している。 

故障ではありません。 


DTS CD のサーチ中にノ 

サーチ中に CD に含まれるデジタル情報を読み 

故障ではありません。サーチ中はアンプの音 


イズが出る 

取ってしまう。 

量を下げ、スピーカーから出る音を抑えてく 
ださい。 


DTS の LD を再生すると 

音声入力信号の切り換えで AN ALOG が選択さ 

機器を正しくデジタル接続し 、 SIGNAL 

36 

ノイズが出る 

れている。 

SELECT (音声入力）ボタンで DIGITAL を選 
択する。 



サブウーファーの接続/再生について 


音についての問題の中でも、特に接続したサブウーファーについての疑問や症状をまとめました。 


症状 

原因 

対応 

参照 

サブウーファーから音が 

サブウーファーあり/なしの設定が[ N 0](無し） 

[Speaker Setting ] 設定を確認して、サブ 

68 

出ない 

に設定されている。 

ウーファーの設定を [ YES ] (有り)または 
[ PLUS ] にする。 



再生しているソース(シーン)や音楽に超低域成 

故障ではありません。収録内容をご確認くださ 



分 （ LFE チヤンネル）が含まれていない。 

い 0 



接続が外れている(または、間違っている)。 

サブウーファーの接続を確認して、外れてい 
るときは接続し直す。 

24 


サブウーファー側の電源が OFF になっている。 

サブウーファーの電源を確認する。 



サブウーファー側の自動スタンバイ機能が働い 

サブウーファーの機能を確認する（詳しくはサ 



ている。 

プウ_ファーの取扱説明書をご覧ください。） 


サブウーファーからの音 

低域成分の少ない/ないソースやディスク 

再生しているソースの低域成分が少なく、サ 

68 

が小さい 

( CD など）を再生している。 

ブウーファーの音量が不足している場合は、 
[Speaker Setting ] でサブウーファーの設定 
を [ PLUS ] にする。 



サブウーファー出カレベルの設定値が小さい。 

[Channel Level ] の設定を確認して、適切 
なレベルに調整する。 

71 


クロスオーノ（一 周波数の設定が低い。 

[Crossover Network ] の設定を確認して、 
適切なレベルに調整する。 

70 


サブウーファー側のボリューム設定が小さい。 

サブウーファーのボリユームレベルを上げる。 
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困ったとき 


映像について 


「映像が出ない」「メニュー画面 ( OSD 画面)が表示されない」など映像についての疑問や症状です。 


症状 

原因 

対応 

参照 

入力切換を合わせても、映 
像が出ないまたは違う入 
力の映像が出る 

TV モニター側の入力切り換え設定が正しくない。 

ソース機器と HDMI 端子で接続しているが 、 TV 
モニターを HDMI 端子で接続していない。 

ソース機器と TV モニターを接続しているコー 
ドの種類が違っていてビデオコンバート機能が 
〇 FF に設定されている。 

入力機器と本機をコンポーネント映像ケーブル 
または D 端子ケーブルで接続しているが、本機 
とテレビを異なるコードで接続している。 

TV モニターの取扱説明書をお読みになり、 
正しい入力に切り換えてください。 

ソース機器と TV モニターは HDMI 端子を 
使って本機と接続する。 

ビデオコンバート機能を ON にする。 

テレビとの接続もコンポーネント映像ケープ 
ルまたは D 端子ケーブルで接続する。 

31 

81 

コンポーネント端子や D 
端子に接続したソース機 
器の映像が出ない 

入力設定 （Input Assign ) の 「 Component / D 4 
Input 」 の設定が正しくない。 

入力の設定 (Input Assign ) を正しく行う 0 

76 

録画ができない 

録画機器とソース機器の接続端子が合っていな 
い0 

録画機器の接続端子とソース機器の接続端子 
を(コンポジツトまたは S ビデオで)合わせる。 
コピープ□テクト信号の入った映像信号は録 
画することができません。 

54 

コンバート後、出力映像が 
出ないまたは乱れる 

ビデオデッキで早送りしているときのように映 
像信号に乱れがあるときは、映像が歪んだり、映 
らなくなることがあります。また、ディスプレイ 
側の性能によっては同様の症状が出ることもあ 
ります。 

ビデオコンパート機能を OFF にして、入力と 
同じビデオフオーマツト（コンポーネント、 
D 4、 S 、 コンポジツトビデオコードのいずれ 
か)で接続、再生してください。 

26,81 


操作について 


「操作できない」「電源が切れる」など操作時にある疑問や症状です。 


症状 

原因 

対応 

参照 

大音量で再生したときに 
電源が切れる 

スピーカ_コ_ドの芯線がスピーカー端子から 
はみ出して、リアノ V ° ネルに接触しているか、+/ 

一が接触し、保護回路が働いている。 

スピーカーの実動作上の最低インピーダンスが 
非常に低いため、保護回路が働いた。または、低 
周波の過大な入力が持続した。 

スピーカ_コ_ドの芯線をもう一度しっかりね 
じり直し、アンプまたはスピーカー側のスピー 
力一端子からはみ出ないように接続する。 

ボリュームを下げて再生する。 

チヤンネルごとの周波数特性の補正で低域 (4 〇 
Hz または125 Hz ) のレベルを下げる。 

DIGITAL SAFETY 機能を SAFETY 〇 N にす 
ると、さらに数 dB 音量が上げられる場合があり 
ます。（スタンバイモード時に 、 SYSTEM 
SETUP ボタンを押しながら STANDBY/ON 
ボタンを押すと 、 SAFETY ON,SAFETY OFF 
が切り換わります。 

24 

64 

電源が突然切れて 

PHASE CONTROL イン 
ジケーターが点滅する 

スピーカ_コ_ドの芯線がスピーカー端子から 
はみ出して、リアパネルに接触しているか、+/ 
一が接触し、保護回路が働いている。 

本機のアンプ回路が故障です。 

スピーカー コー ドの芯線をもう一度しっかり 
ねじり直し、アンプまたはスピーカー側のス 
ピーカー端子からはみ出ないように接続する。 
すみやかに使用を停止し、修理を依頼してく 
ださし)。この症状のあとに電源の 0 N /0 FF を 
繰り返すのはおやめください。 

24 

裏表紙 

電源が突然切れて DVD / 
LD インジケーターが点滅 
する 

本機の故障です。 

すみやかに使用を停止し、修理を依頼してく 
ださし)。この症状のあとに電源の 0 N /0 FF を 
繰り返すのはおやめください。 

裏表紙 

操作ポタンを押しても動 
作しない 

空気が乾燥しているとき、静電気などの影響を 
受けている。 

電源プラグを一度コンセントから外して、再 
び差し込む。 


AMP ERR または 
MCACC インジケーター 
が点滅して自動的に電源 
が切れる 

本機のアンプ回路の故障です。 

すみやかに使用を停止し、修理を依頼してく 
ださい。この症状のあとに電源の 0 N /0 FF を 
繰り返すのはおやめください。 

裏表紙 
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困ったとき 


症状 

原因 

対応 

参照 

OVERHEAT と点滅表示 

本機内部の温度が許容値を超えた。 

通風がよくなるように設置を変える。 

5 

したまま音が出なくなる 


一度電源を切り、冷えてから使用する。 


SIGNAL SELECT ボタ 

接続またはデジタル入力の設定が正しくない。 

機器の接続を再確認し、「デジタル入力の設 

75 

ンを押しても入力が 


定」を正しく修正する。 


DIGITAL にならない 

MULTI CH IN 入力になっている。 

MULTI CH IN 入力以外に切り換える。 

35 

5.1ch ソースを再生して 

DVD プレーヤーのデジタル出力設定が OFF に 

DVD プレーヤーのデジタル出力設定を〇 N 

16 

いるのに、 5.1ch 再生さ 

なっている。 

にする。 


れない 

DVD プレーヤーのドルビーデジタルまたは 

DVD プレーヤーのドルビーデジタルまたは 



DTS 出力設定が OFF になっている。 

DTS 出力設定を ON にする。 


DVD オーディオを再生する 

MULTI CH IN 端子はアナログ入力端子なの 

故障ではありません。プレーヤーの取扱説明 


とプレーヤーには 96 kHz 
と表示されるが、本機では 
表示されない 

で、デジタル情報を表示することはできません。 

書もご覧ください。 


96 kHz のソフトを再生 

プレーヤー側で96 kHz 出力が OFF になってい 

プレーヤーの96 kHz 出力を ON にする。 

16 

しても表示が 96 kHz に 
ならない 

る 0 



リモコン操作ができない 

リモコンの電池が消耗している。 

電池を交換する。 

5 


距離が離れすぎている。角度が悪い。 

途中に信号を遮る障害物がある。 

7 m 以内、左右3〇°以内で操作する。 

障害物を取り除くか、操作する場所を移動す 
る 0 

リモコン信号受光部に光が直接当たらないよ 

17 


蛍光灯などの強い光がリモコン信号受光部に当 



たっている。 

つにする。 


他機器をリモコンで操作 

プリセットコードの設定が間違っている。 

正しいプリセットコードを設定する。 

82 

でぎない 

電池切れの期間にメモリーが消去された。 

もう一度設定を行う。 


SR 接続をしているのに相 

接続でコント□—ル端子の IN /0 UT を間違えて 

正しく接続し直す。 

86 

手機器がリモコンで動作 

いる 0 



しない 

コント□—ルコード以外の接続をしていない。 

アナログのオーディオコードまたは HDMI ケー 

86 


他社製品の同用途端子と接続している。 

ブルなどを接続する。 

他社製品の動作はサボートしていません。 



インジケーター/表示について 


操作中のインジケーター表示などの疑問や症状をまとめました。 


症状 

原因 

対応 

参照 

圧縮デジタル*のソフトを 

デジタル接続が正しくない。 

接続を再確認する。 

33 

再生しても、対応するイン 

デジタ)レ入力の設定が正しくない。 

デジタル入力の設定を正しく行5。 

75 

ジケーターが点灯しない 

SIGNAL SELECT の入力信号選択が正しくな 

SIGNAL SELECT (音声入力）ボタンで正し 

36 


い0 

い入力を選択する。 



プレ _ ヤーが停止か一時停止になっている。 

再生を開始する。 



プレーヤーの音声出力設定が間違っている。 

プレーヤーの音声出力設定を各フォーマット 
に対応するよう修正する。 

16 


再生しているトラックが PCM などになってい 

プレーヤーの音声切り換え機能で圧縮デジタ 

16 


る0 

ル*の音声を選択する。 


圧縮デジタル*のソフトを 

収録フォーマットが 5.1 ch (または「6.1 ch 再 

故障ではありません。再生しているソフトの 


再生してもすべてのプロ 
グラムフォー マツ トイン 
ジケーターが点灯しない 

生検出信号」対応)ではない。 

パッケージをご確認ください。 


圧縮デジタル*のソフトを 

デジタル信号が入力されていない。 

SIGNAL SELECT (音声入力）ボタンで 

36 

再生しても、 [^DIGITAL 


AUT ◦または DIGITAL を選ぶ。 


または DTS などの表示に 

ソフトの音声が2 ch フォーマットである。 

故障ではありません。再生しているソフトの 

93 

ならない 

ドルビーサラウンドエンコードされたソフトで 
ある0 

パッケージをご確認ください。 


Surround EX (または 

「6.1 ch 再生検出信号」が記録されていない(劇 

SBch 処理モードの設定を ON にする。 

43 

DTS ES) ソフト再生時に、 

場公開時と DVD 収録時はまれに違う場合があ 



SBch 処理モードの設定を 
AUTO にしても EX (または 
ES) デコードしない 

ります)。 
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困ったとき 


症状 

原因 

対応 

参照 

Surround EX (または 

スピーカーシステムの設定で、サラウンドバッ 

サラウンドバック ch の設定を、接続したス 

68 

DTS ES ) ソフトを再生 
中、 SL 、 SB 、 SR のインジ 

クチヤンネルが[ N 0](無し)に設定されている。 

ピーカーに合わせて変更する。 


ケーターは点灯するが、 

リスニングモードが正しくない。 

SBch 処理モードの設定を ON または AUTO 

37,43 

EX (または ES ) デコード 
しない 


に変更し、リスニングモードをサラウンドに 
して再生する。 

99 

DVD オーディオを再生 
しているのにデイスプレ 
イには PCM と表示される 

HDIVN 接続をしている入力で DVD 才ーディオ 
を再生すると PCM と表示されます。 

故障ではありません。 



圧縮デジタル*:ドルビーデジタル、 DTS、MPEG-2 AAC などの総称として使用します。 


MCACC (音場補正)について 


MCACC (音場補正)に関する疑問や症状をまとめました。 


症状 

原因 

対応 

参照 

音場補正の才一卜設定を 
何度行ってもエラーにな 
る 

マイクとスピーカーとの間に障害物がある。 

障害物を移動させる。 

12 

測定結果のサブウー 
ファーの距離が実際の距 
離より長い 

サブウーファ —内部□—ノ（スフィルターの遅延 
特性の影響で再生音にディレイがかかってい 
る0 

MCACC では、こういった遅延特性を考慮し 
たうえで距離を特定して正確なディレイ時間 
を設定するようにしています。 

15 

スピーカーの大、小設定が 
誤った設定になる 

耳に聞こえにくい周波数の騒音がある。 

マイクの位置によって微妙な音響特性の変化を 
検出している。 

エアコンなどモーターを使用した機器の電源 
を切ってみる。 

[Speaker Setting ] で正しい設定にする 0 

68 

音場補正したが、音がおか 
しい 

スピーカー端子の位相が反転している（十/一が 
逆 )。 

正しく接続する。 

24 

Acousutic Cal EQ で自 
動測定された補正カーブ 
を手動で調整中に 
「 OVER 」 がディスプレイ 
に表示される 

調整値の組み合わせによっては補正レべ)レが許 
容量を超える。 

「 OVER 」 の表示が消えるまで、さまざまな帯 
域のレベルを下げる。 

65 


HDMI 接続/再生について 


HDMI ケーブルでつないだ機器の音を再生するときの疑問や症状をまとめました。 


症状 

原因 

対応 

参照 

映像と音声の両方が出な 
い 

ソース機器の仕様によっては AV アンプを通し 
ての HDMI 接続ができない場合があります。 

ソース機器の仕様を確認し、非対応のときは 
ソース機器と本機をコンポーネントビデオ、 
D 4 ビデオ、 S ビデオ、コンポジットビデオ 
コ_ドのいずれかで接続してください。 

26 

映像が出ない 

ソース機器の設定によっては映像が表示されな 
いビデオフオーマツトが出力されることがあり 
ます。 

ソース機器の設定を変更するか、コンポーネン 
トビデオ、 D 4 ビデオ、 S ビデオ、コンポジットビ 
デオコードのいずれかで接続してください。 

26 

音声が出ない、またはとぎ 
れる 

本機の H DM 1入力では音声信号を入力すること 
ができません。 

HDMI 入力端子とは別に音声入力端子に接続 
してください。 

31 

映像が乱れる 

ビデオデッキなど映像信号に乱れがあるとき 
(早送りなど）は映像の品位によって映像が歪ん 
だり乱れたり映らなくなることがあります。ま 
た、ディスプレイ側の性能によっては同様の症 
状が出ることもあります。 

ビデオコンパート機能を〇 FF にして入力と 
同じビデオフオーマット（コンポーネントビ 
デオ、 D 4 ビデオ、 S ビデオ、コンポジットビデ 
オコードのいずれか)で接続、再生してくだ 
さい。 

81 


困 

た 

と 

ぎ 
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困ったとき 


USB 再生について 


USB メモリーを再生するときの疑問や症状をまとめました。 


症状 

原因 

対応 

参照 

USB マスストレージ機器 
が本機で認識されない。 

接続が正しくない。 

US 巳メモリーのフォーマツトで、 FAT 12、 
NTFS 、 HFS は本機で再生することができませ 
ん〇 

USB 八ブを使用している。 

本機の電源を切ってから再度接続し、電源を 
入れてください。 

US 巳メモリーのフォーマットが FAT 16 また 
は FAT 32 であるかどうか確認してください。 
FAT 12. NTFS 、 HFS は本機で再生すること 
ができません。 

本機は USB 八ブには対応しておりません。 

50 

USB ERR 3 と表示され、 
USB メモリーの再生がで 
きない 0 

さまざまな原因が考えられます。 

「USB ERR 0 JS 巳エラー)について」 （51 ぺ一 
ジ)のすベての項目を確認、実行し、それでも 
USB ERR 3 が表示されるときは、パイオニア 
カスタマーサポートセンターへご連絡くださ 
い 0 

51 

USB メモリーのファイル 
を再生できない。 

著作権保護のかかった WMA や MPEG -4 AAC 
のファイルを本機で再生することはできませ 
ん〇 

本機で対応していない圧縮フォーマツトを再生 
している。 

著作権保護のかかっていないファイルを再生 
してください。（パソコンなどで CD などの音 
楽データを取り込む場合、設定によっては著 
作権保護がかかることがあります)。 

圧縮フォーマットが本機で対応しているかど 
うか確認してください。 

51 

リモコンの►ポタンを押 
しても USB メモリーの 
ファイルを再生しない。 

リモコンが USB モードになっていない。 

シフトボタンを押しながら TUNER ボタンを押 
してリモコンを US 巳モードにしてください。 

50 


エラーメッセージについて 


iPod 接続時のメッセージの意味 


メッセージ(エラー番号） 

メッセージが表示されるとき 

対応 

Error 11 

正常に通信できないとき。 

コネクターを一度外し、 iPod のメインメニューが 
表示されてから、もう一度確実にコネクターを接 
続してください。それでも iPod が正常に動作しな 
い場合は、 iPod をリセットしてください。 

Error 12 

iPod ソフトウェアのバージヨンが古いとき。 

iPod ソフトウェアのバージヨンをアップデ_卜 
してください。 

No Music Track 

iPod に曲が入っていないとき。 

iPod に曲を転送してください。 


システムセツトアツプでの MCACC (音場補正)時に表示されるメツセージの意味 


「Connect microphone 」 ： 

「Connect Mic!J : 

フロントパネルの MCACC SETUP MIC 端子に、付属のマイク 
を接続してください。 

rToo much ambient noisej : 

「Noisy RETRY 」 ： 

周辺の騒音が大きすぎ、測定に誤差が生じる可能性がありま 
す0 

• エアコンなどモーターを使用した機器や超音波ねずみ駆除装 
置などの電源を一時的に0 F F にするか遠ざけるなどの処置を 
行ってみてください。 

• 周囲が比較的静かな時間帯にもう一度やり直してください。 

「Check microphone 」 ： 
rMic Err RETRY 」： 

マイクからテスト信号が検出できなくなりました。 

• オートセットアップ用マイクの接続や接続コードの断線を 
チェックしてください。 

•スピーカーが正しく接続されているか確認してください。 

• 測定中はできるだけボリュームを変化させないでください。 


「 ERROR !」 ： 

「Error Front」「Error Suit 」「ERR SB」: 

Speaker Level 測定後の Yes/No Check 判定で、以下のような 
間違った接続を検出しました。 

• フロント、サラウンドに表示された：スピーカーが L / R の片 
方しか検出されませんでした。 

. サラウンド「 N 0」、サラウンドバック 「 ERR 」 の場合：サラウ 
ンドの接続は検出されずサラウンドバックの接続が検出され 

よし7し0 

• サラウンドバック （1 本接続時）の場合 : R ch 側から検出しました 
(1 本のみ接続するときは、 Lch 側を使用してください）。 

「 Attention! Subwoofer output level is too low. 
Turn volume up on Subwoofer .」： 
rsw Volume Up 」： 

[ YES ] と設定したサブウーファーの出力信号が検出できませ 
ん。サブウーファー本体の電源を確認しボリュームを適正値に 
上げてください。 






保証と アフターサービス 


困ったとぎ 


保証書(別添) 


保証書は、必ず「販売店名 • 購入日」などの記入を確か 
めて販売店から受け取っていただき、内容をよくお読 
みのうえ、大切に保管してください。 

[保証期間はご購入日から1年間です。 

補修用性能部品の保有期間 

当社は、この製品の補修用性能部品を製造打ち切り後8 
年間保有しています。性能部品とはその製品の機能を 
維持するために必要な部品です。 

修理に関す i ご質問、 C 相談 

お買い求めの販売店へご相談 • ご依頼ください。 

修理を依頼されるとき 

修理を依頼される前に取扱説明書の「故障かな？と思っ 
たら」の項目をご確認ください。それでも異常のあると 
きは、必ず電源プラグを抜いてから、販売店へご依頼 
ください。ご転居されたり、ご贈答品などで、お買い 
求めの販売店に修理のご依頼ができない場合は、「ご相 
談窓口のご案内 • 修理窓口のご案内」（裏表紙)をご覧に 
なり、修理受付センターにご相談ください。 


連絡していただきたい内容 


• ご住所 

• お名前 

• 電話番号 

• 製品名： AV マルチチヤンネルアンプ 

• 型番： VSA -1017 AV 

• お買い上げ日 

• 故障または異常の内容(できるだけ詳しく） 

• 訪問ご希望日 

• ご自宅までの道順と目標(建物や公園など） 

■ 保証期間中は： 

修理に際しては、保証書をご提示ください。保証書に 
記載されている当社の保証規定に基づき修理いたしま 
す。 

■ 保証期間が過ぎているときは： 

修理すれば使用できる製品については、ご希望により 
有料で修理いたします。 


本製品は家庭用オーディオ機器（オーディオ • ビデ 

才機器）です。下記の注意事項を守ってご使用くだ 

さい。 

1 . 一般家庭用以外での使用（例：店舗などにおける 
巳 GM を目的とした長時間使用、車両•船舶への搭 
載、屋外での使用など）はしないでください。 

2. 音楽信号の再生を目的として設計されていますの 
で、測定器の信号（連続波）などの増幅用には使用 
しないでください。 

3. 八ウリングで製品が故障する恐れがありますので、 
マイク□フォンを接続する場合はマイク□フォンを 
スピーカーに向けたり、音が歪むような大音量では 
使用しないでください。 

4. スピーカーの許容入力を超えるような大音量で再生 
しないでください。 



長年ご使用のオーディオ製品の点検をおすす 


故障や事故防止のためすぐに使 



めいたします。こんな症状はありませんか？ 

用を中止し、電源プラグをコン 

5 


•電源コードや電源プラグが異常に熱くなる。 


セントから抜き、「保証とアフ 

• 電源コードにさけめやひび割れがある。 

ターサービス」（上記）をお読み 

• 電気が入ったり切れたりする。 


の上、修理受付センター（裏表 


• 本体から異常な音、熱、臭いがする。 


紙）に点検をご依頼ください。 
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FAX 011-61 1-5694 
FAX 0166 -55-7207 
FAX 0155 -23-7757 
FAX 0138 -40-6473 


受付月〜金 9:30 〜 18:00 (土 •日•祝 • 弊社休業日は除く） 

☆拠点は、土曜も受付9:30〜12:00、13:00〜18:00 (弊社休業日は除く） 
〒〇 64-0822 札幌市中央区北2条西 20-1-3 クワザワビル 
〒〇 70-083 1旭 J 1 1市旭町1条1丁目 438-89 
〒〇 80-001 5帯広市西5条南28丁目 1-1 
〒〇41 -08 11函館市富岡町 2- 1 8-7 


受付月〜金 9:30-18:00 (土 ■日•祝，弊社休業日は除く） 

☆拠点は' 土曜も受付9:30〜12:00、 13:00-18:00 (弊社休業日は除く） 

FAX 022-375-4996 亍98卜3121仙台市泉区上谷刈 6-10-26 
FAX 023-615-1627 〒 990-0023 山形市松波卜 8- 17 

FAX 〇 24-991-7466 〒963-8861郡山市鶴見坦 1-9-25 クレールアヴエニュー伊藤第2ビル1 F D 号 

FAX 019 -659- 1895〒〇 20-0051 盛岡市下太田下川原1 53-1 

FAX 01 7-735-2438 〒030 -082 1青森市勝田 2-16-10 

FAX 0178 -44-3351 〒〇31-〇8〇2 ノ V 戸市ノ」、中里 f 4-3-34 

FAX 018-869-7401 〒〇 10-0802 秋田市外旭川宇梶の目 346-1 


•東京都内 

世田谷 サービスステー シ ヨン 
北東京 サービスステー シ ヨン 
多摩サービスステ— シ ヨン 


FAX 03-3419-4234 
FAX 03-3944-7800 
FAX 042-524-5947 


受付月〜土 9:30〜18:00 ( 日•祝.弊社休業日は除く） 

亍1 55-0032 世田谷区代沢 4-25-9 
〒 170-0002 豊島区巣鴨 1-9-4 第三久保ビル 1 F 
t 1 90-0003 立川市栄町 4-18-1 エクセル立川 1 F 


•関東 • 甲信越地区 


新潟サービス認定店 

FAX 

025-241-1879 

佐渡サービス指定店横山電機商会 

FAX 

0259 -63-34 〇〇 

☆千葉サービスセンター 

FAX 

043-207-2555 

松戸サービス認定店 

FAX 

047-340-5052 

水戸サービス認定店 

FAX 

029-248-1306 

つくばサービス認定店 

FAX 

0298 -58-1369 

☆埼玉サービスセンター 

FAX 

048-651-8030 

川越サービス認定店 

FAX 

049 -233-6581 

宇都宮サービス認定店 

FAX 

〇 28-657-5882 

群馬サービス認定店 

FAX 

0270 -22-1859 

☆神奈川サービスセンター 

FAX 

045-943-3788 

横浜北サービス認定店 

FAX 

045-943-3155 

神奈川西サービス認定店 

FAX 

046-231-1209 

三宅島サービス指定店勝見電機 

FAX 

04994 -6-1246 

松本サービス認定店 

FAX 

0263 -48-0575 

長野サービス認定店 

FAX 

026-229-5250 

甲府サービス認定店 

FAX 

055-228-8003 


受付月〜金9:30〜18:00 (土 • B •祝，弊社休業日は除く） 

☆拠点は、土曜も受付9:3◦〜12:00、13:0◦〜18:00 (弊社休業日は除く） 

〒 950-09 13新潟市鐙卜 5-23 
亍 952-1 209佐渡市金井町千種 1158-1 
亍 263-0014 千葉市稲毛区作草部町1 369-1 椎の実ノ V イツ1 F 
〒 270-0021 松戸市小金原 4-9-23 
亍31 0-0844 水戸市住吉町 307-4 
〒 305-0045 つ < ば市梅園 2-2-6 
〒33 1-08 12さいたま市北区宮原町 1-310-1 
〒 350-0804 Jl I 越市下広谷 1128-11 
〒32 1-09 12宇都宮市石井町 3373-1 

〒372-0801伊勢崎市宮子町1 191-17 パサージュ808伊勢崎101号 
〒 224-0037 横浜市都筑区茅ヶ崎南 2-18-1 ベルデユール茅ヶ崎 
亍 224-0036 横浜市都筑区勝田南 1-19-1 7 
〒243-0422海老名市中新田 4-10-53 中山ビル 1 F 
亍100 -121 1三宅村大字坪田 

亍 390-0852 松本市大字島立 180-5 パイオニア松本拠点 1 F 
〒 380-0935 長野市中御所卜24 
〒 400-0035 甲府市飯田 4-9- 14 


•中部地区 

|☆名古屋サービスセンター FAX 052-532-1 148 

岡崎サービス認定店 FAX 0564 -33-7 〇80 

津サービス認定店 FAX 059-21 3-6712 

岐阜サービス認定店 FAX 058 -274-5256 

静岡サービス認定店 FAX 054-237-5691 

沼津サービス認定店 FAX 055-967-8455 

浜松サービス認定店 FAX 〇 53-422- 1401 

金沢サービス認定店 FAX 076-240-0550 

富山サ_ビス I 忍定店 FAX 076-425-3027 

福井サービス認定店 FAX 0776 -27- 1768 


受付月〜金9:30〜18:00 (土 •日•祝.弊社休業日は除く） 

☆拠点は、土曜も受付9:30〜12:00、13:00〜18:00 (弊社休業日は除く） 

〒451 -0063 名古屋市西区押切 2-8- 18 

亍 444-0931 岡崎市大和町字荒田 36- 1大和ビレッジ B - 1 

〒51 4-0821 津市垂水 522-5 

〒 500-8356 岐阜市六条江東 1-1-3 

亍 422-8034 静岡市駿河区高松1 -6-5 

〒41 0-0876 沼津市北今沢1 2-7 

〒435-0042浜松市篠ヶ瀬町415ビラモデルナ5号 

〒920-0362金沢市古府 3-60-1 K 2 ビル 1 F 

〒 939-821 1富山市二口町 1-7-1 

亍91 0-0001 福井市大願寺 3-5-9 


困ったとぎ 


サービスステーション 1 J ス 


•ー ビス拠点のご案内 


サービス拠点への電話は、修理受付センターでお受けします。（沖縄県の方は沖縄サービスステーション） 

また、認定店は不在の場合もございますので、持ち込みをご希望のお客様は修理受付センタ T にご確認ください。 


夕店店店 
ン定定定 
一をセ認認認 

地ビビビビ 
道 _ I _ _ 
> s ササササ 
lb ' 幌川広館 
I 札旭帯函 


JJ- 


夕苫苫 JS 店0苫 
ン定定定定定定 
セ認認認認認認 
C ■ススススススス 
区 ビビビビビビピ 


哋 


サササササササ 
* d 台形山岡森戸田 
穿仙山郡盛青八秋 
☆ 
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參関西地区 


☆大阪サービスセンター 

FAX 

06-6310-9120 

大阪北サービス認定店 

FAX 

〇 6-6453-5666 

大阪南サービス認定店 

FAX 

0722-75-2625 

神戸サービス認定店 

FAX 

078-265-0832 

姫路サービス認定店 

FAX 

0792 -51-2656 

和歌山サービス認定店 

FAX 

0734.46-3026 

京都サービス認定店 

FAX 

075-352-2588 

奈良サービス認定店 

FAX 

0742 -36-8713 

福知山サービス認定店 

FAX 

0773 -24-5375 


受付月〜金9:30〜18:00 (土 •日.祝 • 弊社休業日は除く） 

☆拠点は、土曜も受付9:30〜12:00、 13:00-18:00 (弊社休業日は除く） 

〒 564-0052 吹田市広芝町 5-8 

亍53 1-0076 大阪市北区大淀中 3-9-4 

〒 593-8322 堺市西区津久野町1 -8- 15 □—ズマンション 1 F 

亍651 -0093 神戸市中央区二宮町1丁目1 0-1 □—レル三宮ノースアベニュー1 F 

〒671 -0224 姫路市別所町佐土 4-2 

亍641 -0021 和歌山市和歌浦東 3- 1 -25 

〒600 -8322 京都市下京区西洞院通五条東南角小柳町5 13-2 五条久保田ビル 1 F 
〒 630-8 132奈良市大森西町2卜26 
〒 620-0055 福知山市篠尾新町 2-74 カマ八チマンション 


•中国 • 四国地区 

^広島サービスセンター FAX 

岡山サービス認定店 FAX 

松江サービス認定店 FAX 

福山サービス認定店 FAX 

鳥取サービス認定店 FAX 

徳山サービス認定店 FAX 

高松サービスステーション FAX 
徳島サービス認定店 FAX 

高知サービス認定店 FAX 

松山サービス認定店 FAX 


受付月〜金 9:30-18:00 (土 •日■祝.弊社休業日は除く） 

☆拠点は、土曜も受付9:30〜12:00、13:00〜18:00 (弊社休業日は除く） 
082-248-9939 〒730-0041広島市中区小町 2-30 第二有楽ビル 1 F 
086-244-8748 亍 700-0975 岡山市今 8- 1 5-21 
0852 -22-7779 〒690-0〇17松江市西津田 4-5-40 (有）テクピット内 
0849-31 -2791 〒 720-0815 福山市野上町 3- 1 2-9 
0857 -29-1 290〒 680-0061 鳥取市立 J I 旧丁 5-240- 1 
0834 -33-5759 〒 745-0 006周南市花畠町 3-1 1森広事務所 1 F 
087-861 -4841 〒 760-0078 高松市今里町 1-16-1 

088-669-6076 〒770-8023徳島市勝占町中須 92-1 大松ジョリカ地下1階103号 
088-802-3321 亍 780-0051 高知市愛宕町 3- 1 2- 13晃栄ビル1 F 
089-951-6270 〒791-8067松山市古三津 5-10-35 商船ビル1 F 


•九州地区 


☆福岡サービスセンター 

FAX 

092-41 2-7460 

北九州サービス認定店 

FAX 

093 -941-8354 

博多サービス認定店 

FAX 

092-461-1643 

長崎サービス認定店 

FAX 

095-849-4606 

熊本サービス認定店 

FAX 

096-331-3323 

大分サービス認定店 

FAX 

097-551-2049 

鹿児島サービスステーション 

FAX 

099-224-7692 

宮崎サービス認定店 

FAX 

0985 -27-3136 


受付月〜金 9:30-18:00 (土 •日.祝 • 弊社休業日は除く） 

☆拠点は、土曜も受付9:30〜12:00、13:00〜18:00 (弊社休業日は除く） 

〒81 2-0016 福岡市博多区博多駅南 2- 1 2-3 
亍8〇2-0〇44北九州市小倉北区熊本1丁目 9-4 植田ビル 1 F 
〒81 2-0006 福岡市博多区上牟田 2-6-7 
亍 852-8145 長崎市昭和1丁目 12-10 クリスタルハイツ平野 
〒 862-0918 熊本市花立5丁目 14-17 
〒870 -0921 大分市获原 3-23-1 5日商ビル101 
〒892-0841鹿児島市照国町 3-21 第二大見ビル2 F 
〒 880-0821 宮崎市浮城町 98- 1 


»沖縄県 

沖縄サービスステーション 


受付月〜金 9:30-18:00 (土.日.祝，弊社休業日は除く） 

トヨタマイカーセンター3 F 


TEL 098-879-1 91〇亍90 1-2 122浦添市勢理客 4-18-1 
FAX 098-879-1352 


平成19年2月現在 


記載内容は、予告なく変更させていただくことがありますので予めご了承ください。 
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アルファべット/数字順 


Advanced EQ Setup . 64 

Auto MCACC .12, 60,108 

Auto Surround .37, 99 

Channel Level .43, 61,71 

Crossover Network .70 

DIRECT .37, 99 

DTS .95, 99 

EQ Data Check .67 

EQ Data Copy .64 

F . S.SURR FOCUS .38 

F . S.SURR WIDE .38 

Fine Ch Level .61 

Fine SP Distance .62 

Front Bi-Amp .60, 85 

HDMI .31,98,107 

Input Assign .75 

Manual MCACC .61 

Manual SP Setup .68 

MPEG -2 AAC .95,99 

Other Setup .78 

PHASE CONTROL .8, 44 

SB CH PROCESSING .43 

SB ch 処理 .43 

SIGNAL SELECT .36 

Speaker 巳 .60, 85 

Speaker Distance .62, 72 

SPEAKERS .56 

Speaker Setting .68 

SR +.87 

STANDARD .37, 99 

Surr Back System .60 

THX .37, 96, 99 

THX Audio Setting .73 

USB .50 

WMA 9 Pro .96 


超低域音声... 
ディスプレイ 
亍'イマー 


デジタル音声 . 33, 36, 54, 93 

デュアルモノ . 79 

電源 . 34 

接続]-ド' . 98 

卜ーンコント □_ ル . 46 

ド'ルビー . 94, 99 

パーチヤ J レサラウンドバック . 43 

バイアンプ接続 . 85 

バイワイヤ接続 . 85 

ビデオコンバーター . 26,81 

プラズマテレビ . 87 

フロントサラウンド • アドバンス . 38 

フロントパネル . 17, 55 

へ 、: j K ホン . 36 

保 al . 1 Oa 

ミッドナイト . 45 

ラウドネスモード . 45 

リァパネル . 22 

U スニンクモード . 37, 99 

U モコン . 5, 20, 82, 90 

録/録画 . 54 


五十音順 

アドバンスドサラウンド . 37,100 

アナログ ATT . 54 

位相 . 8, 44 

才一トセットアップ . 12, 60 

音場補正 . 58 

音声入力信号 . 36 

画質 . 26 

クロスオーバー周波数 . 70 

サウンドディレイ . 54 

サウンドレトリバー . 46 

サブウーファー . 68,104 

サラウンドバックスピーカー . 43, 60 

システムセットアップ . 57, 59 

周波数特性 . 58, 63 

仕様 . 102 

縮 . 35 

初期設定 . 101 

スピーカー . 11,24, 56, 60, 85, 92 

スピーカーインピーダンス . 25 

スリープタイマー . 55 

ダイアログエンハンスメント . 45 

ダイナミックレンジコント□—ル . 78 

他機器連動 .9 D 


さくいん 


本機を操作するときの主な用語や表示をまとめました。参照ページに進むと、それぞれに関連する情報があります。 


8 9 
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< 各窓口へのお問い合わせの時のご注意 > 

市外局番「〇07〇」で始まる W フリーフォン及び「0120」で始まる困フリーダイヤルは、 PHS、 
携帯電話などからは、ご使用になれません。 

また、【一般電話】は、携帯電話 • PHS などからご利用可能ですが、通話料がかかります。 


こ'相談窓口のご案内 


パイオニア商品の修理•お取り扱い（取り付け•組み合わせなど）については、お買い求めの販売店様へ 
お問い合わせください。 


商品についてのご相談窓口 

• 商品のご購入や取り扱い、故障かどうかのご相談窓口およびカタログのご請求について 


カスタマーサポートセンター（全国共通フリーフオン） 


受付時間月曜〜金曜9:30〜18:00、 

土曜•日曜•祝日9:30 〜 12:00、13:00 〜 17:00 

(弊社休業日は除く） 

參家庭用オーディオ/ビジュアル商品 

■ y0070-800-8181-22 ■—般電話 

03-5496-2986 

■ファックス 

03-3490-5718 


■インタ_ネットホームページ 

http://pioneer.jp/support/ 

※商品についてよくあるお問い合わせ • メールマガジン登録のご案内 • お客様登録など 


修理窓口のご案内 


修理をご依頼される場合は、取扱説明書の『故障かな？と思ったら』を一度ご覧になり、故障かどうか 
ご確認ください。それでも正常に動作しない場合は、①型名②ご購入日③故障症状を具体的に、ご連絡ください。 


修理についてのご相談窓口 

• お買い求めの販売店に修理の依頼が出来なし)場合 


I 修理受付センター I 

受付時間月曜〜金曜9:30〜19:00、 

土曜.日曜 • 祝日9:30〜12:00、13:00〜18:00 (弊社休業日は除く） 

■電話 

姻0120-5-81028 ■-般電話 03-5496-2023 

■フ アツ クス 

兩0120 -5-81 029 

■インターネツ ト ホームページ 

http://pioneer.jp/support/repair.html 

※インターネットによる修理受付対象商品は、家庭用オーディオ/ビジュアル商品に限ります 

沖縄サービスステーション（沖縄県のみ） 

受付時間月曜〜金曜9:3◦〜18:0〇 (土曜•日曜•祝日 • 弊社休業日は除く） 

■-般電話 

098-879-1910 

■ファックス 

098—879—1352 


部品のご購入についてのご相談窓口 

•部品（付属品、リモコン、取扱説明書など）のご購入について 

部品受注センター 

受付時間月曜〜金曜9:3◦〜18:00、土曜•日曜•祝日9:30〜12:00、13:00〜18:00 (弊社休業日は除く） 

■電話 兩〇120 -5-81095 ■-般電話0538 -43-1 161 

■ファックス ^0120-5-81096 

平成 19 年 2 月現在記_内容は、予告なく変更させていただくことがありますので予めご了承ください。 V0L.022 


JIS C 61 000-3-2 適合品 


/ JIS C 610 00-3-2 適合品とは、日本工業規格「電磁両立性 
-第 3-2 部：限度値一高調波電流発生限度値 (1 相当たりの入 
力電流が 20A 以下の機器)」に基づき、商用電力系統の高調 
\波環境目標レベルに適合して設計•製造した製品です。 


⑥2007パイオニア株式会社禁無断転載 


パイオニア株式会社 亟 153-8654 東京都目黒区目黒1丁目4番1号 


く ARA 7237- A 〉 









